
三
九

駒
澤
大
學
禪
硏
究
所
年
報
第
二
十
九
号　

二
〇
一
七
年
十
二
月

一　

は
じ
め
に　

─　

大
慧
の
看
話
禅
の
成
立
以
前
と
曹
洞
宗
と
の
関
係

　

中
国
禅
宗
史
で
最
も
大
き
な
禅
思
想
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
臨
済
宗
の
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
│
一
一
六
三
）
の
看
話
禅
の
成
立
で

あ
ろ
う
。
日
本
の
臨
済
宗
や
韓
国
の
禅
仏
教
、
更
に
世
界
へ
の
禅
の
伝
播
の
影
響
を
考
え
て
も
、
看
話
禅
の
成
立
は
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
一
方
、

曹
洞
宗
の
宏
智
正
覚
（
一
〇
九
一
│
一
一
五
七
）
は
黙
照
禅
を
大
成
し
、
看
話
禅
と
黙
照
禅
は
宋
代
禅
の
二
大
思
潮
と
称
さ
れ
、
両
者
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
西
巌
了
惠
（
嗣
無
準
師
範
、
一
一
九
八
│
一
二
六
二
）
は
﹁
不
共
戴
天
の
讎か

た
き﹂（
続
蔵
巻
一
一
三
│
一
七
〇
右
下
）
と
ま
で
称
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、一
九
七
四
年
に
筆
者
が
﹁
大
慧
宗
杲
と
そ
の
弟
子
た
ち
（
六
）
│
真
歇
清
了
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
│
﹂（﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄

第
二
三
巻
第
一
号
﹄）
に
発
表
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
以
降
の
研
究
で
は
、
大
慧
の
具
体
的
な
黙
照
禅
批
判
は
、
曹
洞
宗
の
真
歇
清
了
（
一
〇
八
八
│

一
一
五
一
）
を
直
接
相
手
取
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
。
更
に
そ
の
批
判
の
内
容
は
看
話
禅
の
成
立
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
因
み
に
、
真
歇
清
了
か
ら
の
大
慧
宗
杲
観
を
考
察
し
た
近
年
の
硏
究
と
し
て
、
若
山
悠
光
氏
の
﹁﹃
真
州
長
蘆
了
和
尚
劫
外
録
﹄

定
本
作
成
の
試
み
│
カ
ラ
ホ
ト
本
を
底
本
と
し
、
訓
読
文
を
付
す
│
﹂（﹃
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
﹄
第
二
五
号
、
二
〇
一
三
年
）、﹁
狗
子
仏
性

話
の
展
開
│
真
歇
清
了
に
よ
る
表
詮
と
遮
詮
の
統
合
│
﹂（﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
六
三
巻
第
二
号
、
二
〇
一
五
年
）
及
び
﹁
大
慧
宗
杲
の
黙

照
禅
批
判
と
真
歇
清
了
﹂（﹃
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
﹄
第
四
八
号
、
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。

　

今
回
問
題
と
し
た
い
、
特
に
看
話
禅
と
黙
照
禅
の
こ
と
を
、﹃
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
﹄
を
中
心
に
、
大
慧
の
伝
記
を
追
い
な
が
ら
確
認
に
し
て
み

よ
う
。
な
お
、﹃
年
譜
﹄
に
つ
い
て
は
、
石
井
修
道
﹁
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
の
研
究
（
上
）（
中
）（
下
）﹂（﹃
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
﹄
第

三
七
・
三
八
・
四
〇
号
、
一
九
七
九
～
一
九
八
二
年
三
月
。
底
本
は
立
正
大
学
図
書
館
の
南
宋
重
刊
本
の
覆
刻
の
五
山
版
）
で
検
討
し
た
こ
と
が
あ

大
慧
宗
杲
の
看
話
禅
の
成
立
に
つ
い
て

石　

井　

修　

道



四
〇

大
慧
宗
杲
の
看
話
禅
の
成
立
に
つ
い
て
（
石
井
）

る
が
、
補
正
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
た
。
幸
い
に
中
西
久
味
氏
が
﹁﹃
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
﹄
訳
注
稿
（
一
）
～
（
四
）﹂（﹃︿
新
潟
大
学
﹀
比
較
宗

教
思
想
研
究
﹄
第
一
四
輯
～
一
七
輯
、
二
〇
一
四
年
～
二
〇
一
七
年
。
底
本
は
北
京
図
書
館
の
南
宋
重
刊
本
）
で
発
表
継
続
中
な
の
で
、
関
心
の

あ
る
方
は
是
非
参
照
さ
れ
た
い
。

　

大
慧
と
は
賜
号
で
あ
り
、
諡
号
は
普
覚
禅
師
と
い
い
、
諱
は
宗
杲
、
仏
日
禅
師
の
賜
号
も
あ
る
。
号
は
妙
喜
と
い
い
、
字
は
曇
晦
、
自
ら
無
明

叟
と
も
号
し
、
菴
号
か
ら
雲
門
と
自
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。
元
祐
四
年
（
一
〇
八
九
）
の
生
ま
れ
で
、﹃
年
譜
﹄
に
よ
れ
ば
、
十
一
月
十
日
の
巳

の
時
だ
と
伝
え
る
。
真
歇
清
了
よ
り
一
歳
年
少
で
あ
り
、
宏
智
正
覚
よ
り
二
歳
年
長
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
俗
姓
を
奚
氏
と
い
い
、
安
徽
省
宣
城

県
の
出
身
で
あ
る
。
崇
寧
三
年
（
一
一
〇
四
）
の
一
六
歲
の
九
月
に
郷
里
の
東
山
慧
雲
院
の
慧
斉
の
下
で
出
家
し
た
。
そ
の
後
に
行
脚
し
た
中
で
、

ま
ず
注
目
す
べ
き
こ
と
は
大
観
元
年
（
一
一
〇
七
）
の
一
九
歲
で
郢
州
（
湖
北
省
）
の
大
陽
山
で
曹
洞
宗
の
禅
者
に
出
会
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
歳
の
﹃
年
譜
﹄
に
引
用
し
た
﹃
大
慧
武
庫
﹄
に
、太
平
州
（
安
徽
省
）
の
隠
静
山
の
瑞
竹
寺
の
紹
珵
に
参
じ
た
後
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

復
た
郢
州
の
大
陽
に
遊
び
、
元
首
座
、
洞
山
微
和
尚
、
堅
首
座
に
見
ゆ
。
微
は
芙
蓉
の
会
中
に
在
り
て
衆
に
首
た
り
。
堅
は
侍
者
と
為
る
こ

と
十
余
年
。
師
は
三
公
の
座
下
を
周
旋
す
る
こ
と
甚
だ
久
し
く
し
て
、
尽
く
曹
洞
の
宗
旨
を
得
た
り
。
受
授
の
際
、
皆
な
臂
香
し
て
、
以
て

妄
り
に
付
授
せ
ざ
る
こ
と
を
表
す
。
師
自
ら
惟お

も

い
て
曰
く
、﹁
禅
に
伝
授
有
ら
ば
、
豈あ

に
仏
祖
の
自
証
自
悟
の
法
あ
ら
ん
や
﹂。
之
れ
を
棄
て

て
湛
堂
に
依
る
。

︿
復
遊
郢
州
大
陽
、見
元
首
座
、洞
山
微
和
尚
、堅
首
座
。
微
在
芙
蓉
会
中
首
衆
。
堅
為
侍
者
十
余
年
。
師
周
旋
三
公
座
下
甚
久
、尽
得
曹
洞
宗
旨
。

受
授
之
際
皆
臂
香
、
以
表
不
妄
付
授
。
師
自
惟
曰
、
禅
有
伝
授
、
豈
仏
祖
自
証
自
悟
之
法
。
棄
之
依
湛
堂
。﹀（
大
正
蔵
巻
四
七
│
九
五
三
ｂ
。

﹃
禅
学
典
籍
叢
刊 

第
四
巻
﹄
四
三
三
頁
、
臨
川
書
店
。
参
照
）

　

こ
の
文
は
、
道
元
も
引
用
し
て
道
元
が
大
慧
を
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
が
、
筆
者
も
﹁﹃
説
心
説
性
﹄﹃
自
証
三
昧
﹄
考
﹂（﹃
駒
澤
大
学
仏
教

学
部
研
究
紀
要
﹄
第
六
七
号
、
二
〇
〇
九
年
）
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
大
慧
が
学
び
尽
く
し
た
と
い
う
﹁
曹
洞
宗
旨
﹂
の
一
端
を

四
巻
本
﹃
普
説
﹄
巻
二
の
﹁
方
敷
文
請
普
説
﹂
に
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

妙わ

し喜
が
這こ

こ裏
に
蜜
室
伝
授
の
禅
無
し
、
亦
た
学
者
と
低
声
に
商
量
せ
ず
、
低
声
に
商
量
を
言
う
や
纔い
な

や
便す
な
わ是
ち
悪
口
な
り
。
我
れ
最
も
是
れ

参
禅
の
精
た
り
。
潙
仰
下
の
、
耽
源
の
仰
山
に
授
く
る
九
十
六
円
相
、
以ひ

い至
て
は
洞
下
の
功
勳
五
位
、
偏
正
回
互
、
五
王
子
の
類
、
都す
べ

て
理

会
し
得
た
り
。
無
事
の
時
を
待
ち
て
、
従は

じ
め頭
よ
り
諸
人
に
説
与
せ
ん
。
昔
し
泐
潭
に
在
り
し
と
き
箇
の
堅
侍
者
な
る
も
の
有
り
。
乃
ち
湛
堂
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準
和
尚
の
族
弟
に
し
て
、
楷
和
尚
の
侍
者
と
為
る
こ
と
十
余
年
、
尽
く
其
の
道
を
得
た
り
。
我
も
也
た
他
と
共
に
理
会
し
来
た
る
。

︿
妙
喜
這
裏
無
蜜マ

マ

室
伝
授
底
禅
、亦
不
共
学
者
低
声
商
量
、纔
言
低
声
商
量
便
是
悪
口
。
我
最
是
参
禅
底
精
。
潙
仰
下
耽
源
授
仰
山
九
十
六
円
相
、

以
至
洞
下
功
勳
五
位
偏
正
回
互
五
王
子
之
類
、都
理
会
得
。
待
無
事
時
、従
頭
説
与
諸
人
。
昔
在
泐
潭
、有
箇
堅
侍
者
。
乃
湛
堂
準
和
尚
族
弟
、

為
楷
和
尚
侍
者
十
余
年
、
尽
得
其
道
。
我
也
共
他
理
会
来
。﹀（
宋
版
四
三
丁
左
～
四
四
丁
右
）

　

こ
の
曹
洞
宗
の
宗
旨
の
五
位
説
と
﹃
弁
邪
正
説
﹄
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
細
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
同
じ
四
巻
本
﹃
普
説
﹄
巻
二
の
﹁
錢

承
務
同
衆
道
友
請
普
説
﹂
に
同
様
の
こ
と
を
触
れ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

山
僧
最
も
是
れ
参
禅
の
精
な
り
。
五
家
宗
派
は
都す

べ

て
理
会
し
来
た
る
。
初
め
て
行
脚
す
る
時
、
曾
て
洞
山
微
和
尚
に
参
ず
。
二
年
の
間
、
曹

洞
宗
旨
は
我
に
一
時
に
参
得
せ
ら
る
。
又
た
泐
潭
準
和
尚
に
参
ず
、其
の
時
の
会
中
に
箇
の
堅
侍
者
な
る
者
有
り
。
久
し
く
揩
和
尚
に
依
り
て
、

洞
下
の
要
領
を
得
た
り
。
我
れ
当
時
道い

う
、﹁
他
は
是
れ
則
ち
是
な
り
﹂。
然
る
に
裏
面
に
些
の
不
是
な
る
処
有
り
。
如
何
が
見
得
す
。
曾
て

悟
ら
ざ
る
在ぞ

。
若
し
実
に
悟
由
有
ら
ば
、
不お
お
い妨
に
一
時
に
受
用
を
得
た
り
。
其
れ
或も

し
未
だ
然
ら
ず
ん
ば
、
只
だ
是
れ
箇
の
伝
言
語
の
漢
な

る
の
み
。
他
の
曹
洞
の
事
に
干か

か
わら
ず
、
況
ん
や
悟
は
是
れ
建
立
と
言
い
、
第
二
頭
に
落お在
ち
る
に
お
い
て
を
や
。
故
に
説
く
こ
と
在
ら
ざ
る

な
り
。

︿
山
僧
最
是
参
禅
底
精
。
五
家
宗
派
都
理
会
来
。
初
行
脚
時
、
曾
参
洞
山
微
和
尚
。
二
年
之
間
、
曹
洞
宗
旨
、
被
我
一
時
参
得
。
又
参
泐
潭
準

和
尚
、
其
時
会
中
有
箇
堅
侍
者
。
久
依
揩マ

マ

和
尚
、
得
洞
下
要
領
。
我
当
時
道
、
他
是
則
是
。
然
裏
面
有
些
不
是
処
。
如
何
見
得
。
不
曾
悟
在
。

若
実
有
悟
由
、不
妨
一
時
得
受
用
。
其
或
未
然
、只
是
箇
伝
言
語
漢
。
不
干
他
曹
洞
事
、況
言
悟
是
建
立
、落
在
第
二
頭
。
故
不
在
説
也
。﹀（
宋

版
三
三
丁
右
左
）

　

大
慧
は
四
巻
本
﹃
普
説
﹄
巻
三
の
﹁
真
空
道
人
慈
行
請
普
説
﹂
に
は
、﹁
山
僧
、大
観
三
年
に
行
脚
し
て
舒
州
に
到
り
、海
会
（
守
）
従
禅
師
に
依
る
。

従
は
乃
ち
（
羅
漢
系
）
南
公
の
嗣
子
（
一
般
に
は
嗣
雲
居
元
祐
）
な
り
。﹂（
宋
版
九
五
丁
右
）
と
あ
る
か
ら
、
大
観
三
年
に
は
郢
州
の
大
陽
山
か

ら
離
れ
、
舒
州
の
海
会
寺
を
経
て
、
湛
堂
文
準
（
一
〇
六
一
│
一
一
一
五
）
に
参
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
大
観
元
年
か
ら
三
年
の
﹁
二
年
の

間
、
曹
洞
宗
旨
は
我
に
一
時
に
参
得
せ
ら
る
﹂
と
あ
る
の
は
、
二
夏
を
過
ご
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
﹁
錢
承
務
同
衆
道
友
請
普
説
﹂

を
二
〇
歲
の
項
の
冒
頭
に
引
用
し
た
﹃
大
慧
年
譜
﹄
は
﹁
初
め
て
行
脚
す
る
時
、
曾
て
洞
山
微
禅
師
に
参
ず
。
二
年
の
間
、
曹
洞
宗
旨
、
一
時
に

参
得
す
︿
初
行
脚
時
、
曾
参
洞
山
微
禅
師
。
二
年
之
間
、
曹
洞
宗
旨
、
一
時
参
得
﹀。﹂
と
あ
る
の
み
で
、
更
に
参
じ
た
湛
堂
文
準
下
の
洞
山
道
微
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の
こ
と
は
引
用
し
て
い
な
い
。
つ
づ
い
て
﹃
大
慧
年
譜
﹄
に
引
用
さ
れ
の
は
、
前
述
の
﹃
大
慧
武
庫
﹄
の
よ
う
に
、﹁
師
は
（
大
陽
山
の
）
三
公
の

座
下
を
周
旋
す
る
こ
と
甚
だ
久
し
く
し
て
、
尽
く
曹
洞
の
宗
旨
を
得
た
り
。
⋮
⋮
之
れ
を
棄
て
て
湛
堂
に
依
る
﹂
と
あ
っ
た
為
に
、
曹
洞
宗
旨
を

学
ん
だ
期
間
は
二
年
た
ら
ず
で
、そ
れ
を
尽
く
学
び
尽
く
し
て
後
に
は
捨
て
去
っ
た
と
、筆
者
は
、従
来
、考
え
て
来
た
。
し
か
し
、前
者
の
﹃
普
説
﹄

も
、﹁
昔
し
泐
潭
に
在
り
て
箇
の
堅
侍
者
な
る
も
の
有
り
。﹂
と
あ
り
、
後
者
の
﹃
普
説
﹄
も
﹁
又
た
泐
潭
準
和
尚
に
参
ず
、
其
の
時
の
会
中
に
箇

の
堅
侍
者
な
る
者
有
り
。﹂
と
あ
っ
て
、泐
潭
文
準
の
会
下
で
の
出
会
い
（
そ
れ
が
最
初
に
泐
潭
の
出
会
い
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
と
し
て
も
）
で
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

湛
堂
文
準
に
参
じ
た
後
は
、
大
慧
は
化
主
の
役
を
勤
め
る
な
ど
泐
潭
に
常
在
で
は
な
か
っ
た
が
、
大
観
三
年
の
二
一
歲
の
時
か
ら
政
和
八
年

（
一
一
一
八
）
の
三
〇
歲
ま
で
泐
潭
に
い
た
の
で
あ
る
。
文
準
が
大
慧
に
与
え
た
影
響
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
政
和
五
年
の
七
月
二
十
二
日

の
示
寂
に
出
遭
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
大
慧
が
泐
潭
文
準
に
出
合
っ
た
歴
史
的
意
義
を
、
①
生
涯
、
大
慧
の
禅
風
に
与
え
た
文
準
の

師
の
真
浄
克
文
を
知
り
得
た
こ
と
。
②
嗣
法
の
師
と
な
る
圜
悟
克
勤
に
参
ず
る
こ
と
を
文
準
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
。
③
文
準
の
示
寂
後
に
、
そ
の

塔
銘
を
求
め
て
無
尽
居
士
張
商
英
に
出
会
っ
た
こ
と
、
の
三
点
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

さ
て
、
堅
侍
者
の
詳
伝
は
不
明
で
あ
る
が
、
芙
蓉
道
楷
（
一
〇
四
三
│
一
一
一
八
）
の
下
で
首
座
も
し
、
前
者
の
﹃
普
説
﹄
に
は
﹁
乃
ち
湛
堂

準
和
尚
の
族
弟
に
し
て
、
楷
和
尚
の
侍
者
と
為
る
こ
と
十
余
年
、
尽
く
其
の
道
を
得
た
り
。
我
も
也
た
他
と
共
に
理
会
し
来
た
る
。﹂
と
興
味
深

い
事
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
芙
蓉
道
楷
が
宋
代
曹
洞
宗
に
お
い
て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
、﹃
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
﹄（
大
東
出
版
社
、

一
九
八
七
年
）
で
詳
細
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
﹁
南
宋
禅
を
ど
う
と
ら
え
る
か
﹂（
鈴
木
哲
雄
編
﹃
宋
代
禅
宗
の
社
会
的
影
響
﹄

所
収
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
二
年
）
の
中
で
、
大
慧
は
大
陽
山
で
堅
首
座
に
出
会
い
、
文
準
の
﹁
族
弟
﹂
の
縁
で
、
文
準
に
参
じ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
し
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、大
慧
が
曹
洞
宗
旨
に
参
じ
た
の
は
、単
に
二
年
の
み
で
、そ
の
後
に
捨
て
去
っ

た
の
で
は
な
く
、
禅
者
の
参
学
の
重
要
な
時
期
の
二
〇
歲
か
ら
三
〇
歲
の
間
に
充
分
に
曹
洞
宗
旨
を
学
び
尽
く
し
て
い
た
こ
と
は
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

そ
の
後
の
大
慧
の
伝
記
は
、
北
宋
の
滅
亡
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
大
慧
は
三
七
歲
の
宣
和
七
年
（
一
一
二
五
）
に
北
宋
の
都
の
東と

う
け
い京
（
開か
い
ほ
う封
）

に
お
い
て
、師
の
圜
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
│
一
一
三
五
）
の
下
で
大
悟
し
て
い
る
。
そ
の
当
時
と
い
え
ば
、靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
十
一
月
に
は
、

北
宋
は
女
真
族
の
金
に
都
を
陥
れ
ら
れ
、
そ
の
翌
年
、
徽き

そ
う宗
・
欽
宗
以
下
の
皇
族
と
官
僚
な
ど
、
数
千
人
は
北
方
へ
拉
致
さ
れ
て
、
北
宋
は
滅
ぶ
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こ
と
に
な
る
（
靖
康
の
変
）。
建
炎
元
年
（
一
一
二
七
）
五
月
に
、
幸
い
北
従
を
免
れ
て
い
た
、
徽
宗
の
第
九
子
、
康
王
趙
構
が
、
南
京
（
応
天
府
）

で
即
位
し
て
高
宗
と
な
り
、
宋
の
王
朝
は
再
興
さ
れ
た
。
南
宋
の
成
立
で
あ
る
。
東
京
が
陥
落
す
る
以
前
の
八
月
に
南
下
し
て
い
た
大
慧
が
、
後

に
同
じ
く
南
下
し
た
圜
悟
克
勤
に
雲
居
真
如
禅
院
で
出
会
っ
た
の
が
、
四
〇
歲
の
建
炎
二
年
（
一
一
二
八
）
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
大
慧
と
宏
智
正
覚
の
関
係
に
筆
者
は
注
目
し
て
い
る
。
好
敵
手
で
あ
っ
た
一
方
の
宏
智
の
動
き
の
こ
と
で
あ
る
。
宏
智
は
宣
和
四
年

（
一
一
二
二
）
の
三
二
歳
で
、
廬
山
の
円
通
崇
勝
禅
院
で
、
闡
提
惟
照
の
下
で
分
座
す
。
翌
年
、
長
蘆
院
に
住
持
し
て
い
た
真
歇
清
了
に
招
か
れ
て

首
座
と
な
る
。
宏
智
は
宣
和
六
年
の
三
四
歳
で
泗
州
の
大
聖
普
照
禅
寺
で
開
堂
説
法
を
行
っ
た
。
彼
を
代
表
す
る
﹃
頌
古
百
則
﹄
は
こ
の
期
間
に

撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
い
で
靖
康
二
年
に
舒
州
の
太
平
興
国
禅
院
に
住
し
、
建
炎
元
年
に
江
州
の
廬
山
円
通
崇
勝
禅
院
に
住
し
、
翌
年
に

は
江
州
の
能
仁
禅
寺
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
。
め
ま
ぐ
る
し
い
住
持
の
変
遷
は
当
時
の
政
情
不
安
と
無
関
係
で
は
な
い
。
能
仁
禅
寺
も
一
夏
を
送
っ

た
に
過
ぎ
な
い
。
す
ぐ
に
退
い
て
、
雲
居
真
如
禅
院
に
遊
ぶ
の
で
あ
る
。
時
の
住
持
こ
そ
建
炎
元
年
十
一
月
六
日
受
請
上
堂
を
行
っ
て
い
た
圜
悟

克
勤
で
あ
る
。﹁
行
業
記
﹂
に
よ
れ
ば
、
圜
悟
は
趙
令
衿
（
？
│
一
一
五
八
）
と
共
に
、
当
時
住
持
を
欠
い
て
い
た
真
州
の
長
蘆
崇
福
禅
院
の
住
持

に
宏
智
を
強
く
薦
め
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
建
炎
二
年
九
月
十
五
日
に
入
院
上
堂
を
す
る
の
で
あ
る
。
先
に
言
う
よ
う
に
、
大
慧
が
圜
悟

に
参
じ
た
の
は
、
そ
の
翌
月
の
こ
と
で
あ
り
、
未
だ
年
長
の
大
慧
は
開
堂
説
法
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
四
巻
本
﹃
普
説
﹄
巻
二
の
﹁
方

経
略
請
普
説
﹂
に
﹁
山
僧
行
脚
の
時
、
天
童
和
尚
已
に
立
僧
し
了
る
。
此
は
是
れ
第
一
等
の
当
代
尊
宿
な
り
。
且
つ
草い

い
か
げ
ん書に
相
い
瞞
ず
る
に
不あ
ら
ず是
﹂

（
宋
版
二
一
丁
右
）
と
あ
る
よ
う
に
、
活
躍
す
る
宏
智
の
こ
と
を
知
っ
た
大
慧
が
強
く
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
懐
か
な
か
っ
た
は
ず
は
無
い
と
筆
者
は
考

え
て
い
る
。
両
者
は
確
か
に
晩
年
に
な
る
ま
で
、
資
料
に
よ
る
限
り
、
直
接
の
出
会
い
は
な
か
っ
た
が
、
大
慧
に
と
っ
て
宏
智
の
存
在
を
知
る
最

大
の
機
会
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
最
晩
年
の
記
録
で
あ
る
が
、
四
巻
本
﹃
普
説
﹄
巻
二
の
﹁
方
敷
文
請
普
説
﹂
に
は
、
次
の
よ
う
に
見

え
る
の
も
参
考
に
な
ろ
う
。

禅
和
家
、
若
し
信
決
定
し
て
妙
悟
有
ら
ば
、
便
ち
這
裏
に
来
た
り
て
参
ぜ
よ
。
若
し
悟
は
是
れ
枝
葉
な
り
と
信
ず
る
な
ら
ば
、
却か

え

っ
て
別
処

に
往
き
て
参
ぜ
よ
。
妙
喜
、
人
を
瞞
ぜ
ず
、
這
裏
の
隣
峰
に
天
童
和
尚
有
り
、
是
れ
第
一
等
の
宗
師
な
り
。
自
家
行
脚
の
時
、
他
は
已
に
立

僧
し
了
る
。
又
た
出
世
の
高
弟
有
り
て
這
裏
に
在
り
。
你
但
だ
去
き
て
他
に
問
え
。
若
し
総
に
悟
は
是
れ
枝
葉
な
り
と
道い

わ
ば
、
我
れ
敢
て

道
わ
ん
、
他
も
也
た
是
れ
箇
の
瞎
漢
な
り
、
と
。

︿
禅
和
家
、
若
信
決
定
有
妙
悟
、
便
来
這
裏
参
。
若
信
悟
是
枝
葉
、
却
往
別
処
参
。
妙
喜
不
瞞
人
、
這
裏
隣
峰
有
天
童
和
尚
、
是
第
一
等
宗
師
。
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自
家
行
脚
時
、他
已
立
僧
了
。
又
有
出
世
高
弟
在
這
裏
。
你
但
去
問
他
。
若
総
道
悟
是
枝
葉
、我
敢
道
、他
也
是
箇
瞎
漢
。﹀（
宋
版
四
五
丁
左
）

　

大
慧
が
﹁
黙
照
邪
禅
﹂
と
い
う
の
は
、
筆
者
は
宋
版
﹃
宏
智
録
﹄
巻
一
に
所
収
さ
れ
た
﹁
黙
照
銘
﹂
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
﹁
默
照
銘
﹂

の
成
立
は
長
蘆
の
住
持
時
代
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
れ
は
紹
興
元
年
（
一
一
三
一
）
に
公
刊
さ
れ
た
と
予
想
さ
れ
る
﹃
長
蘆
覚
和
尚
語
録
﹄
に
お

い
て
禅
林
に
流
行
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
の
長
蘆
を
退
い
て
、
宏
智
は
、
北
宋
が
滅
ん
で
政
情
不
安
が
増
す
中
で
更
に
南
下
し
、
真
歇
清

了
の
住
持
す
る
補
陀
洛
山
に
向
か
わ
ん
と
し
て
、
途
中
、
天
童
山
十
六
代
に
迎
え
ら
れ
、
建
炎
三
年
十
一
月
二
日
に
受
請
上
堂
を
行
う
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
紹
興
八
年
（
一
一
三
八
）
に
旨
を
被
っ
て
臨
安
府
の
霊
隠
寺
に
一
个
月
間
住
持
を
し
た
が
、
示
寂
の
年
ま
で
三
〇
年
近
く
天
童
山
景
徳

禅
寺
に
住
持
し
て
、
天
童
山
の
復
興
に
生
涯
を
捧
げ
る
の
で
あ
る
。

　

大
慧
の
伝
に
再
び
戻
っ
て
み
よ
う
。
大
慧
は
圜
悟
に
雲
居
真
如
禅
院
に
参
じ
た
翌
年
、
圜
悟
は
故
郷
の
四
川
に
帰
る
時
に
、
政
情
不
安
を
理
由

に
、
大
慧
に
は
大
寺
に
住
し
て
修
行
者
を
指
導
す
る
こ
と
を
し
ば
ら
く
留
ま
る
よ
う
に
伝
え
て
い
た
。
圜
悟
の
願
い
を
守
っ
て
、
大
慧
が
山
奥
深

く
世
情
の
難
を
逃
れ
て
、
江
西
の
雲
門
菴
に
住
持
し
た
。
そ
の
建
炎
四
年
（
一
一
三
〇
）
か
ら
住
持
し
た
時
の
記
録
は
、﹃
大
慧
語
録
﹄
巻
七
と
し

て
四
〇
の
示
衆
が
残
さ
れ
て
い
る
。
大
慧
が
こ
の
地
に
止
ま
る
の
は
、
紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
の
四
六
歳
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
間
に
、
竹
菴
士

珪
（
一
九
八
三
│
一
一
四
六
）
と
共
に
﹁
頌
古
﹂
を
作
り
、
楊
岐
の
宗
旨
を
定
め
た
こ
と
は
、
重
要
な
出
來
事
で
あ
る
。
現
在
、﹃
古
尊
宿
語
録
﹄

巻
四
七
所
収
の
﹃
東
林
和
尚
雲
門
菴
主
頌
古
﹄
が
そ
の
記
録
で
あ
り
、大
慧
の
も
の
だ
け
は
、﹃
大
慧
語
録
﹄
巻
一
〇
の
﹁
頌
古
﹂
と
し
て
収
め
ら
れ
、

そ
の
時
の
も
の
が
、﹁
頌
古
﹂
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
大
慧
の
黙
照
邪
禅
批
判
ま
で
の
曹
洞
宗
と
の
関
わ
り
を
、
郢
州
大
陽
山
で
の
曹
洞
宗
旨
の
学
び
と
宏
智
正
覚
と
の
関
係
で
概
観
し
て
き

た
が
、
こ
れ
ら
を
先
ず
前
提
と
し
て
考
え
て
お
き
た
い
。

二　

大
慧
の
看
話
禅
成
立
過
程
と
『
弁
邪
正
説
』

　

さ
て
、
大
慧
と
看
話
禅
成
立
過
程
で
極
め
て
注
目
す
べ
き
紹
興
四
年
の
福
州
へ
の
旅
に
つ
い
て
問
題
に
し
て
み
よ
う
。

　

江
西
の
地
を
二
月
に
離
れ
た
大
慧
は
、
三
月
に
は
福
州
の
長
楽
の
広
因
寺
に
留
ま
っ
た
。
結
夏
も
ま
た
こ
の
広
因
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年

の
﹃
大
慧
年
譜
﹄
に
も
引
用
さ
れ
る
四
巻
本
﹃
普
説
﹄
巻
二
の
﹁
超
・
明
・
海
三
大
師
請
普
説
﹂
に
次
の
話
が
あ
る
。
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今
日
三
人
の
尼
大
師
、
普
説
を
請
う
。
所
以
に
些
の
家
裏
の
事
を
説
く
。
這
箇
の
道
理
は
男
に
在
ら
ず
、
女
に
在
ら
ず
、
貴
に
在
ら
ず
、
賤

に
在
ら
ず
。
莫ま

さ教
か
一
打
発
し
て
便
ち
仏
と
斉
肩
な
る
こ
と
は
な
か
ら
ん
。
箇
の
尼
長
老
有
り
、定
光
大
師
と
号
す
。
往
年
也
た
雪
峰
に
在
り
、

諸
処
に
参
禅
す
。
我
が
広
因
に
在
る
を
聞き得
き
て
、
遂か
く

て
夏げ

を
破
り
て
走に

げ
将も

ち
来
た
り
て
掛か

た搭
を
求
む
。
山
僧
、
他
に
問
う
て
道
く
、﹁
我

れ
自も

と
よ是
り
客
な
り
、
長
老
に
問
取
し
去
れ
﹂。
長
老
遂
て
之
れ
を
諾
す
。
其
の
時
、
爐ろ
は
い鞴
熱
す
。
只
だ
七
十
来
僧
な
る
の
み
と
雖
も
、
一
日
に

両
遍
入
室
す
。
定
光
は
他
を
し
て
不
是
心
不
是
仏
不
是
物
を
看
せ
し
む
。
時
に
光
蔵
主
入
室
す
。
他
は
外
面
に
在
り
て
聴
得
し
、
箇
の
歓
喜

の
処
有
り
。
忽
ち
一
日
云
く
、﹁
妙
道
、
適た

ま

た
ま
和
尚
の
光
蔵
主
の
与た
め

に
、
不
是
心
不
是
仏
不
是
物
を
挙
す
る
を
聞
き
て
、
已
に
理
会
得
す
﹂。

当た
だ
ち時
に
便
ち
他
に
問
う
、﹁
不
是
心
不
是
仏
不
是
物
、
你
如
何
が
会
す
や
﹂。
答
え
て
、﹁
妙
道
只
だ
恁
麼
に
会
す
﹂
と
云
う
、
道
声
未
だ
了お
わ

ら

ざ
る
に
、
山
僧
云
く
、﹁
㋕か

。
箇
の
只
だ
恁
麼
に
会
す
る
を
多
く
し
了
れ
り
﹂。
他
方は

じ始
め
て
瞥
地
た
り
。
信ま
こ
とに
知
り
ぬ
、
参
禅
は
須
ら
く
悟

を
要
し
、
真
に
是
れ
臈
月
三
十
日
に
涅
槃
堂
裏
に
得
力
し
て
始
め
て
得よ

か
る
べ
き
こ
と
を
。

︿
今
日
三
人
尼
大
師
請
普
説
。所
以
説
些
家
裏
事
。這
箇
道
理
不
在
男
、不
在
女
、不
在
貴
、不
在
賤
。莫
教
一
打
発
、便
与
仏
斉
肩
。有
箇
尼
長
老
、

号
定
光
大
師
。
往
年
也
在
雪
峰
、
諸
処
参
禅
。
聞
得
我
在
広
因
、
遂
破
夏
走
将
来
求
掛
搭
。
山
僧
問
他
道
、
我
自
是
客
、
問
取
長
老
去
。
長

老
遂
諾
之
。
其
時
爐
鞴
熱
。
雖
只
七
十
来
僧
、一
日
両
遍
入
室
。
定
光
者
教
他
看
不
是
心
不
是
仏
不
是
物
。
時
光
蔵
主
入
室
。
他
在
外
面
聴
得
、

有
箇
歓
喜
処
。
忽
一
日
云
、
妙
道
適
聞
和
尚
与
光
蔵
主
、
挙
不
是
心
不
是
仏
不
是
物
、
已
理
会
得
。
当
時
便
問
他
、
不
是
心
不
是
仏
不
是
物
、

你
如
何
会
。
答
云
、妙
道
只
恁
麼
会
、道
声
未
了
、山
僧
云
、㋕
。
多
了
箇
只
恁
麼
会
。
他
方
始
瞥
地
。
信
知
参
禅
須
要
悟
、真
是
臈
月
三
十
日
、

涅
槃
堂
裏
得
力
始
得
。﹀（
宋
版
六
四
丁
右
左
）

　

大
慧
の
最
初
の
嗣
法
の
門
人
定
光
大
師
妙
道
の
誕
生
で
あ
る
。ま
た
大
慧
禅
の
特
色
で
あ
る
女
性
の
門
人
で
あ
る
。定
光
大
師
妙
道
に
与
え
た﹁
法

語
﹂（﹃
大
慧
語
録
﹄
巻
二
四
所
収
、﹃
禅
語
録
﹄
所
収
、
二
三
〇
頁
以
下
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
）
は
三
四
番
目
に
存
在
す
る
。
問
題
は
妙

道
が
大
慧
に
参
ず
る
以
前
に
い
た
雪
峰
山
で
あ
る
。
四
巻
本
﹃
普
説
﹄
巻
三
の
﹁
方
敷
文
請
普
説
﹂
に
も
﹁
定
光
大
師
の
如
き
は
、
往
年
、
歇
長

老
の
処
に
在
り
て
、
也
た
悟
有
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
﹂（
宋
版
七
丁
左
）
と
あ
る
よ
う
に
、
時
の
住
持
は
真
歇
清
了
で
あ
る
。
真
歇
は
先
述
し
た
長
蘆

を
宣
和
五
年
に
開
堂
し
、
建
炎
二
年
六
月
に
退
き
、
八
月
に
は
補
陀
洛
迦
山
の
律
寺
を
禅
寺
に
改
め
て
住
持
し
た
。
先
に
言
う
よ
う
に
、
宏
智
は

建
炎
三
年
に
長
蘆
を
退
き
、
こ
の
補
陀
洛
迦
山
の
真
歇
を
た
ず
ね
よ
う
と
し
て
、
途
中
、
天
童
山
に
住
持
さ
せ
ら
れ
、
以
来
、
示
寂
ま
で
お
よ
そ

三
〇
年
間
、
天
童
山
で
活
躍
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
の
真
歇
は
補
陀
洛
迦
山
を
建
炎
四
年
（
一
一
三
〇
）
に
退
く
と
、
天
童
山
で
宏
智
と
夏
安
居
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を
共
に
す
る
。
解
夏
の
後
に
、
雁
蕩
山
、
天
封
寺
を
経
て
、
十
一
月
に
福
州
の
雪
峰
山
崇
聖
寺
の
第
一
六
代
の
住
持
と
な
る
の
で
あ
る
。
真
歇
は
、

阿
育
王
寺
に
紹
興
六
年
に
住
す
る
ま
で
、
四
三
歳
よ
り
四
九
歳
ま
で
の
間
、
こ
の
雪
峰
山
に
住
持
し
、
最
も
活
躍
し
て
い
た
時
期
と
言
っ
て
よ
い

の
で
あ
る
。
大
慧
が
福
州
に
入
る
以
前
は
こ
の
福
州
に
は
確
実
に
真
歇
の
指
導
が
根
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
妙
道
も
ま
た
そ
の
影
響
を
受
け
た

一
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
慧
が
雪
峰
山
の
真
歇
清
了
を
尋
ね
た
こ
と
は
好
く
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、﹃
大
慧
語
録
﹄
巻
一
三
に
﹁
師
到
雪
峰
値
建
菩
提

会
請
普
説
﹂
と
し
て
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
﹁
菩
提
会
﹂
に
つ
い
て
、﹃
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
﹄
の
中
で
、
紹
興
四
年
の
十
二
月
八
日

と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
江
西
省
か
ら
福
建
省
の
雪
峰
山
へ
の
陸
路
を
考
え
る
と
間
違
い
で
は
な
い
か
と
気
に
か
か
っ
て
い
た
。

確
か
に
﹃
大
慧
年
譜
﹄
に
は
、﹁
三
月
に
長
楽
に
至
り
、
広
因
寺
に
館
す
。
因
み
に
雪
峰
に
遊
ぶ
に
、
適た

ま

た
ま
菩
提
会
を
建
つ
。
真
歇
了
禅
師
、
請

う
て
衆
が
為
に
普
説
せ
し
む
。
其
の
略
に
云
く
⋮
⋮
﹂
と
あ
り
、
普
説
の
一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
結
夏
前
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
菩

提
会
の
具
体
的
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
黙
照
邪
禅
批
判
の
前
の
出
来
事
と
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
既
に
取
り

上
げ
た
箇
所
で
あ
る
が
、
改
め
て
そ
の
普
説
の
一
端
を
み
て
み
よ
う
。

早あ

さ来
、真
歇
挙
す
、世
尊
、舍
衛
大
城
に
入
り
て
乞
食
し
て
飯
食
し
訖お
わ

り
て
、衣
鉢
を
収
め
、足
を
洗
い
已お

え
て
、座
を
敷
き
て
坐
す
。
須
菩
提
、

衆
よ
り
出
で
て
作
礼
し
て
曰
く
、﹁
希
有
な
り
、
世
尊
﹂
と
。
真
歇
云
く
、﹁
釈
迦
老
子
幸も

と
も
と自
可
憐
生
な
る
に
、
須
菩
提
出
で
来
た
り
て
箇
の

希
有
な
り
と
道い

わ
れ
て
、
当
下
に
氷
銷
瓦
解
す
﹂。
好
し
大
衆
、
釈
迦
老
子
未
だ
曾
て
一
字
も
説
か
ざ
る
に
、
須
菩
提
、
箇
の
甚
麼
を
見
て
、

便
ち
希
有
な
り
と
道
う
や
。
諸
人
会
せ
ん
と
要
す
や
。
但
だ
真
歇
の
氷
銷
瓦
解
の
処
に
向お

い
て
看
よ
。
忽も然
し
看
得
破
せ
ば
、
一
生
の
参
学

の
事
畢お

わ

る
。
只
だ
真
歇
の
如
き
は
、
尋
常
、
学
者
の
、
多
く
目
前
の
鑑
覚
を
認
め
、
知
見
を
求
め
、
解
会
を
覓も
と

め
て
、
歇や

む
時
有
る
こ
と
無

き
を
見
て
、
已や

む
を
得
ず
、
人
を
し
て
劫
外
に
承
当
せ
し
む
。
実
に
拠
り
て
論
ぜ
ば
、
這
の
一
句
は
已
に
是
れ
多
く
し
了
り
、
此
れ
は
是
れ

一
期
の
方
便
な
り
。
月
を
指
し
て
人
に
示
す
が
如
く
、
当ま

さ須
に
月
を
看
る
べ
し
、
指
頭
を
認
む
る
こ
と
莫
か
れ
。
如
今
の
人
の
理
会
し
得
ず

し
て
、
実
に
恁
麼
の
事
有
る
と
将か

ん
ち
が
い謂す
。
祖
師
の
所い
わ
ゆ謂
る
錯あ
や
まり
認
め
て
何
ぞ
曾
て
方
便
を
解
せ
ん
と
。
既
に
方
便
の
語
を
識
ら
ず
、
便
ち
燃

燈
仏
の
肚
裏
に
座
し
、
黒
山
下
鬼
窟
裏
に
不
動
に
坐
し
得
て
、
骨こ

つ
で
ん臀
に
胝た
こ

を
生
じ
、
口
裏
の
水
漉
漉
地
な
る
も
、
肚
裏
依
前
と
し
て
黒
漫
漫

地
な
り
、
驢
年
に
夢
に
も
見
ん
や
。﹀

︿
早
来
真
歇
挙
、
世
尊
入
舍
衛
大
城
乞
食
飯
食
訖
、
収
衣
鉢
、
洗
足
已
、
敷
座
而
坐
。
須
菩
提
出
衆
作
礼
曰
、
希
有
世
尊
。
真
歇
云
、
釈
迦
老
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子
幸
自
可
憐
生
、
被
須
菩
提
出
来
道
箇
希
有
、
当
下
氷
銷
瓦
解
。
好
大
衆
、
釈
迦
老
子
未
曾
説
一
字
、
須
菩
提
見
箇
甚
麼
、
便
道
希
有
。
諸

人
要
会
麼
。
但
向
真
歇
氷
銷
瓦
解
処
看
。
忽
然
看
得
破
、
一
生
参
学
事
畢
。
只
如
真
歇
、
尋
常
見
学
者
、
多
認
目
前
鑑
覚
、
求
知
見
覓
解
会
、

無
有
歇
時
、
不
得
已
、
教
人
向
劫
外
承
当
。
拠
実
而
論
、
這
一
句
已
是
多
了
、
此
是
一
期
方
便
。
如
指
月
示
人
、
当
須
看
月
、
莫
認
指
頭
。

如
今
人
理
会
不
得
、将
謂
実
有
恁
麼
事
。
祖
師
所
謂
錯
認
何
曾
解
方
便
。
既
不
識
方
便
語
、便
向
燃
燈
仏
肚
裏
座
、黒
山
下
鬼
窟
裏
不
動
坐
得
、

骨
臀
生
胝
、
口
裏
水
漉
漉
地
、
肚
裏
依
前
黒
漫
漫
地
、
驢
年
夢
見
麼
。﹀（
大
正
蔵
巻
四
七
│
八
六
四
ａ
ｂ
）

　

既
に
激
し
い
黙
照
邪
禅
批
判
の
前
お
い
て
も
、
真
歇
清
了
の
指
導
が
﹁
只
だ
真
歇
の
如
き
は
、
尋
常
、
学
者
の
、
多
く
目
前
の
鑑
覚
を
認
め
、

知
見
を
求
め
、
解
会
を
覓も

と

め
て
、
歇や

む
時
有
る
こ
と
無
き
を
見
て
、
已や

む
を
得
ず
、
人
を
し
て
劫
外
に
承
当
せ
し
む
﹂
の
語
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

大
慧
の
い
う
黙
照
邪
禅
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、﹃
大
慧
書
﹄
冒
頭
の
一
連
の
こ
の
紹
興
四
年
以
降
の
﹁
答
曾
侍
郎
︿
天
游
﹀﹂

の
黙
照
邪
禅
批
判
で
有
名
な
箇
所
で
あ
る
﹃
大
慧
語
録
﹄
巻
二
五
と
比
べ
る
と
真
歇
清
了
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
が
よ
り
一
層
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

前
来
説
く
所
の
瞎
眼
の
漢
は
、
錯
り
て
人
に
指
示
し
て
、
皆
な
是
れ
魚
目
を
認
め
て
明
殊
と
作
し
、
名
を
守
り
て
解
を
生
ず
る
者
な
り
。
人

を
し
て
管
帯
せ
し
め
る
は
、
此
れ
は
是
れ
目
前
の
鑑
覚
を
認
め
て
解
を
生
ず
る
者
な
り
。
人
を
し
て
硬
く
休
し
去
り
歇
し
去
ら
し
む
る
は
、

此
れ
は
是
れ
忘
懐
空
寂
を
守
り
て
解
を
生
ず
る
者
な
り
。
歇
し
て
無
覚
無
知
に
到
る
は
、
土
木
瓦
石
の
如
く
に
相
い
似
て
、
恁
麼
の
時
に
当

り
て
、
冥
然
無
知
な
る
に
不あ

ら
ず是
し
て
、
又
た
是
れ
錯
り
て
方
便
の
縛
語
を
解と

く
を
認
め
て
解
を
生
ず
る
者
な
り
。
人
を
し
て
縁
に
随
い
て
照

顧
せ
し
む
る
は
、
莫ま

さ教
か
悪
覚
の
現
前
す
る
な
か
ら
ん
、
這
箇
は
又
た
是
れ
髑
髏
の
情
識
を
認
著
し
て
解
を
生
ず
る
者
な
り
。
人
を
し
て
但

だ
放
曠
し
て
其
の
自
在
に
任ま

か

さ
し
め
る
は
、
心
を
生
じ
念
を
動
か
す
を
管
す
る
こ
と
莫
く
、
念
起
こ
り
念
滅
す
る
も
、
本
よ
り
実
体
無
く
、

若
し
執
し
て
実
と
為
さ
ば
、
則
ち
生
死
の
心
生
ぜ
ん
、
這
箇
も
又
た
是
れ
自
然
の
体
を
守
り
、
究
竟
の
法
と
為
し
て
解
を
生
ず
る
者
な
り
。

上
の
如
き
諸
病
は
、
学
道
の
人
の
事
に
干か

か
わる
に
非
ず
。
皆
な
瞎
眼
の
宗
師
に
由
り
て
錯
り
て
指
示
す
る
の
み
な
り
。

︿
前
来
所
説
瞎
眼
漢
、
錯
指
示
人
、
皆
是
認
魚
目
作
明
殊
、
守
名
而
生
解
者
。
教
人
管
帯
、
此
是
守
目
前
鑑
覚
而
生
解
者
。
教
人
硬
休
去
歇
去
、

此
是
守
忘
懐
空
寂
而
生
解
者
。
歇
到
無
覚
無
知
、
如
土
木
瓦
石
相
似
、
当
恁
麼
時
、
不
是
冥
然
無
知
、
又
是
錯
認
方
便
解
縛
語
而
生
解
者
。

教
人
随
縁
照
顧
、
莫
教
悪
覚
現
前
、
這
箇
又
是
認
著
髑
髏
情
識
而
生
解
者
。
教
人
但
放
曠
任
其
自
在
、
莫
管
生
心
動
念
、
念
起
念
滅
、
本
無

実
体
、
若
執
為
実
、
則
生
死
心
生
矣
、
這
箇
又
是
守
自
然
体
、
為
究
竟
法
而
生
解
者
。
如
上
諸
病
、
非
干
学
道
人
事
。
皆
由
瞎
眼
宗
師
錯
指

示
耳
。﹀（
大
正
蔵
巻
四
七
│
九
一
八
ｂ
）
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つ
ま
り
、
四
巻
本
﹃
普
説
﹄
巻
四
に
付
さ
れ
た
﹁
示
王
通
判
（
大
任
）﹂
の
﹁
法
語
﹂
に
見
ら
れ
る
二
種
の
禅
病
に
默
照
禅
を
位
置
づ
け
て
い
る

の
で
あ
る
。

士
大
夫
の
学
道
は
二
種
の
歧
路
を
出
で
ず
。
一
に
曰
く
、
忘
懐
、
一
に
曰
く
、
著
意
な
り
。
所い

わ
ゆ謂
る
著
意
と
は
、、
杜
撰
の
長
老
、
喚
ん
で
管

帯
と
作
す
は
是
れ
な
り
。
忘
懐
と
は
、
杜
撰
の
長
老
、
喚
ん
で
黙
照
と
作
す
は
是
れ
な
り
。
管
帯
と
黙
照
の
二
種
の
病
除
か
ざ
れ
ば
、
則
ち

生
死
の
所
を
出
づ
る
こ
と
能
わ
ず
。

︿
士
大
夫
学
道
不
出
二
種
歧
路
。
一
曰
忘
懐
、
一
曰
著
意
。
所
謂
著
意
者
、
杜
撰
長
老
喚
作
管
帯
是
也
。
忘
懐
者
、
杜
撰
長
老
喚
作
黙
照
是
也
。

管
帯
黙
照
二
種
病
不
除
、
則
不
能
出
生
死
所
。﹀（
宋
版
六
四
丁
左
）

　

こ
の
二
種
の
禅
病
と
默
照
禅
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
か
つ
て
﹁
大
慧
宗
杲
と
そ
の
弟
子
た
ち
（
五
）
│
著
意
と
忘
懐
と
い
う
語
を

め
ぐ
っ
て
│
﹂（﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
二
二
巻
第
一
号
、
一
九
七
三
年
）
で
問
題
に
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、﹃
大
慧
語
録
﹄
巻
一
七
の
﹁
錢
計

議
請
普
説
﹂
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

今
時
但
だ
禅
和
子
の
み
に
あ
ら
ず
、
便
ち
是
れ
士
大
夫
聡
明
霊
利
に
し
て
群
書
を
博
極
す
る
底
の
人
に
も
、
箇
箇
に
両
般
の
病
有
り
。
若
し

著
意
せ
ざ
れ
ば
、
便
ち
是
れ
忘
懐
せ
り
。
忘
懐
す
れ
ば
則
ち
黒
山
下
鬼
窟
裏
に
堕だ在
す
、
教
中
に
之
れ
を
昏
沈
と
謂
う
。
著
意
す
れ
ば
則
ち

心
識
紛
飛
し
て
、
一
念
、
一
念
を
続つ

ぎ
、
前
念
未
だ
止
ま
ざ
る
に
、
後
念
相
い
続
ぐ
。
教
中
に
之
れ
を
掉じ
ょ
う
こ挙
と
謂
う
。

︿
今
時
不
但
禅
和
子
、
便
是
士
大
夫
聡
明
霊
利
博
極
群
書
底
人
、
箇
箇
有
両
般
病
。
若
不
著
意
、
便
是
忘
懐
。
忘
懐
則
堕
在
黒
山
下
鬼
窟
裏
、

教
中
謂
之
昏
沈
。
著
意
則
心
識
紛
飛
、
一
念
続
一
念
、
前
念
未
止
、
後
念
相
続
。
教
中
謂
之
掉
挙
。﹀（
大
正
蔵
巻
四
七
│
八
八
四
ｃ
）

　

二
種
の
禅
病
を
﹁
昏
沈
﹂﹁
忘
懐
﹂
と
﹁
著
意
﹂﹁
掉
挙
﹂
の
二
系
統
に
分
け
、前
者
を
默
照
禅
と
し
、こ
の
普
説
の
続
き
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、

真
歇
清
了
の
指
導
に
当
て
は
め
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
真
歇
清
了
の
資
料
は
、
筆
者
の
﹁
大
慧
宗
杲
と
そ
の
弟
子
た
ち
（
八
）
│
真
歇
清
了
と
の

関
係
を
め
ぐ
っ
て
│
﹂（﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
研
究
﹄
第
二
五
巻
第
一
号
、
一
九
七
六
年
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、﹃
一
掌
録
﹄
が
存
在
し
た
が
現
存

し
な
い
。
だ
が
、
紹
興
四
年
二
月
成
立
の
李
綱
（
一
〇
八
三
│
一
一
四
〇
）
撰
﹁
雪
峰
真
歇
了
禅
師
一
掌
録
序
﹂（﹃
梁
谿
全
集
﹄
巻
一
三
七
所
収
）

が
知
ら
れ
、﹃
続
開
古
尊
宿
語
要
﹄
巻
二
所
収
の
﹁
真
歇
了
禅
師
語
﹂
が
そ
の
一
部
に
相
当
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
紹
興
三
年
六
月
成
立

の
張
守
（
一
〇
八
四
│
一
一
四
五
）
撰
﹁
大
陽
明
安
禅
師
古
録
序
﹂（﹃
毘
陵
集
巻
一
〇
所
収
﹄）
に
よ
れ
ば
、真
歇
清
了
が
示
し
た
大
陽
警
玄
（
九
四
三

│
一
〇
二
七
）
の
古
録
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



四
九

大
慧
宗
杲
の
看
話
禅
の
成
立
に
つ
い
て
（
石
井
）

　

こ
う
し
て
大
慧
は
真
歇
清
了
の
指
導
を
認
め
ず
に
、
紹
興
四
年
の
夏
安
居
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
、
林
遵
善
（
字
適
可
）
が
閩
県
の

南
の
洋
嶼
に
創
建
し
た
雲
門
菴
に
招
か
れ
る
の
で
あ
る
。﹃
大
慧
語
録
﹄
巻
八
の
四
〇
の
示
衆
の
内
の
七
番
目
の
示
衆
が
入
菴
の
記
録
で
あ
る
。
当

時
の
こ
と
を
﹃
年
譜
﹄
の
紹
興
四
年
の
条
に
次
の
よ
う
に
示
す
。

（
Ａ
）　

林
適
可
司
法
、菴
を
洋
嶼
に
剏は

じ

む
。
師
を
延ひ

き
て
之
れ
に
居
せ
し
む
。
時
に
宗
徒
、妙
悟
を
撥
置
し
、学
者
を
し
て
寂
黙
に
困
ぜ
し
む
。

因
り
て
弁
正
邪
説
を
著
し
て
之
れ
を
攻
め
、
以
て
一
時
の
弊
を
救
う
。︿
適
可
司
法
、
剏
菴
於
洋
嶼
。
延
師
居
之
。
時
宗
徒
撥
置
妙
悟
、
使
学

者
困
於
寂
黙
。
因
著
弁
正
邪
説
而
攻
之
、
以
救
一
時
之
弊
﹀。

（
Ｂ
）　

菴
に
居
す
る
は
纔
か
に
五
十
三
人
、
未
だ
十
五
日
な
ら
ざ
る
に
、
得
法
の
者
十
三
輩
な
り
。︿
菴
居
纔
五
十
三
人
、
未
五十

五
カ十
日
、
得
法

者
十
三
輩
﹀。

　

こ
こ
に
﹃
年
譜
﹄
の
（
Ｂ
）
の
﹁
未
五
十
日
﹂
を
、
従
来
よ
り
﹁
未
十
五
日
﹂
に
改
め
た
理
由
は
、
看
話
禅
成
立
を
考
え
る
の
に
、
重
要
と
思

わ
れ
る
の
で
、﹃
年
譜
﹄
の
基
づ
い
た
資
料
に
溯
っ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
四
巻
本
﹃
普
説
﹄
巻
三
の
﹁
方
敷
文
請
普
説
﹂
に
、
先
に
紹
介
し
た
定

光
大
師
妙
道
の
大
悟
の
経
過
を
述
べ
た
後
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
か
ら
改
め
た
の
で
あ
る
。

後
来
、
洋
嶼
庵
に
住
し
、
三
月
初
五
よ
り
三
月
二
十
一
に
至
る
に
、
十
三
人
を
連
打
発
す
。
又
た
箇
の
八
十
四
歲
の
老
和
尚
を
接
得
す
。
喚

ん
で
大
悲
長
老
と
作
す
。
他
に
問
う
、﹁
万
法
と
侶と

も

為た

ら
ざ
る
者
、
是
れ
甚
麼
人
ぞ
や
﹂。
云
く
、﹁
喚
び
て
起た

た
ず
﹂。
又
た
問
う
、﹁
喚
び
て

起
た
ざ
る
者
、
是
れ
甚
麼
人
ぞ
や
。
速す

み
やか
に
道い

え
、
速
か
に
道
え
﹂。
他
豁
然
と
し
て
省
し
、
背
を
浹と
お

り
て
汗
流
る
。
元
初
尽
く
是
れ
悟
を
信

ぜ
ざ
る
底も

の

に
し
て
、
忽
然
と
し
て
一
時
に
悟
る
。
山
僧
此こ
れ

よ
り
話
頭
方は
じ

め
て
行
い
、
每
に
人
の
与た
め

に
説
く
。
禅
和
家
、
若
し
実
に
你
の
処
に

在お
い

て
所
得
有
れ
ば
、
便
ち
是
れ
碓
搗
磨
磨
に
も
、
他
終
に
你
に
辜
負
せ
ず
。
箇
の
士
大
夫
の
説
く
こ
と
有
り
、﹁
妙
喜
、
子
を
養
う
こ
と
生
冤

家
の
如
し
﹂と
。
誠
な
る
哉
、是
の
言
。
你
若
し
未
だ
箇
の
入
処
有
ら
ざ
れ
ば
、我
れ
儘た

と

い
你
に
饒
得
す
る
も
、莫ま

さ教
か
一
知
半
解
も
有
る
ま
い
、

乃
ち
是
れ
禍
の
来
る
な
り
。

︿
後
来
住
洋
嶼
庵
、従
三
月
初
五
、至
三
月
二
十
一
、連
打
発
十
三
人
。又
接
得
箇
八
十
四
歲
老
和
尚
。喚
作
大
悲
長
老
。問
他
、不
与
万
法
為
侶
者
、

是
甚
麼
人
。
云
、
喚
不
起
。
又
問
、
喚
不
起
者
、
是
甚
麼
人
。
速
道
速
道
。
他
豁
然
省
、
浹
背
汗
流
。
元
初
尽
是
不
信
悟
底
、
忽
然
一
時
悟
。

山
僧
従
此
話
頭
方
行
、
每
与
人
説
。
禅
和
家
、
若
実
在
你
処
有
所
得
、
便
是
碓
搗
磨
磨
、
他
終
不
辜
負
你
。
有
箇
士
大
夫
説
、
妙
喜
養
子
如

生
冤
家
。
誠
哉
是
言
。
你
若
未
有
箇
入
処
、
我
儘
饒
得
你
、
莫
教
有
一
知
半
解
、
乃
是
禍
来
也
﹀。（
宋
版
八
丁
左
～
九
丁
右
）



五
〇

大
慧
宗
杲
の
看
話
禅
の
成
立
に
つ
い
て
（
石
井
）

　

こ
こ
に
﹁
山
僧
此こ
れ

よ
り
話
頭
方は
じ

め
て
行
い
、
每
に
人
の
与た
め

に
説
く
﹂
と
い
う
大
慧
に
よ
る
看
話
禅
成
立
の
開
教
宣
言
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、（
Ａ
）
の
﹃
弁
正
邪
説
﹄
は
、
筆
者
は
﹃
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
﹄
の
段
階
で
は
不
明
と
し
て
い
た
が
、
廣
田
宗
玄
氏
が
﹁
大
慧
宗
杲
の
﹁
辨

邪
正
説
﹂
に
つ
い
て
﹂（﹃
禅
学
研
究
﹄
第
七
号
、二
〇
〇
〇
年
）
及
び
﹁
大
慧
宗
杲
の
邪
禅
批
判
の
諸
相
│
﹁
辨
邪
正
説
﹂
の
檢
討
を
通
し
て
﹂（﹃
禅

文
化
研
究
所
紀
要
﹄
第
二
七
号
、
二
〇
〇
四
年
）
で
、
大
慧
の
﹃
正
法
眼
蔵
﹄
の
末
尾
の
﹁
示
衆
﹂
が
そ
れ
に
相
当
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ

の
成
果
を
承
け
て
、
唐
代
語
録
研
究
班
編
﹁﹃
正
法
眼
蔵
﹄
巻
三
下
末
示
衆
訳
注
﹂（
同
紀
要
、
こ
こ
で
は
訳
注
本
と
略
す
）
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
論
文
は
詳
細
に
内
容
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
そ
れ
を
承
け
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
冒
頭
の
と
こ
ろ
で
、
多
く

の
邪
禅
に
対
す
る
大
慧
の
﹁
自
悟
自
証
﹂
の
立
場
が
示
さ
れ
る
。

善
知
識
、
実
悟
実
証
す
る
も
大
法
明
ら
め
ず
ん
ば
、
為
人
す
る
時
、
未
だ
自
悟
自
証
の
処
を
以
て
人
に
指
似
し
て
、
人
の
眼
を
瞎
却
す
る
こ

と
を
免
れ
ず
。
況
ん
や
悟
証
無
き
学
語
の
流
、
人
の
眼
を
瞎
す
る
こ
と
、
言
う
を
在も

ち

い
ず
。

︿
善
知
識
、
実
悟
実
証
而
大
法
不
明
、
為
人
時
、
未
免
以
自
悟
自
証
処
指
似
人
、
瞎
却
人
眼
。
況
無
悟
証
学
語
之
流
、
瞎
人
眼
不
在
言
也
。﹀（
訳

注
本
五
頁
）

続
い
て
、
中
で
も
、
全
体
的
に
み
て
、
黙
照
邪
禅
が
最
大
の
批
判
の
的
と
な
る
。

你
ら
諸
人
、
決か

な
らず
此こ箇
の
門
風
を
紹
継
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
直
に
須
く
心
境
一
如
に
し
て
、
方は
じ

め
て
少
分
の
相
応
有
ら
ん
。
你
、
我
れ
恁
麼
の

事
を
説
く
を
見
て
、
便
ち
目
を
閉
じ
睛
を
蔵か

く

し
て
、
死
せ
る
模
様
を
做
し
、
硬
く
心
を
差
排
し
て
境
と
一
如
な
ら
ん
と
す
る
莫
れ
。
遮
箇
は

儘た
と

い
你
に
伎
倆
あ
れ
ど
も
、
如
何
が
差
排
せ
ん
。
你
、
真ま
こ
と箇
の
心
境
一
如
を
得
ん
と
要ほ
つ

す
や
。
直
に
須
く
砕
地
に
折
き
、
剥
地
に
断
つ
べ
し
。

髑
髏
裏
に
妄
想
を
作
す
底
を
拈
却
し
、
第
八
識
と
将と

も

に
断
ず
る
こ
と
一
刀
せ
ば
、
自
然
に
差
排
を
着も
ち

い
ず
。

︿
你
諸
人
、
決
欲
紹
継
此
箇
門
風
、
直
須
心
境
一
如
、
方
有
少
分
相
応
。
你
莫
見
我
説
恁
麼
事
、
便
閉
目
蔵
睛
、
做
死
模
様
、
硬
差
排
心
与
境

一
如
。
遮
箇
儘
你
伎
倆
、
如
何
差
排
。
你
要
得
真
箇
心
境
一
如
麼
。
直
須
砕
地
折
、
剥
地
断
。
拈
却
髑
髏
裏
作
妄
想
底
、
将
第
八
識
断
一
刀
、

自
然
不
着
差
排
。﹀（
同
七
頁
）

　

こ
う
し
て
大
慧
が
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、曹
洞
宗
旨
と
し
て
学
ん
だ
偏
正
五
位
、更
に
功
勳
五
位
を
紹
介
し
た
後
に
次
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。

此
の
如
き
の
説
、
皆
な
趣
向
承
奉
し
て
、
日
用
四
威
儀
の
內
に
お
い
て
成
就
し
て
、
世
出
世
間
に
周
旋
な
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
之
を
功
勳
の

五
位
と
謂
う
。
你
道
え
、
他
の
古
人
（
洞
山
良
价
）
の
意
、
果
し
て
是
の
如
く
な
る
か
を
。
若
し
只
だ
此
の
如
く
ん
ば
、
甚な

ん

の
奇
特
有
ら
ん
。



五
一

大
慧
宗
杲
の
看
話
禅
の
成
立
に
つ
い
て
（
石
井
）

只
だ
是
れ
口
伝
心
授
底の

葛
藤
な
る
の
み
。
既
に
是
の
如
く
な
ら
ざ
れ
ば
、
且
ら
く
古
人
の
意
は
、
畢
竟
作い

か

ん
麼
生
。
妙
喜
、
你
が
為
に
箇
の
注

脚
を
下
し
、
也
た
諸
方
の
撿
点
を
要
す
。
見
ず
や
、
汾
陽
の
道
く
、﹁
面
目
見
在
、
揀
取
す
る
に
一
任
す
﹂。
故
に
浄
名
に
云
く
、﹁
但
だ
其
の

病
を
除
い
て
法
を
除
か
ず
﹂。
又
た
首
楞
厳
に
云
く
、﹁
汝
縁
心
を
以
て
法
を
聴
く
。
此
の
法
も
亦
た
縁
な
り
﹂。
古
人
の
一
言
半
句
、
是
れ
慈

を
垂
る
と
雖
も
、
皆
な
未
だ
屙
せ
ざ
る
已
前
に
在
っ
て
著
到
す
。
三
玄
三
要
、
四
種
の
料
揀
、
十
智
同
真
の
如
き
は
、
亦
た
是
れ
遮
箇
の
道

理
な
り
。
妙
喜
恁
麼
に
説
く
は
、
諸
方
を
貶
剝
す
る
に
不あ

ら
ず是
。
且
ら
く
箇こ

こ中
の
人
の
、
緇
素
を
弁
明
す
る
を
要
す
る
の
み
。

︿
如
此
之
説
、
皆
趣
向
承
奉
、
於
日
用
四
威
儀
內
成
就
、
世
出
世
間
無
不
周
旋
。
謂
之
功
勳
五
位
。
你
道
、
他
古
人
意
、
果
如
是
乎
。
若
只
如
此
、

有
甚
奇
特
。
只
是
口
伝
心
授
底
葛
藤
。
既
不
如
是
、
且
古
人
意
、
畢
竟
作
麼
生
。
妙
喜
、
為
你
下
箇
注
脚
、
也
要
諸
方
撿
点
。
不
見
汾
陽
道
、

面
目
見
在
、
一
任
揀
取
。
故
浄
名
云
、
但
除
其
病
而
不
除
法
。
又
首
楞
厳
云
、
汝
以
縁
心
聴
法
、
此
法
亦
縁
。
古
人
一
言
半
句
、
雖
是
垂
慈
、

皆
在
未
屙
已
前
著
到
。
如
三
玄
三
要
、
四
種
料
揀
、
十
智
同
真
、
亦
是
遮
箇
道
理
。
妙
喜
恁
麼
説
、
不
是
貶
剝
諸
方
。
且
要
箇
中
人
弁
明
緇

素
而
已
。﹀（
同
八
六
～
九
二
頁
）

　
﹁
緇
素
（
邪
正
）﹂
を
﹁
弁
明
﹂
す
る
本
書
の
中
心
に
﹁
自
悟
自
証
﹂
の
強
調
が
あ
り
、
そ
の
批
判
対
象
に
大
慧
が
か
つ
で
大
陽
山
や
泐
潭
で
学

ん
だ
曹
洞
宗
の
偏
正
五
位
・
功
勳
五
位
の
﹁
口
伝
心
授
の
葛
藤
﹂
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
こ
そ
が
黙
照
禅
批
判
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、（
Ｂ
）
の
指
導
方
法
は
、
既
に
定
光
大
師
妙
道
や
大
悲
長
老
の
大
悟
へ
の
導
き
の
中
に
見
ら
れ
た
看
話
禅
で
あ
る
が
、
ま
だ
、
無
字
を

特
に
強
調
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
公
案
を
使
用
し
て
学
人
を
指
導
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
慧
の

場
合
、
黙
照
邪
禅
の
攻
撃
を
通
し
て
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。（
Ｂ
）
は
そ
の
効
果
を
語
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
指
導

方
法
に
大
き
な
自
信
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
大
慧
は
そ
の
後
に
何
と
言
っ
た
か
。

山
僧
、
此
れ
よ
り
話
頭
方は

じ

め
て
行
い
、
毎
に
人
の
与た
め

に
説
く
。（
前
掲
書
八
丁
左
）

　

大
慧
の
看
話
禅
成
立
の
宣
言
は
こ
う
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
慧
の
黙
照
禅
攻
撃
の
時
期
と
場
所
と
相
手
は
、
紹
興
四
年
、

福
州
で
、
真
歇
清
了
の
集
団
に
な
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
看
話
禅
の
成
立
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

紹
興
五
年
に
な
っ
て
、
洋
嶼
菴
か
ら
、
蔡
樞
（
字
は
子
応
、
？
│
一
一
四
七
）
の
招
き
で
閩
中
の
雲
巌
の
天
宮
菴
に
移
り
、
さ
ら
に
江
常
（
字

は
少
明
、
？
│
一
一
三
八
）
の
創
建
し
た
泉
州
小
渓
雲
門
菴
へ
移
る
の
で
あ
る
。﹃
大
慧
語
録
﹄
巻
八
の
﹁
泉
州
小
渓
雲
門
菴
語
録
﹂
の
三
八
の
示

衆
が
そ
の
記
録
で
あ
る
。
実
は
当
時
、
後
に
示
す
よ
う
に
、
士
大
夫
へ
の
﹃
大
慧
書
﹄
で
は
、
前
述
し
た
自
信
か
ら
生
ま
れ
た
看
話
禅
の
指
導
方
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法
と
默
照
邪
禅
へ
の
批
判
は
強
烈
な
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
公
式
の
﹃
大
慧
語
録
﹄
巻
八
の
﹁
福
州
洋
嶼
菴
語
録
﹂
と
﹁
泉
州
小
渓
雲

門
菴
語
録
﹂
に
は
、
雪
峰
の
真
歇
清
了
や
默
照
邪
禅
の
批
判
は
出
て
こ
な
い
し
、﹁
邪
正
﹂
を
﹁
弁
明
﹂
す
る
姿
勢
は
影
を
潜
め
て
い
る
。
む
し
ろ

次
の
﹁
浴
仏
示
衆
﹂
の
中
で
は
﹁
五
位
﹂
等
の
機
関
で
の
方
便
説
は
否
定
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
が
判
る
。

復
た
挙
す
。
僧
、
五
祖
に
問
う
、﹁
如
何
な
る
か
是
れ
仏
﹂。
祖
云
く
、﹁
胸
を
露あ

ら
わし
足
を
跣は
だ
しす
﹂。﹁
如
何
な
る
か
是
れ
法
﹂。
云
く
、﹁
大
赦
放ゆ
る

さ
ず
﹂。﹁
如
何
な
る
か
是
れ
僧
﹂。
云
く
、﹁
釣
漁
船
上
に
謝
三
郎
﹂
と
。
師
云
く
、
此
の
三
転
語
、
一
転
は
三
玄
三
要
、
四
料
揀
、
四
賓
主
、

洞
山
五
位
、
雲
門
三
句
、
百
千
法
門
無
量
妙
義
を
具
す
べ
し
。
若
し
人
揀
得
せ
ば
、
爾
に
許
す
、
一
隻
眼
を
具
す
る
こ
と
を
。

︿
復
挙
。
僧
問
五
祖
、
如
何
是
仏
。
祖
云
、
露
胸
跣
足
。
如
何
是
法
。
云
、
大
赦
不
放
。
如
何
是
僧
。
云
、
釣
漁
船
上
謝
三
郎
。
師
云
、
此
三

転
語
、
一
転
具
三
玄
三
要
、
四
料
揀
、
四
賓
主
、
洞
山
五
位
、
雲
門
三
句
、
百
千
法
門
無
量
妙
義
。
若
人
揀
得
、
許
爾
具
一
隻
眼
。﹀（
大
正

蔵
巻
四
七
│
八
四
二
ｃ
）

　

こ
う
し
た
経
過
の
中
で
、
故
郷
に
帰
っ
て
い
た
圜
悟
が
前
年
の
八
月
八
日
に
示
寂
し
た
と
い
う
訃
報
が
届
い
た
の
が
紹
興
六
年
（
一
一
三
六
）

四
月
一
日
で
、
大
慧
が
泉
州
の
雲
門
菴
に
住
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

圜
悟
和
尚
の
為
に
挙
哀
し
、
拈
香
し
て
真
を
指
し
て
云
く
、
這
の
老
和
尚
、
一
生
多
口
に
し
て
叢
林
を
攪
擾
す
。
近
ご
ろ
聞
く
、
已
に
蜀
中

に
在
り
て
遷
化
し
了
れ
り
、
と
。
且
喜
す
ら
く
は
、
天
下
太
平
な
る
こ
と
を
。
雲
門
、
昔
年
、
曾
て
親
近
す
と
雖
も
、
要よ

う
か且
つ
他
の
箇
の
元

字
脚
を
説
著
す
る
こ
と
を
聞
か
ず
。
所
以
に
今
日
、
一
分
の
供
養
を
作
す
。
一
盞
の
茶
を
点
じ
て
、
此
の
一
炷
香
を
焼た

き
、
他
の
鼻
孔
に
熏

ず
る
は
、
即
ち
徳
に
報
い
恩
に
酬
い
る
に
あ
ら
ず
、
只
だ
他
を
辱
し
め
ん
こ
と
を
要
す
れ
ば
則よ

き箇
の
み
。
大
衆
を
召
し
て
云
く
、
既
に
他
の

箇
の
元
字
脚
を
説
く
を
聞
か
ず
、
又
た
恩
徳
の
報
ゆ
べ
き
無
し
。
何
故
に
特
地
に
這
の
一
場
の
笑
具
を
作
す
や
。
還は

た
委
悉
す
や
。
冤う
ら
みに
頭あ
い
て

有
り
、
債
に
主
有
り
。
偶た
ま

た
ま
脚
を
失
い
て
地
に
倒
る
に
因
り
て
、
今
に
至
り
て
怨
、
骨
髄
に
入
る
。
遂か
く

て
焼
香
す
。

︿
為
圜
悟
和
尚
挙
哀
、拈
香
指
真
云
、這
老
和
尚
、一
生
多
口
攪
擾
叢
林
。
近
聞
已
在
蜀
中
遷
化
了
也
。
且
喜
天
下
太
平
。
雲
門
昔
年
雖
曾
親
近
、

要
且
不
聞
他
説
著
箇
元
字
脚
。所
以
今
日
作
一
分
供
養
。点
一
盞
茶
、焼
此
一
炷
香
、熏
他
鼻
孔
、即
非
報
徳
酬
恩
、只
要
辱
他
則
箇
。召
大
衆
云
、

既
不
聞
他
説
箇
元
字
脚
、又
無
恩
徳
可
報
。
何
故
特
地
作
這
一
場
笑
具
。
還
委
悉
麼
。
冤
有
頭
、債
有
主
。
偶
因
失
脚
倒
地
、至
今
怨
入
骨
髄
。

遂
焼
香
。﹀（
同
八
四
四
ｃ
）

　

こ
う
し
て
﹃
年
譜
﹄
に
現
存
し
な
い
﹁
祭
文
﹂
の
引
用
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、
大
慧
は
圜
悟
の
遺
言
を
宰
相
の
張
浚
（
一
〇
九
七
│
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一
一
六
四
）
よ
り
知
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
や
や
政
情
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
の
で
、
大
寺
に
住
持
し
て
参
禅
指
導
し
て
臨
済
（
楊
岐
）

の
禅
を
復
興
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
慧
は
一
一
三
七
年
七
月
二
十
一
日
に
径き

ん
ざ
ん山
の
受
請
上
堂
を
行
う
の
で
あ
る
。
大
慧

の
四
九
歳
の
時
で
あ
る
。
当
時
の
平
和
は
秦し

ん
か
い桧
（
一
〇
九
一
│
一
一
五
五
）
の
結
ん
だ
金
の
臣
下
と
な
る
屈
辱
的
な
条
約
で
保
た
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
状
況
に
不
満
を
も
っ
た
金
と
の
戦
い
を
も
辞
さ
な
い
主
戦
論
者
も
い
た
が
、
秦
桧
は
こ
れ
ら
の
人
々
へ
の
弾
圧
を
加
え
て
い
た
の
で

あ
る
。
た
ま
た
ま
一
一
四
一
年
に
、
五
三
歳
の
大
慧
と
交
流
し
て
い
た
主
戦
論
者
の
張
九
成
（
一
〇
九
二
│
一
一
五
九
）
と
の
関
係
が
密
議
と
疑

わ
れ
て
、
僧
籍
剥
奪
さ
れ
て
流
罪
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
﹁
神じ

ん
ぴ
き
ゆ
う

臂
弓
事
件
﹂
と
呼
ぶ
。
最
初
の
配
所
は
衡
州
（
湖
南
省
）
で
あ
り
、
こ
の
時

に
﹃
正
法
眼
蔵
﹄
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
上
巻
の
冒
頭
の
﹁
琅
邪
和
尚
﹂
の
項
の
大
慧
の
長
文
の
拈
語
の
一
部
に
次
の
よ
う
に
示
す
の
で
あ
る
。

予
、
罪
に
因
り
て
衡
陽
に
居
す
。
門
を
杜
じ
て
循
省
す
る
の
外
、
用
心
す
る
所
無
し
。
間ま

ま

に
衲
子
の
請
益
す
る
有
り
。
已や

む
を
得
ず
之こ

れ
が

与た
め

に
酬
酢
す
る
に
、
禅
者
沖
密
、
慧
然
、
手
に
随
い
て
抄
錄
す
。
日
月
浸
久
し
て
一
巨
軸
と
成
る
。
沖
密
等
、
持
ち
来
た
り
て
、
其
の
題
を

名
づ
く
る
を
乞
う
。
後
来
に
昭
示
し
て
仏
祖
の
正
法
眼
蔵
を
し
て
不
滅
な
ら
し
め
ん
と
欲ほ

つ

す
。
予
、
因
り
て
之
れ
に
目な

づ
け
て
正
法
眼
蔵
と

曰
う
。
即
ち
琅
邪
を
以
て
篇
首
と
為
す
。
故
に
尊
宿
の
前
後
次
序
、
宗
派
殊
異
の
分
無
し
。
但
だ
向
上
の
巴
鼻
を
徹
証
し
、
人
に
与
え
て
粘

を
解
き
縛
を
去
り
正
眼
を
具
え
る
に
堪
え
る
こ
と
を
取
ら
し
む
の
み
。（
臨
川
書
店
本
二
丁
右
左
）

　
﹃
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
﹄
に
よ
れ
ば
、
紹
興
一
七
年
（
一
一
四
七
）
の
大
慧
五
九
歳
の
時
の
完
成
と
し
、
そ
の
時
、
既
に
刊
本
も
存
在
し
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
一
五
〇
年
に
流
罪
地
が
梅
州
（
広
東
省
）
へ
と
移
っ
た
の
で
あ
る
。
流
罪
が
終
わ
っ
た
の
は
、
一
一
五
五
年
十
月

二
十
二
日
に
秦
桧
が
没
し
た
為
に
、翌
年
の
一
一
五
六
年
に
、復
僧
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。大
慧
は
既
に
六
八
歳
と
な
っ
て
い
た
。そ
の
年
十
一
月
、

天
童
寺
に
住
持
し
て
い
た
黙
照
禅
の
大
成
者
の
宏
智
正
覚
（
一
〇
九
一
│
一
一
五
七
）
の
推
挙
に
よ
っ
て
、大
慧
は
育
王
寺
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
径
山
に
再
住
し
、
龍
興
元
年
八
月
十
日
、
七
五
歳
で
示
寂
す
る
の
で
あ
る
。

　

三　

大
慧
の
看
話
禅
の
特
色　

　

初
住
径
山
時
代
の
大
慧
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
記
録
は
な
い
が
、
次
の
上
堂
は
黙
照
邪
禅
は
認
め
て
い
な
い
も
の
の
そ
の
攻
撃
は
あ
ま
り
強
烈

で
は
な
い
。
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上
堂
。
今
朝
四
月
初
一
、
衲
僧
、
楖し

つ
り
つ栗
を
放
下
す
。
黙
照
を
許
さ
ず
と
雖い
え
ど然
も
、
須
ら
く
人
人
面
壁
す
る
こ
と
を
要
す
べ
し
。
既
に
黙
照
を

許
さ
ざ
る
に
、
甚
麼
の
為
に
か
却
っ
て
須
ら
く
面
壁
す
べ
し
。
見
ず
や
、
白
雲
師
翁
の
言
え
る
こ
と
有
り
、﹁
多
処
に
些
子
を
添
え
、
少
処
に

些
子
を
減
ら
す
﹂
と
。

︿
上
堂
。
今
朝
四
月
初
一
、
衲
僧
放
下
楖
栗
。
雖
然
不
許
黙
照
、
須
要
人
人
面
壁
。
既
不
許
黙
照
、
為
甚
麼
却
須
面
壁
。
不
見
白
雲
師
翁
有
言
、

多
処
添
些
子
、
少
処
減
些
子
。﹀（
大
正
蔵
巻
四
七
│
八
二
八
ｂ
）

　

白
雲
師
翁
と
は
、五
祖
法
演
（
一
〇
二
四
？
│
一
一
〇
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。
大
慧
は
五
祖
法
演
に
つ
い
て
、﹃
大
慧
語
録
（
書
）﹄
巻
三
〇
の
﹁
答

鼓
山
逮
長
老
﹂
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

五
祖
師
翁
、
白
雲
に
住
せ
し
時
、
嘗
て
霊
源
和
尚
に
答
え
る
書
に
云
く
、﹁
今
夏
の
諸
荘
の
顆
粒
収
ら
ざ
る
も
、
以
て
憂
い
と
為
さ
ず
。
其
の

憂
い
と
す
べ
き
は
、
一
堂
の
数
百
の
衲
子
の
、
一
夏
に
一
人
の
箇
の
狗
子
無
仏
性
の
話
を
透
得
す
る
者
無
き
な
り
。
仏
法
の
将ま

さ

に
滅
せ
ん
と

す
る
を
恐
れ
る
の
み
。

︿
五
祖
師
翁
、
住
白
雲
時
、
嘗
答
霊
源
和
尚
書
云
、
今
夏
諸
荘
、
顆
粒
不
収
、
不
以
為
憂
。
其
可
憂
者
、
一
堂
数
百
衲
子
、
一
夏
無
一
人
透
得

箇
狗
子
無
仏
性
話
。
恐
仏
法
将
滅
耳
。﹀（
大
正
蔵
巻
四
七
│
九
四
二
ｃ
）

　

こ
の
よ
う
に
無
字
の
公
案
を
最
初
に
看
話
禅
の
指
導
に
多
く
導
入
し
た
と
さ
れ
る
五
祖
法
演
の
説
を
大
慧
が
述
べ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き

で
、
大
慧
の
看
話
禅
の
淵
源
と
考
え
る
の
に
重
要
で
あ
ろ
う
。
先
の
﹁
多
処
添
些
子
、
少
処
減
些
子
﹂
の
語
を
、﹃
禅
語
辞
典
﹄
二
八
〇
頁
の
﹁
多

添
少
減
﹂
の
よ
う
に
、
方
便
の
た
め
に
抑
揚
を
利
か
せ
た
語
り
か
け
の
意
味
と
す
る
と
、
默
照
禅
を
認
め
て
は
い
な
が
、
方
便
と
し
て
の
面
壁
は

勧
め
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
晩
年
の
大
慧
が
黙
照
邪
禅
を
攻
撃
す
る
時
、
福
州
で
の
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
し
ば
し
ば
く
り
か
え
す
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
宏
智
に
推
挙
さ
れ
て
住
持
し
た
育
王
時
代
の
紹
興
二
六
年
（
一
一
五
六
）
の
大
慧
六
八
歳
の
時
の
、
先
に
引
用
し
た
﹃
大
慧
語
録
﹄
巻

一
七
の
﹁
錢
計
議
請
普
説
﹂
の
二
種
の
禅
病
の
﹁
掉
挙
﹂﹁
著
意
﹂
と
﹁
昏
沈
﹂﹁
忘
懐
﹂
と
述
べ
た
後
で
は
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

往
往
士
大
夫
は
、
多
く
是
れ
掉
挙
せ
り
。
而い

ま今
諸
方
に
一
般
の
黙
照
邪
禅
有
り
。
士
大
夫
の
塵
労
の
障さ

え
る
所
と
為
り
て
方こ
こ
ろ寸
寧や
す
らか
な
ら
ざ

る
を
見
て
、
怗し

ず
かに
し
て
便
ち
他
を
し
て
寒
灰
枯
木
に
し
去
り
、
一
條
白
練
に
し
去
り
、
古
廟
香
爐
に
し
去
り
、
冷
湫
湫
地
に
し
去
ら
し
む
。

這
箇
を
将も

て
人
を
休
歇
す
。
爾
道い

え
、
還は

た
休
歇
し
得
る
や
。
殊
に
知
ら
ず
、
這
箇
の
猢
猻
子
は
、
不
死
は
如
何
が
休
歇
し
得
ん
や
。
来
る
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に
先
鋒
と
為
り
、
去
る
に
殿
後
底
と
為
る
は
、
不
死
は
如
何
が
休
歇
し
得
ん
や
。
此
の
風
、
往
年
福
建
路
に
極
め
て
盛
ん
な
り
。
妙
喜
、
紹

興
の
初
め
に
、
閩
に
入
り
て
住
菴
せ
し
時
、
便
ち
力つ

と

め
て
之
れ
を
排
す
。
之
れ
を
仏
の
慧
命
を
断
ず
る
と
謂
う
、
千
仏
出
世
す
る
も
、
懺
悔

を
通
ぜ
ず
。

︿
往
往
士
大
夫
、
多
是
掉
挙
。
而
今
諸
方
有
一
般
黙
照
邪
禅
。
見
士
大
夫
為
塵
労
所
障
方
寸
不
寧
、
怗
便
教
他
寒
灰
枯
木
去
、
一
條
白
練
去
、

古
廟
香
爐
去
、
冷
湫
湫
地
去
。
将
這
箇
休
歇
人
。
爾
道
、
還
休
歇
得
麼
。
殊
不
知
、
這
箇
猢
猻
子
、
不
死
如
何
休
歇
得
。
来
為
先
鋒
、
去
為

殿
後
底
、不
死
如
何
休
歇
得
。
此
風
往
年
福
建
路
極
盛
。
妙
喜
紹
興
初
、入
閩
住
菴
時
、便
力
排
之
。
謂
之
断
仏
慧
命
、千
仏
出
世
、不
通
懺
悔
。﹀

（
大
正
巻
四
七
│
八
八
四
ｃ
～
八
八
五
ａ
）

　

こ
の
よ
う
に
大
慧
の
看
話
禅
の
最
大
の
特
色
と
そ
の
基
本
の
思
想
構
造
は
復
僧
し
て
後
に
こ
そ
あ
る
が
、
士
大
夫
へ
の
個
別
指
導
で
は
、﹃
大
慧

書
﹄
の
中
で
は
、
既
に
先
行
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、﹃
大
慧
語
録
（
大
慧
書
）﹄
巻
二
五
の
冒
頭
を
飾
る
﹁
答
曾
侍
郎
︿
天
游
﹀﹂
は
、
そ
の
こ
と
が
判
明
し
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
書
に
は
、

貴
重
な
曾
侍
郎
か
ら
の
問
書
も
存
在
し
、
そ
の
書
の
や
り
と
り
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

老
龐
云
く
、﹁
但
だ
願
く
は
諸
の
所
有
を
空
ぜ
よ
、
切
に
諸
の
所
無
を
実
と
す
る
勿
れ
﹂。
只
だ
這
の
両
句
の
み
を
了
得
せ
よ
、
一
生
の
参
学

の
事
畢お

わ

る
。
今
時
、
一
種
の
剃
頭
外
道
有
り
、
自
ら
眼
明
ら
め
ず
、
只
管
に
人
を
し
て
死し
か
つ
だ
つ
じ

獦
狙
地
に
、
休
し
去
り
歇
し
去
ら
し
む
の
み
。
若

し
此
の
如
く
休
歇
せ
ば
、
千
仏
出
世
に
到
る
も
、
也
た
休
歇
し
得
ず
し
て
、
転う

た

た
心
頭
を
し
て
迷
悶
せ
し
む
る
の
み
。
又
た
人
を
し
て
縁
に

随
い
て
管
帯
せ
し
め
、
情
を
忘
れ
黙
照
せ
し
め
て
、
照
し
来
り
照
し
去
り
、
帯
し
来
り
帯
し
去
ら
し
め
て
、
転
た
迷
悶
を
加
え
て
、
了
期
有

る
こ
と
無
し
。
殊
に
祖
師
の
方
便
を
失

み
う
し
ない
、
錯
り
て
人
に
指
示
し
、
人
を
し
て
一
向
に
虚
し
く
生
じ
浪
り
に
死
せ
し
め
、
更
に
人
を
し
て
是

の
事
を
管
す
る
こ
と
莫
か
ら
し
む
。
但た只
だ
恁
麼
に
歇
し
去
り
歇
し
得
来
り
さ
え
す
れ
ば
、
情
念
生
ぜ
ず
、
と
。
恁
麼
の
時
に
到
れ
ば
、
冥

然
と
し
て
無
知
な
る
に
不あ

ら
ず是
、
直ま

さ是
に
惺
惺
歷
歷
た
り
、
と
。
這
般
底
は
、
更
に
是
れ
毒
害
に
し
て
、
人
の
眼
を
瞎
却
す
。
小
事
に
不あ
ら
ず是
。

雲
門
尋よ

の
つ
ね常
此
の
輩
を
見
て
、
人
の
看
待
を
把な做
さ
ず
。
彼
れ
既
に
自
ら
眼ま
な
こ明
か
な
ら
ず
、
只
管
に
冊
子
上
の
語
を
将
て
、
様
に
依
り
て
人
に

教
う
。
這
箇
は
作
麼
生
か
教
え
得
ん
。
若
し
這
般
底
を
信
著
せ
ば
、
永
劫
に
参
じ
得
ず
。
雲
門
、
尋
常
、
人
を
し
て
坐
禅
し
て
静
処
に
工
夫

を
做な

さ
し
め
ざ
る
に
不あ
ら
ず是
。
此
れ
は
是
れ
応
病
与
薬
な
り
。

︿
老
龐
云
、但
願
空
諸
所
有
、切
勿
実
諸
所
無
。
只
了
得
這
両
句
、一
生
参
学
事
畢
。
今
時
有
一
種
剃
頭
外
道
、自
眼
不
明
、只
管
教
人
死
獦
狙
地
、
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休
去
歇
去
。
若
如
此
休
歇
、
到
千
仏
出
世
、
也
休
歇
不
得
、
転
使
心
頭
迷
悶
耳
。
又
教
人
随
縁
管
帯
、
忘
情
黙
照
、
照
来
照
去
、
帯
来
帯
去
、

転
加
迷
悶
、
無
有
了
期
。
殊
失
祖
師
方
便
、
錯
指
示
人
、
教
人
一
向
虚
生
浪
死
、
更
教
人
是
事
莫
管
。
但
只
恁
麼
歇
去
歇
得
来
、
情
念
不
生
。

到
恁
麼
時
、
不
是
冥
然
無
知
、
直
是
惺
惺
歷
歷
。
這
般
底
、
更
是
毒
害
、
瞎
却
人
眼
。
不
是
小
事
。
雲
門
尋
常
見
此
輩
、
不
把
做
人
看
待
。

彼
既
自
眼
不
明
、
只
管
将
冊
子
上
語
、
依
様
教
人
。
這
箇
作
麼
生
教
得
。
若
信
著
這
般
底
、
永
劫
参
不
得
。
雲
門
尋
常
、
不
是
不
教
人
坐
禅

向
静
処
做
工
夫
。
此
是
応
病
与
薬
。﹀（
大
正
蔵
巻
四
七
│
九
一
八
ａ
ｂ
）

　

こ
れ
は
曾
侍
郎
に
答
え
た
第
三
書
で
あ
り
、
第
五
書
は
﹁
弁
邪
正
説
﹂
に
言
及
し
て
い
る
。
第
一
書
は
紹
興
四
年
の
大
慧
四
六
歲
の
時
の
も
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
後
の
も
の
で
は
な
い
。
大
慧
も
方
便
と
し
て
坐
禅
を
勧
め
、
默
照
邪
禅
が
方
便
を
誤
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
外
道
の
灰

身
滅
智
の
世
界
に
導
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
無
字
の
公
案
を
勧
め
る
﹃
大
慧
語
録
（
大
慧
書
）﹄
巻
二
六
の
﹁
答
富
樞
密
︿
季
申
﹀﹂
の
次
の
よ
う
な
説
示
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

但
だ
妄
想
顛
倒
の
心
、
思
量
分
別
の
心
、
好
生
悪
死
の
心
、
知
見
解
会
の
心
、
欣
静
厭
鬧
の
心
を
将も

て
、
一
時
に
按
下
せ
よ
。
只
だ
按
下
の

処
に
就
い
て
箇
の
話
頭
を
看
よ
。﹁
僧
、
趙
州
に
問
う
、
狗
子
に
還は

た
仏
性
有
り
也や無
。
州
云
く
、
無
﹂
と
。
此
の
一
字
子
は
、
乃
ち
是
れ
許

多
の
悪
知
悪
覚
を
摧
く
底と

こ
ろの
器
仗
な
り
。
有
無
の
会
を
作
す
こ
と
得
ざ
れ
、
道
理
の
会
を
作
す
こ
と
得
ざ
れ
、
意
根
下
に
向お
い

て
思
量
卜
度
す

る
こ
と
得
ざ
れ
、
揚
眉
瞬
目
の
処
に
向
て
挅
根
す
る
こ
と
得
ざ
れ
、
語
路
上
に
向
て
活
計
を
作
す
こ
と
得
ざ
れ
、
無
事
甲
裏
に
颺
在
す
る
こ

と
を
得
ざ
れ
、
挙
起
の
処
に
向
て
承
当
す
る
こ
と
得
ざ
れ
、
文
字
中
に
向
て
引
証
す
る
こ
と
得
ざ
れ
、
但
だ
十
二
時
中
四
威
儀
內
に
向
て
、

時
時
に
提
撕
し
、
時
時
に
挙
覚
せ
よ
、﹁
狗
子
に
還
た
仏
性
有
る
也
無
、
云
く
、
無
﹂
と
。
日
用
を
離
れ
ず
に
、
試
み
に
此
の
如
く
の
工
夫
を

做な

し
看
よ
。
月
の
十
日
に
便
ち
自
ら
見
得
せ
り
。
一
郡
千
里
の
事
も
、
都す
べ

て
相
い
妨
げ
ず
。﹀

︿
但
将
妄
想
顛
倒
底
心
、
思
量
分
別
底
心
、
好
生
悪
死
底
心
、
知
見
解
会
底
心
、
欣
静
厭
鬧
底
心
、
一
時
按
下
。
只
就
按
下
処
看
箇
話
頭
。
僧

問
趙
州
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
無
。
此
一
字
子
、
乃
是
摧
許
多
悪
知
悪
覚
底
器
仗
也
。
不
得
作
有
無
会
、
不
得
作
道
理
会
、
不
得

向
意
根
下
思
量
卜
度
、
不
得
向
揚
眉
瞬
目
処
挅
根
、
不
得
向
語
路
上
作
活
計
、
不
得
颺
在
無
事
甲
裏
、
不
得
向
挙
起
処
承
当
、
不
得
向
文
字

中
引
証
、
但
向
十
二
時
中
四
威
儀
內
、
時
時
提
撕
、
時
時
挙
覚
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
、
云
、
無
。
不
離
日
用
、
試
如
此
做
工
夫
看
。
月
十

日
便
自
見
得
也
。
一
郡
千
里
之
事
、
都
不
相
妨
。﹀（
大
正
蔵
巻
四
七
│
九
二
一
ｃ
）

　

妄
想
・
迷
い
の
心
を
お
さ
え
つ
け
て
、
趙
州
無
字
の
公
案
を
、
悟
を
待
つ
心
の
は
た
ら
き
を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
対
処
の
は
か
ら
い
を
捨
て
去
っ
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て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
分
別
の
悟
り
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
公
案
も
使
用
し
な
い
訳
で
は
な
い

が
、
士
大
夫
に
話
頭
を
勧
め
る
時
に
無
字
を
多
用
し
た
こ
と
も
、
大
慧
の
看
話
禅
の
特
色
と
い
え
る
。
こ
の
手
紙
は
大
慧
五
〇
歳
の
紹
興
八
年

（
一
一
三
八
）
の
時
の
も
の
で
、
相
手
が
宋
版
﹃
宏
智
録
﹄
の
最
初
の
刊
行
本
で
あ
る
紹
興
元
年
（
一
一
三
〇
）
一
〇
月
の
﹁
長
蘆
覚
和
尚
語
録
序
﹂

（
名
著
普
及
会
本
一
頁
）
を
付
し
た
富
直
柔
（
？
│
一
一
五
六
）
と
い
う
点
も
注
意
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

日
常
の
妄
想
・
迷
い
の
心
を
そ
の
ま
ま
悟
り
と
認
め
る
こ
と
は
、
大
慧
に
と
っ
て
最
も
許
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
自
然
外
道
と
仏
教
と
は
違

う
と
大
慧
は
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
慧
が
看
話
禅
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
自
然
外
道
化
し
た
黙
照
邪
禅
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
紹
興
四
年
に
福
州
を
訪
れ
た
時
、
大
慧
の
下
に
参
禅
し
よ
う
と
し
た
人
々
の
中
に
別
の
教
え
を
受
け
て
そ
れ
で
満
足
し
て
い
る
者

が
い
た
。
そ
の
指
導
者
の
代
表
が
雪
峰
山
の
真
歇
清
了
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
主
張
を
﹁
悟
﹂
を
認
め
な
い
集
団
と
大
慧
は
捉
え
た
の
で
あ
る
。
こ

の
例
は
沢
山
あ
る
が
、﹃
大
慧
語
録
（
法
語
）﹄
巻
二
一
の
一
六
番
目
の
﹁
示
呂
機
宜
舜
元
﹂
の
説
を
み
て
み
よ
う
。

近
世
の
叢
林
に
一
種
の
邪
禅
有
り
、
病
を
執
し
て
薬
と
為
し
、
自
ら
曾
て
証
悟
の
処
有
ら
ず
、
而
し
て
悟
を
以
て
建
立
と
為
し
、
悟
を
以
て

接
引
の
詞
と
為
し
、
悟
を
以
て
第
二
頭
に
落
ち
る
と
為
し
、
悟
を
以
て
枝
葉
辺
の
事
と
為
す
。
自
己
既
に
曾
て
証
悟
の
処
有
ら
ず
、
亦
た
他

人
に
証
悟
有
る
者
を
信
ぜ
ず
。
一
味
に
空
寂
頑
然
無
知
を
以
て
、
喚
ん
で
威
音
那
畔
空
劫
已
前
の
事
と
作
す
。
逐
日
、
両
頓
飯
の
事
を
噇
却

し
、
事
と
し
て
理
会
せ
ず
、
一
向
に
嘴し

ろ

と

じ

盧
都
地
に
打
坐
す
、
之
れ
を
休
し
去
り
歇
し
去
る
と
謂
う
。
纔
か
に
語
言
に
渉
る
や
、
便
ち
喚
ん
で

今
時
に
落
ち
る
と
作
す
、
亦
た
之
れ
を
児
孫
辺
の
事
と
謂
う
。
這
の
黒
山
下
鬼
窟
裏
底
を
将も

て
極
則
と
為
し
、
亦
た
之
れ
を
祖
父
従
来
よ
り

門
を
出
で
ず
と
謂
う
。
己
の
愚
を
以
て
、
返
り
て
他
人
を
愚
か
に
す
。
釈
迦
老
子
の
所い

わ
ゆ謂
る
、
譬た

と如
え
ば
人
有
り
て
自
ら
そ
の
耳
を
塞
い
で
、

高
声
に
大
い
に
叫
び
求
む
る
も
人
の
聞
か
ざ
る
が
ご
と
し
。
此
の
輩
名
づ
け
て
憐
愍
す
べ
き
者
と
為
す
。﹀

︿
近
世
叢
林
有
一
種
邪
禅
、
執
病
為
薬
、
自
不
曾
有
証
悟
処
、
而
以
悟
為
建
立
、
以
悟
為
接
引
之
詞
、
以
悟
為
落
第
二
頭
、
以
悟
為
枝
葉
辺

事
。
自
己
既
不
曾
有
証
悟
之
処
、
亦
不
信
他
人
有
証
悟
者
。
一
味
以
空
寂
頑
然
無
知
、
喚
作
威
音
那
畔
空
劫
已
前
事
。
逐
日
噇
却
両
頓
飯
事
、

事
不
理
会
、
一
向
嘴
盧
都
地
打
坐
、
謂
之
休
去
歇
去
。
纔
渉
語
言
、
便
喚
作
落
今
時
、
亦
謂
之
児
孫
辺
事
。
将
這
黒
山
下
鬼
窟
裏
底
為
極
則
、

亦
謂
之
祖
父
従
来
不
出
門
。
以
己
之
愚
、返
愚
他
人
。
釈
迦
老
子
所
謂
、譬
如
有
人
自
塞
其
耳
、高
声
大
叫
求
人
不
聞
。
此
輩
名
為
可
憐
愍
者
。﹀

（
大
正
巻
四
七
│
九
〇
一
ｃ
。﹃
禅
語
録
﹄
一
六
一
頁
参
照
）

　

こ
れ
は
宏
智
に
推
挙
さ
れ
て
住
持
し
た
育
王
の
時
代
の
晩
年
の
大
慧
六
九
歲
に
相
当
す
る
。
黙
照
邪
禅
が
い
か
に
﹁
悟
﹂
を
否
定
し
て
い
る
か



五
八

大
慧
宗
杲
の
看
話
禅
の
成
立
に
つ
い
て
（
石
井
）

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
克
服
に
無
字
に
取
り
組
む
こ
と
を
、
こ
こ
で
も
続
け
て
次
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。

一
種
の
士
大
夫
有
り
。
末は

じ
め上
に
這
般
の
雑
毒
の
心
識
の
中
に
入は
い

ら
れ
て
、
縦た
と

い
真
正
の
善
知
識
に
遇
い
、
与た
め

に
本
分
の
話
を
説
か
れ
る
も
、

返
り
て
非
と
以お

も為
う
。
此
の
輩
は
正
し
く
世
の
所
謂
る
虎
鬼
者
の
如
く
、
独
り
伊
を
し
て
性
命
を
害
却
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
た
返
り

て
之
れ
の
用
と
為
る
。
殊
に
知
覚
せ
ず
、
除ま

さ非
に
夙
に
願
力
有
り
て
こ
そ
、
常
に
生
の
来
処
を
知
ら
ず
、
死
の
去
処
を
知
ら
ざ
る
の
二
事
を

以
て
、
鼻は

な孔
の
尖
上
に
貼
在
し
て
、
茶
裏
飯
裏
、
静
処
鬧
処
に
て
、
念
念
孜
孜
と
し
て
、
常
に
人
の
万
百
貫
錢
の
債
を
欠
却
し
て
、
従
出
す

る
所
無
く
、
心
胸
煩
悶
し
て
、
回
避
す
る
に
門
無
き
に
似
て
、
生
を
求
め
得
ず
、
死
を
求
め
得
ず
、
当
に
恁
麼
の
時
、
善
悪
の
路
頭
相
い
次

い
で
絶
つ
べ
し
。
此
の
如
く
を
覚
得
す
る
時
、
正
に
好
し
著
力
す
る
を
。
只
だ
這
裏
に
就
い
て
箇
の
話
頭
を
看
よ
。﹁
僧
、
趙
州
に
問
う
、
狗

子
に
還は

た
仏
性
有
り
也や無
。
州
云
く
、
無
﹂
と
。
看
す
る
時
、
摶
量
す
る
こ
と
を
用
い
ず
、
註
解
す
る
こ
と
を
用
い
ず
、
分
暁
を
得
ん
と
要

す
る
こ
と
を
用
い
ず
、
開
口
の
処
に
向お

い

て
承
当
す
る
こ
と
を
用
い
ず
、
挙
起
の
処
に
向
て
道
理
を
作
す
こ
と
を
用
い
ず
、
空
寂
の
処
に
堕お在

つ
る
こ
と
を
用
い
ず
、
心
を
将も

て
悟
を
等ま

つ
こ
と
を
用
い
ず
、
宗
師
の
説
処
に
向
て
領
略
す
る
こ
と
を
用
い
ず
、
無
事
甲
裏
に
掉お在
つ
る
こ

と
を
用
い
ず
。
但
だ
行
住
坐
臥
、
時
時
に
提
撕
せ
よ
。﹁
狗
子
に
還
た
仏
性
有
り
也や無
。
無
﹂
と
。
提
撕
し
て
熟
す
る
こ
と
を
得
ば
、
口
議
心

思
も
及
ば
ず
、
方
寸
裏
に
七
上
八
下
し
て
、
生
鉄
橛
を
咬
む
が
如
く
没
滋
味
の
時
、
切
に
志
を
退
く
こ
と
莫
か
れ
。
此
の
如
き
を
得
る
時
、

却
て
是
れ
箇
の
好
底
の
消
息
な
り

︿
有
一
種
士
大
夫
。
末
上
被
這
般
雑
毒
入
在
心
識
中
、
縦
遇
真
正
善
知
識
、
与
説
本
分
話
、
返
以
為
非
。
此
輩
正
如
世
之
所
謂
虎
鬼
者
、
不
独

被
伊
害
却
性
命
、
又
返
為
之
用
。
殊
不
知
覚
、
除
非
夙
有
願
力
、
常
以
生
不
知
来
処
、
死
不
知
去
処
二
事
、
貼
在
鼻
孔
尖
上
、
茶
裏
飯
裏
、

静
処
鬧
処
、
念
念
孜
孜
、
常
似
欠
却
人
万
百
貫
錢
債
、
無
所
従
出
、
心
胸
煩
悶
、
回
避
無
門
、
求
生
不
得
、
求
死
不
得
、
当
恁
麼
時
、
善
悪

路
頭
相
次
絶
也
。
覚
得
如
此
時
、
正
好
著
力
。
只
就
這
裏
看
箇
話
頭
。
僧
問
趙
州
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
無
。
看
時
不
用
摶
量
、

不
用
註
解
、
不
用
要
得
分
暁
、
不
用
向
開
口
処
承
当
、
不
用
向
挙
起
処
作
道
理
、
不
用
堕
在
空
寂
処
、
不
用
将
心
等
悟
、
不
用
向
宗
師
説
処

領
略
、
不
用
掉
在
無
事
甲
裏
。
但
行
住
坐
臥
、
時
時
提
撕
。
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
無
。
提
撕
得
熟
、
口
議
心
思
不
及
、
方
寸
裏
七
上
八
下
、

如
咬
生
鉄
橛
没
滋
味
時
、
切
莫
退
志
。
得
如
此
時
、
却
是
箇
好
底
消
息
。﹀（
同
│
九
〇
一
ｃ
～
九
〇
二
ａ
。﹃
禅
語
録
﹄
一
六
二
～
一
六
三
頁

参
照
）

　

こ
の
よ
う
に
﹁
悟
﹂
を
否
定
す
る
邪
説
の
中
で
、
大
慧
は
默
照
邪
禅
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。﹃
大
慧
語
録
（
大
慧
書
）﹄
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巻
二
九
の
﹁
答
李
郎
中
︿
似
表
﹀﹂
で
、
黙
照
邪
禅
の
位
置
づ
け
を
、
衡
州
流
罪
時
代
の
大
慧
六
一
歲
の
時
に
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

邪
見
の
上
な
る
者
は
、
見
聞
覚
知
を
和
会
し
て
自
己
と
為
し
、
現
量
境
界
を
以
て
心
地
法
門
と
為
す
。
下
な
る
者
は
、
業
識
を
弄
し
、
門
頭

戸
口
と
認
め
、
両
片
皮
を
簸
し
て
、
玄
と
談
じ
妙
と
説
く
。
甚
だ
し
き
者
は
、
発
狂
す
る
に
至
り
て
、
字
数
を
勒
せ
ず
、
胡
言
漢
語
し
、
東

を
指
し
て
西
と
画
く
。
下
下
な
る
者
は
、
黙
照
無
言
空
空
寂
寂
を
以
て
、
鬼
窟
裏
に
在
り
て
著
到
し
、
究
竟
安
楽
を
求
む
。
其
の
余
の
種
種

邪
解
は
、
言
在
ら
ず
し
て
知
る
べ
き
な
り
。

︿
邪
見
之
上
者
、
和
会
見
聞
覚
知
為
自
己
、
以
現
量
境
界
為
心
地
法
門
。
下
者
、
弄
業
識
、
認
門
頭
戸
口
、
簸
両
片
皮
、
談
玄
説
妙
。
甚
者
、

至
於
発
狂
、
不
勒
字
数
、
胡
言
漢
語
、
指
東
画
西
。
下
下
者
、
以
黙
照
無
言
空
空
寂
寂
、
在
鬼
窟
裏
著
到
、
求
究
竟
安
楽
。
其
余
種
種
邪
解
、

不
在
言
而
可
知
也
。﹀（
同
│
九
三
五
ａ
）

　

こ
の
よ
う
に
默
照
邪
禅
を
発
狂
以
下
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
い
か
に
黙
照
邪
禅
が
許
せ
な
か
っ
た
が
分
か
る
。
こ
う
し
て
、
最
大

の
敵
を
黙
照
邪
禅
に
置
い
て
自
己
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
っ
た
大
慧
禅
は
、
そ
れ
故
に
、
教
理
的
に
は
﹃
華
厳
経
﹄
の
善
財
童
子
の
﹁
悟
﹂
を

重
要
視
す
る
。﹃
大
慧
語
録
（
法
語
）﹄
巻
二
二
の
﹁
示
妙
心
居
士
︿
孫
通
判
長
文
﹀﹂
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

既
に
決
定
の
志
有
ら
ば
、
必
ず
決
定
の
入
手
を
得
る
時
有
り
。
且
く
那
箇
か
是
れ
入
手
を
得
る
時
か
。
噴
地
一
発
し
て
心
意
識
滅
し
て
気
息

を
絶
つ
時
是
れ
な
り
。
仏
言
く
、﹁
理
は
則
ち
頓
悟
し
て
、悟
に
乘
じ
て
併
銷
し
、事
は
頓
に
除
く
に
あ
ら
ず
し
て
、次
第
に
因
り
て
尽
く
﹂
と
。

這
些
の
道
理
を
識
ら
ん
と
要
す
る
や
。
便
ち
是
れ
善
財
の
弥
勒
の
弾
指
の
声
を
聞
き
て
、
楼
閣
の
門
開
き
、
善
財
心
に
喜
ん
で
、
入
り
已
り

て
還
た
閉
ず
。
香
厳
の
撃
竹
の
声
を
作
す
を
聞
き
て
、
忽
然
と
し
て
契
悟
し
、
便
ち
解よ

く
道
う
、﹁
一
撃
、
所
知
を
亡
ず
、
更
に
修
治
を
仮
ら
ず
。

動
容
、古
路
を
揚
ぐ
、悄
然
の
機
に
堕
せ
ず
﹂
の
類
是
れ
な
り
。
自
家
の
悟
処
は
自
家
の
安
楽
の
処
な
り
。
自
家
の
得
力
の
処
は
他
人
知
ら
ず
。

拈
出
し
て
人
に
呈
似
し
得
ず
。
除ま

さ

に
已
に
悟
り
、
已
に
安
楽
と
な
り
、
已
に
得
力
の
者
こ
そ
、
一
見
し
て
便
ち
黙
黙
と
し
て
相
い
契
う
。

︿
既
有
決
定
志
、必
有
決
定
得
入
手
時
。
且
那
箇
是
得
入
手
時
。
噴
地
一
発
心
意
識
滅
絶
気
息
時
是
。
仏
言
、理
則
頓
悟
、乘
悟
併
銷
、事
非
頓
除
、

因
次
第
尽
。
要
識
這
些
道
理
。
便
是
善
財
聞
弥
勒
弾
指
之
声
、楼
閣
門
開
、善
財
心
喜
、入
已
還
閉
。
香
厳
聞
撃
竹
作
声
、忽
然
契
悟
、便
解
道
、

一
撃
亡
所
知
、更
不
仮
修
治
。
動
容
揚
古
路
、不
堕
悄
然
機
之
類
是
也
。
自
家
悟
処
自
家
安
楽
処
。
自
家
得
力
処
他
人
不
知
。
拈
出
呈
似
人
不
得
。

除
已
悟
已
安
楽
已
得
力
者
、
一
見
便
黙
黙
相
契
矣
。﹀（
同
│
九
〇
三
ｂ
。﹃
禅
語
録
﹄
一
七
一
頁
参
照
）

　

こ
こ
に
言
う
仏
言
と
は
、
頓
悟
漸
修
論
の
根
拠
と
な
っ
た
﹃
首
楞
厳
経
﹄
巻
一
〇
（
大
正
一
九
│
一
五
五
ａ
）
の
語
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
注



六
〇

大
慧
宗
杲
の
看
話
禅
の
成
立
に
つ
い
て
（
石
井
）

目
す
べ
き
で
あ
り
、
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
│
八
四
一
）
の
頓
悟
漸
修
論
と
大
慧
の
返
本
還
源
説
と
も
深
く
関
係
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

圭
峰
宗
密
も
重
視
す
る
﹃
起
信
論
﹄
の
本
覚
・
不
覚
・
始
覚
の
説
と
も
密
接
に
関
係
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
慧
宗
杲
自
身
が
四
巻
本
﹃
大
慧

普
説
﹄
巻
四
の
﹁
妙
心
居
士
孫
通
判
請
普
説
﹂
の
中
に
、
張
商
英
撰
﹃
註
清
浄
海
眼
経
（
＝
﹃
首
楞
厳
経
﹄
の
補
注
刪
修
）﹄
の
﹁
八
成
就
（
如
是

我
聞
一
時
仏
在
）﹂
の
﹁
仏
﹂
の
釈
を
引
用
し
た
次
の
よ
う
に
述
べ
る
と
こ
ろ
に
明
確
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
﹃
宋
代
禅
宗
史

の
研
究
﹄
三
四
三
頁
以
降
に
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
て
き
た
が
、﹃
首
楞
厳
経
﹄
と
﹃
清
浄
海
眼
経
﹄
の
関
係
は
、廣
田
宗
玄
氏
の
﹁
張
商
英
の
﹃
清

浄
海
眼
経
﹄
に
つ
い
て
﹂（﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
五
四
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

又
た
曰
く
、
始
覚
と
本
覚
と
合
す
る
を
之
れ
を
仏
と
謂
う
。
言

い
う
こ
こ
ろは
如い

ま今
の
始
覚
を
以
て
本
覚
と
合
す
。
往
往
黙
照
の
徒
は
、
無
言
黙
然
を
以

て
始
覚
と
為
し
、
威
音
王
那
畔
を
以
て
本
覚
と
為
す
。
固も

と

よ
り
此
の
理
に
あ
ら
ず
。
既
に
此
の
理
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
何
者
か
是
れ
覚
。
若
し

全
く
是
れ
覚
な
ら
ば
、
豈
に
更
に
迷
い
有
ら
ん
や
。
若
し
迷
い
無
し
と
謂
わ
ば
、
釈
迦
老
子
の
明
星
現
わ
る
る
時
に
お
い
て
忽
然
と
し
て
便

ち
覚
し
、
自
家
の
本
命
元
辰
の
元
来
這こ

こ裏
に
在
る
を
知し得
る
を
争い
か
ん奈
せ
ん
。
所ゆ

え以
に
言
う
、
始
覚
に
因
り
て
本
覚
に
合
す
、
と
。
禅
和
子
家
、

忽
然
と
鼻
孔
を
摸
著
す
る
は
、
便
ち
是
れ
這こ箇
の
道
理
な
り
。
然
も
此
の
事
は
人
人
分
上
に
具
足
せ
ざ
る
は
無
し
。

︿
又
曰
、
始
覚
合
本
覚
之
謂
仏
。
言
以
如
今
始
覚
合
於
本
覚
。
往
往
黙
照
之
徒
、
以
無
言
黙
然
為
始
覚
、
以
威
音
王
那
畔
為
本
覚
。
固
非
此
理
。

既
非
此
理
、
何
者
是
覚
。
若
全
是
覚
、
豈
更
有
迷
。
若
謂
無
迷
、
争
奈
釈
迦
老
子
於
明
星
現
時
忽
然
便
覚
、
知
得
自
家
本
命
元
辰
元
来
在
這
裏
。

所
以
言
、
因
始
覚
而
合
本
覚
。
禅
和
子
家
、
忽
然
摸
著
鼻
孔
、
便
是
這
箇
道
理
。
然
此
事
人
人
分
上
無
不
具
足
。﹀（
宋
版
三
丁
左
）

　

こ
こ
に
言
う
邪
師
の
輩
が
黙
照
邪
禅
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
文
面
に
記
載
さ
れ
て
い
て
明
か
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
、
大
慧
の
禅
を
考
え
る
場

合
、
そ
の
説
を
簡
潔
に
整
理
す
る
の
に
役
に
立
つ
。
大
慧
が
﹁
悟
﹂
を
強
調
す
る
に
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
理
由
が
あ
っ
た
。
仏
教
を
開
い
た

釈
尊
の
経
験
を
前
提
と
し
て
い
た
。
釈
尊
は
迷
え
る
者
か
ら
悟
れ
る
者
へ
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
伝
承
の
よ
う
に
三
五
歳
と
す
る
と
、
そ

の
経
験
以
前
は
迷
い
で
あ
り
、
そ
の
経
験
以
後
が
悟
り
と
い
う
の
で
あ
る
。
禅
の
修
行
者
も
そ
の
経
験
が
な
け
れ
ば
、
悟
り
と
言
え
な
い
し
、
実

際
に
悟
っ
た
と
い
う
経
験
を
す
れ
ば
釈
尊
と
同
じ
と
す
る
の
で
あ
る
。﹁
始
覚
﹂
と
は
不
覚
と
い
う
情
態
の
迷
え
る
人
が
、
悟
る
と
い
う
経
験
を
す

る
こ
と
で
あ
り
、
悟
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
黙
照
禅
者
は
こ
の
悟
り
の
経
験
を
認
め
な
い
た
め
に
、
迷
い
の
ま

ま
が
悟
り
と
同
じ
と
言
う
し
、
迷
う
こ
と
が
な
い
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
現
実
の
悟
り
の
経
験
を
認
め
な
い
で
、
す
べ
て
が
覚さ

と

り
と
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
黙
照
禅
者
は
本
覚
門
だ
と
い
う
の
で
あ
り
、大
慧
は
始
覚
門
で
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
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﹁
然
此
事
人
人
分
上
無
不
具
足
﹂
と
結
ん
で
い
る
所
で
あ
る
。
悟
り
を
強
調
は
す
る
が
、
そ
の
悟
り
と
は
本
来
そ
な
わ
っ
て
い
る
悟
り
に
気
づ
く
こ

と
で
あ
っ
て
、
始
覚
を
通
し
て
本
覚
を
確
認
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
不
覚
と
は
本
覚
を
見
失
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
始
覚
と
は
本
覚
へ
帰
る
こ

と
な
の
で
あ
る
。
は
じ
め
か
ら
本
覚
で
は
な
く
、
不
覚
の
自
覚
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
悟
り
の
経
験
な
く
し
て
本
覚
に
安

住
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
然
外
道
と
同
じ
に
な
る
と
大
慧
は
捉
え
、
そ
こ
に
黙
照
邪
禅
の
攻
撃
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
禅
宗
が
成
立

し
た
時
の
唐
代
禅
は
、
自
己
と
仏
を
無
媒
介
に
等
置
し
た
﹁
即
心
是
仏
﹂
と
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
、
い
わ
ば
教
理
的
に
分
類
す
れ
ば

本
覚
門
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
黙
照
禅
は
そ
れ
故
に
唐
代
禅
の
正
統
的
主
張
と
筆
者
は
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ま
大
慧
禅
の
成
立

を
黙
照
禅
と
対
比
し
て
、
し
ば
し
ば
筆
者
は
次
の
よ
う
に
図
示
し
て
き
た
。

唐
代
禅
（
↓
黙
照
禅
） 

徹
底
的
自
己
肯
定
（
本
覚
肯
定
）　

＝　

絶
対
的
自
己
肯
定
（
本
覚
現
成
）

看
話
禅 

相
対
的
自
己
肯
定
（
不
覚
）
↓
否
定
（
始
覚
）
↓
絶
対
的
自
己
肯
定
（
本
覚
回
帰
）

　

相
対
的
自
己
肯
定
の
語
は
一
般
に
使
用
さ
れ
な
い
用
語
で
あ
る
が
、
絶
対
的
自
己
肯
定
を
能
所
泯
亡
の
覚
り
と
す
れ
ば
、
い
わ
ば
能
所
が
対
立

す
る
迷
い
を
指
し
て
仮
に
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
徹
底
的
自
己
肯
定
と
は
、
唐
代
禅
の
い
う
﹁
即
心
是
仏
﹂
の
端
的
を
表
し
た
も
の
で
あ
り
、

仏
作
仏
行
と
し
て
の
坐
禅
を
当
体
と
す
る
黙
照
禅
の
究
極
の
主
張
で
あ
る
。
否
定
と
は
、
自
覚
的
に
迷
い
の
立
場
に
立
っ
て
、
手
段
と
し
て
公
案

を
使
用
す
る
看
話
禅
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
心
理
経
験
を
重
ん
じ
る
大
慧
の
い
う
﹃
大
慧
語
録
（
普
説
）﹄
巻
一
七
の
﹁
大
疑
之
下
、
必
有
大
悟
﹂（
大

正
巻
四
七
│
八
八
六
ａ
）
で
あ
る
。
看
話
禅
の
い
う
疑
か
ら
信
へ
、
不
覚
か
ら
本
覚
へ
回
帰
す
る
時
（
＝
返
本
還
源
）、
否
定
は
経
験
的
悟
り
を
経

る
の
で
あ
り
、
始
覚
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

本
覚
門
に
立
つ
黙
照
禅
と
始
覚
門
に
立
つ
看
話
禅
は
、
禅
思
想
の
二
面
で
あ
っ
て
、
互
い
に
相
い
容
れ
な
い
関
係
を
基
本
と
し
た
の
で
あ
る
。
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四　

お
わ
り
に　

　

大
慧
宗
杲
の
看
話
禅
の
大
成
は
、指
導
の
方
法
論
の
確
立
を
意
味
し
、そ
れ
は
、言
語
、地
域
、時
間
を
超
え
て
、爆
発
的
に
影
響
を
与
え
た
と
言
っ

て
よ
い
。
そ
の
著
と
し
て
日
本
で
特
に
広
ま
っ
た
無
文
慧
開（
一
一
八
三
│
一
二
六
〇
）の﹃
無
門
関
﹄の
第
一
則﹁
趙
州
狗
子
﹂に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
世
界
に
広
ま
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
中
国
で
は
、
前
川
亨
氏
の
﹁
禅
宗
史
の
終
焉
と
宝
巻
の
生

成
│
﹃
銷
釈
金
剛
科
儀
﹄
と
﹃
香
山
宝
巻
﹄
を
中
心
に
﹂（﹃
東
洋
文
化 

特
集 

中
国
の
禅
﹄
八
三
号
、
二
〇
〇
三
年
）
及
び
﹁﹁
看
話
﹂
の
ゆ
く
え

│
大
慧
か
ら
顔
丙
へ
│
﹂（﹃
専
修
大
学
人
文
科
学
年
報
﹄
第
三
七
号
、二
〇
〇
七
年
）
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、大
慧
宗
杲
の
禅
が
そ
の
頂
点
で
あ
っ

て
、
そ
の
後
は
変
容
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
今
日
の
中
国
禅
は
、
念
仏
禅
と
呼
ば
れ
る
流
れ
に
あ
ろ
う
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
筆
者
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
新
た
な
道
元
禅
が
成
立
し
た
。
興
味
深
い
大
慧
﹃
正
法
眼
蔵
﹄
と
道
元
の
真
字
﹃
正
法
眼

蔵
﹄
の
問
題
は
、
別
の
論
文
で
何
度
も
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
。
先
に
紹
介
し
た
大
慧
﹃
正
法
眼
蔵
﹄
の
成
立
は
、﹁
琅
邪
﹂
の
項
の
長
文
の
拈
語

で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
修
行
者
に
転
迷
開
悟
（
＝
以
悟
為
則
）
さ
せ
る
話
を
随
意
に
選
ん
だ
も
の
で
、﹃
正
法
眼
蔵
﹄
三
巻
の 

全
六
六
三
則
（
従
来

の
六
六
一
則
説
を
改
め
る
）
の
公
案
集
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
著
は
未
だ
全
身
全
霊
の
無
字
へ
の
取
り
組
む
看
話
禅
の
方
法
ま
で
至
っ

て
い
な
い
も
の
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
道
元
の
真
字
﹃
正
法
眼
蔵
﹄
は
、
別
本
﹃
大
悟
﹄
の
語
で
言
え
ば
、
道
元
は
全
く
正
反
対
の
﹁
先
師

ヨ
ノ
ツ
ネ
ニ
衆
ニ
シ
メ
シ
テ
イ
ハ
ク
、
参
禅
者
心
身
脱
落
也
、
不
是
待
悟
為
則
﹂（
臨
川
書
店
本
四
八
七
頁
）
と
あ
る
か
ら
、
基
本
的
に
は
大
慧
と

対
立
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
で
き
よ
う
。

　

大
慧
禅
は
韓
国
の
曹
渓
宗
の
中
興
の
祖
の
知
訥
（
一
一
五
八
│
一
二
一
〇
）
及
び
日
本
の
臨
済
禅
の
大
成
者
の
白
隠
慧
鶴
（
一
六
八
五
│

一
七
六
八
）
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
二
人
の
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
て
こ
の
論
文
を
結
ん
で
お
こ
う
。

　

先
ず
韓
国
に
お
い
て
は
、
韓
国
仏
教
史
上
最
も
重
要
な
知
訥
と
大
慧
の
看
話
禅
と
の
関
係
を
述
べ
た
い
。
そ
の
知
訥
に
つ
い
て
は
、
伝
記
の
第

一
資
料
の
金
君
綏
撰
﹁
昇
平
府
曹
渓
山
松
広
寺
仏
日
普
照
国
師
碑
銘
並
序
﹂
を
中
心
に
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

知
訥
は
、
牧
牛
子
と
号
す
。
京
西
洞
州
（
黄
海
道
瑞
興
郡
）
の
鄭
氏
に
生
ま
れ
、
母
に
つ
い
て
は
趙
氏
と
い
う
。
一
六
歳
（
八
歳
と
も
）
の
時
、

闍
崛
山
派
の
宗
輝
の
下
で
出
家
し
た
。
二
五
歳
の
時
に
僧
科
に
応
試
し
て
合
格
し
た
。
つ
い
で
南
遊
し
て
全
羅
南
道
の
清
涼
寺
に
安
居
し
、
一
日
、

惠
昕
本
﹃
六
祖
壇
経
﹄
の
﹁
真
如
自
性
起
念
、
六
根
雖
見
聞
覚
知
、
不
染
万
境
、
真
性
而
常
自
在
﹂（
石
井
修
道
﹁
恵
昕
本
﹃
六
祖
壇
経
﹄
の
研
究
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│
定
本
の
試
作
と
敦
煌
本
と
の
対
照
│
﹂
一
二
五
頁
、﹃
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
﹄
第
一
一
号
、
一
九
八
〇
年
）
の
文
に
驚
愕
し
、
深
く
感
じ
る

も
の
が
あ
っ
た
。
二
八
歳
で
下
柯
山
普
門
寺
（
慶
北
醴
泉
郡
）
で
蔵
経
を
研
鑽
し
、特
に
李
通
玄
の
﹃
新
華
厳
経
論
﹄
の
影
響
の
下
で
﹁
会
教
帰
禅
﹂

の
方
向
を
見
出
し
た
。﹃
華
厳
論
節
要
﹄
三
巻
が
残
る
。
三
三
歳
で
公
山
居
祖
寺
で
同
志
と
定
慧
社
を
結
び
、﹁
勧
修
定
慧
結
社
文
﹂
を
製
し
た
。

　

知
訥
が
大
悟
し
た
の
は
、
四
一
歳
の
神
王
元
年
（
一
一
九
八
）、
全
羅
南
道
の
智
異
山
無
住
菴
に
入
り
、
内
観
を
厳
修
し
た
時
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

あ
る
日
、﹃
大
慧
語
録
（
法
語
）﹄
巻
一
九
の
﹁
示
妙
証
居
士
聶
寺
丞
法
語
﹂
の
文
の
出
逢
う
の
で
あ
る
。

﹁
禅
は
静
処
に
在
ら
ず
、鬧ど

う
し
ょ処
に
在
ら
ず
、思
量
分
別
の
処
に
在
ら
ず
、日
用
応
縁
の
処
に
在
ら
ず
。
是
の
如
く
と
然い
え
ど雖
も
、第
一
に
静
処
、鬧
処
、

日
用
応
縁
処
、
思
量
分
別
処
を
捨す却
て
て
参
ず
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
忽も然
し
も
眼
開
か
ば
、
都す
べ

て
是
れ
自
家
屋
裏
の
事
な
り
。﹂

︿
禅
不
在
静
処
、
不
在
鬧
処
、
不
在
思
量
分
別
処
、
不
在
日
用
応
縁
処
。
然
雖
如
是
、
第
一
不
得
捨
却
静
処
鬧
処
日
用
応
縁
処
思
量
分
別
処
参
。

忽
然
眼
開
、
都
是
自
家
屋
裏
事
。﹂（
大
正
巻
四
七
│
八
九
三
ｃ
～
八
九
四
ａ
、﹃
禅
語
録
﹄
一
一
八
頁
参
照
）

　

こ
の
文
に
至
る
や
、
忽
然
と
し
て
大
悟
す
る
の
で
あ
る
。
知
訥
は
そ
の
禅
の
大
系
を
構
築
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
圭
峰
宗
密
の
著
作
の
﹃
裴
休

拾
遺
問
（
法
集
別
行
録
）﹄
の
﹃
法
集
別
行
録
節
要
並
入
私
記
﹄
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
関
連
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
知
訥
は
神

王
三
年
（
一
二
〇
〇
）、
居
祖
寺
よ
り
松
広
山
吉
祥
寺
に
定
慧
社
を
移
す
。
後
に
煕
宗
元
年
（
一
二
〇
五
）
に
﹁
曹
渓
山
修
禅
社
﹂
と
改
称
す
る
の

で
あ
る
。
煕
宗
六
年
三
月
二
十
七
日
、
五
三
歳
で
示
寂
。
煕
宗
は
仏
日
普
照
国
師
と
諡
し
、
塔
を
甘
露
と
号
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
仏
教
史
上
に
禅
宗
が
隆
盛
す
る
基
礎
を
築
い
た
の
は
、
知
訥
で
あ
り
、
曹
溪
宗
の
中
興
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
知
訥
は
華
厳

と
禅
の
教
禅
一
致
の
中
に
も
禅
主
教
従
の
立
場
が
見
ら
れ
、
大
慧
の
臨
済
宗
の
看
話
禅
の
影
響
を
承
け
な
が
ら
そ
の
思
想
は
大
成
さ
れ
た
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
著
述
に
は
、
そ
の
外
に
﹃
定
慧
結
社
文
﹄、﹃
真
心
直
説
﹄、﹃
修
心
訣
﹄、﹃
誡
初
心
学
人
文
﹄、﹃
円
頓
成
仏
論
﹄、﹃
看
話

決
疑
論
﹄、﹃
念
仏
要
門
﹄、﹃
六
祖
壇
経
跋
文
﹄
等
が
あ
り
、
全
体
的
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
大
慧
の
看
話
禅
と
の
関
係
を
簡

単
に
指
摘
す
る
の
み
で
留
め
て
お
こ
う
。

　

日
本
の
白
隠
慧
鶴
の
基
本
思
想
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
大
拙
の
﹁
不
生
禅
概
観
﹂（﹃
鈴
木
大
拙
全
集
﹄
巻
一
所
収
、
七
頁
。
岩
波
書
店
）
の
﹁
所

謂
る
臨
済
宗
で
は
、
南
宋
禅
の
系
統
を
伝
へ
た
外
、
別
に
こ
れ
と
云
ふ
べ
き
特
殊
の
禅
思
想
の
挙
揚
は
な
か
つ
た
。
江
戸
時
代
中
期
に
至
り
て
、

白
隠
禅
師
の
看
話
禅
に
お
い
て
、
禅
修
行
の
方
法
上
技
術
上
の
新
展
開
及
び
或
る
意
味
で
の
禅
思
想
の
体
系
化
を
見
た
﹂
と
い
う
説
に
筆
者
は
賛

同
し
て
い
る
。
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白
隠
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
十
二
月
二
十
五
日
、
駿
州
駿
東
郡
浮
島
原
（
静
岡
県
沼
津
市
原
）
の
杉
山
氏
に
生
ま
れ
る
。
母
は
長
沢
氏
。

一
五
歲
で
村
の
菩
提
寺
の
鶴
林
山
松
蔭
寺
に
入
り
単
礼
宗
伝
に
つ
い
て
出
家
し
、
名
を
慧
鶴
（
幼
名
を
岩
次
郎
）
と
改
め
た
。
二
〇
歲
の
時
、
雲

棲
袾
宏
の
﹃
禅
関
策
進
﹄
の
﹁
夜
坐
し
て
睡
ら
ん
と
す
る
に
、
錐
を
引
い
て
自
ら
刺
す
﹂
と
い
う
汾
陽
の
﹁
引
錐
自
刺
﹂
を
読
み
発
奮
し
て
修
行

し
た
。
二
四
歲
で
越
後
の
英
厳
寺
の
性
徹
の
下
で
大
悟
し
た
時
の
様
子
は
、﹃
白
隠
年
譜
﹄
に
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

一
夜
恍
然
と
し
て
暁
に
達
す
、
乍た

ち
まち
遠
寺
の
鐘
声
を
聞
く
。
微
音
纔わ
ず

か
に
耳
に
入
る
と
き
、
則
ち
底
に
徹
し
て
根
塵
を
剥は
く

落ら
く

す
。
恰あ
た
かも
耳
辺

に
て
洪
鐘
を
撃
つ
が
如
し
。
豁
然
と
し
て
大
悟
す
。

︿
一
夜
恍
然
達
暁
、乍
聞
遠
寺
鐘
声
。
微
音
纔
入
耳
、則
徹
底
剥
落
根
塵
。
恰
如
在
耳
辺
而
撃
洪
鐘
。
豁
然
大
悟
。﹀（﹃
白
隠
全
集
﹄巻
一
、一
六
頁
）

　

こ
の
大
悟
に
対
し
て
、﹃
白
隠
年
譜
﹄
に
は
、
白
隠
は
﹁
三
百
年
来
、
未
だ
予
が
如
き
痛
快
に
了
徹
す
る
者
有
ら
ず
、
四
海
を
一
掃
し
て
誰
か
我

が
機
鋒
に
当
た
ら
ん
﹂
と
思
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
性
徹
は
許
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
白
隠
を
代
表
す
る
公
案
を
示
し
た

﹃
隻せ

き

手し
ゆ

音
声
﹄（﹃
藪や
ぶ

柑こ
う

子じ

﹄
の
異
本
）
を
参
考
に
す
る
と
、
白
隠
禅
の
成
立
と
無
関
係
で
は
無
い
と
言
え
よ
う
。

老
夫
初
め
十
五
歳
に
し
て
出
家
、 
二
十
二
三
之
間
、
大
憤
志
を
発
し
て
、
昼
夜
に
精
彩
を
つ
け
、
単
々
に
無
の
字
を
参
究
し
、 

二
十
四
歲
の
春
、

越
の
英
巌
練
若
に
お
ゐ
て
夜
半
に
鐘
声
を
聞
ひ
て
、
忽
然
と
し
て
打
発
す
。
夫
よ
り
今
年
四
十
五
年
が
間
、
親
戚
朋
友
を
択え

ら
ば
ず
、
老
幼

尊
卑
を
捨
ず
、
何
と
ぞ
一
同
大
事
透
脱
の
力
を
得
ら
れ
よ
か
し
と
、
或
ひ
は
自
己
に
付
て
疑
は
し
め
、
或
ひ
は
無
の
字
を
挙
揚
せ
し
め
、
種
々

方
便
を
め
ぐ
ら
し
、
提
携
教
喩
し
け
る
に
。
其
中
間
、
少
分
相
応
を
得
て
、
歓
喜
を
得
た
る
人
々
は
、
老
幼
男
女
、
緇
素
尊
鄙
、
大
凡
数
十

人
に
及
ぶ
べ
く
覚
へ
侍
り
。
こ
の
五
六
个
年
来
は
、
思
ひ
付
き
た
る
事
侍
り
て
、
隻
手
の
声
を
聞
届
け
玉
ひ
て
よ
と
指
南
し
侍
る
に
、
従
前

の
指
南
と
抜
群
の
相
違
あ
り
て
、
誰
々
も
格
段
に
疑
団
起
り
易
く
、
工
夫
励
み
進
み
や
す
き
事
、
雲
泥
の
隔
て
こ
れ
あ
る
様
に
覚
へ
侍
り
。

是
に
依
て
只い

ま今
専
一
に
隻
手
の
工
夫
を
勧
め
侍
り
。蓋
し
隻
手
の
工
夫
と
は
如
何
な
る
事
ぞ
と
な
ら
ば
、即
今
両
手
相
合
せ
て
打
つ
時
は
、丁
々

と
し
て
声
あ
り
、
只
隻
手
を
揚
る
時
は
音
も
な
く
臭
も
な
し
。
是こ

れ

彼
の
孔
夫
子
の
謂
ゆ
る
上
天
の
言
と
云
ん
か
、
彼
の
山
姥
が
云
け
ん
一
丁

空む
な
し
き敷
谷
の
響
は
無
生
音
を
聞
く
便た
よ
りと
成
る
と
は
、此
等
の
大
事
に
や
は
あ
る
。
是
全
く
耳
を
以
て
聞
き
べ
き
に
あ
ら
ず
、思
量
分
別
を
交
へ
ず
、

見
聞
覚
知
を
離
れ
て
、
単
々
に
行
住
坐
臥
の
上
に
お
い
て
、
透
間
も
な
く
参
究
し
も
て
行
き
侍
れ
ば
、
理
つ
き
詞
究
て
、
技
も
ま
た
究
る
処

に
お
い
て
、
忽
然
と
し
て
生
死
の
業
海
を
踏
翻
し
、
無
明
の
窟
宅
を
劈
破
す
、
是
を
鳳
、
金
網
を
離
れ
、
鶴
、
籠
を
脱
す
る
底
の
時
節
と
云
ふ
。

⋮
⋮
縦た

と

ひ
隻
手
の
円
音
を
聞
届
け
玉
ひ
、
一
切
の
音
声
を
止
め
得
玉
ひ
た
り
と
も
、
精
麁
あ
り
、
遠
近
有あ
る

事
に
侍
れ
ば
、
老
僧
が
膝
下
に
お
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い
て
旧
参
久
し
く
穿
鑿
を
経
し
僧
を
尋
ね
求
め
玉
ひ
て
、
親
敷し
く

証
拠
し
決
定
し
玉
ふ
べ
し
。
縦
ひ
又ま
た

如
上
の
因
縁
を
証
得
し
了
知
し
玉
ひ
た

り
と
も
、
以
て
足
れ
り
と
し
て
容
易
に
休
罷
し
玉
ふ
べ
か
ら
ず
。（﹃
白
隠
全
集
﹄
巻
四
、三
八
九
～
三
九
六
頁
）

　

こ
れ
が
先
に
鈴
木
大
拙
の
い
う
﹁
禅
修
行
の
方
法
上
技
術
上
の
新
展
開
﹂
で
あ
り
、﹃
隻せ

き

手し
ゆ

音
声
﹄
は
、白
隠
が
二
〇
歲
の
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）

五
月
二
十
七
日
に
亡
く
な
っ
た
の
母
の
五
〇
年
忌
の
霊
前
の
法
語
と
も
い
い
、
異
本
の
﹃
藪や

ぶ

柑こ
う

子じ

﹄
も
白
隠
の
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
の
六
九

歲
の
時
に
岡
山
侯
侍
側
に
送
っ
た
も
の
と
い
う
。

　

先
の
話
に
戻
る
と
、性
徹
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、そ
の
後
に
訪
れ
た
信
濃
の
飯
山
の
正
受
庵
の
道
鏡
慧
端（
一
六
四
二
│
一
七
二
一
）に
出
会
い
、

大
成
す
る
の
で
あ
る
。
正
受
老
人
か
ら
与
え
ら
れ
る
公
案
に
対
し
て
、
白
隠
は
い
く
つ
も
所
解
を
呈
し
た
が
、
正
受
老
人
か
ら
は
穴
蔵
禅
坊
主
と

怒
鳴
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
慢
心
の
鼻
柱
を
へ
し
折
ら
れ
た
。
あ
る
日
、
托
鉢
に
出
て
、
老
婆
に
箒
で
一
打
さ
れ
た
の
が
転
機
と
な
り
、
白
隠
は
一

時
に
了
悟
し
た
。
喜
ん
で
正
受
庵
に
帰
っ
た
時
、
正
受
老
人
は
大
い
に
喜
び
、﹁
汝
、
徹
せ
り
﹂
と
許
し
た
の
で
あ
る
。

　

正
受
老
人
の
下
を
辞
し
て
後
、
京
都
の
白
幽
子
と
い
う
仙
人
を
尋
ね
、
内
観
の
法
を
授
か
っ
た
。
こ
れ
を
も
と
に
﹃
夜
船
閑
話
﹄
を
撰
述
す
。

三
二
歲
で
松
蔭
寺
に
住
し
、
そ
の
後
、
全
国
の
諸
寺
で
提
唱
し
、
ま
た
多
く
の
著
述
を
残
し
た
。
晩
年
、
七
五
歲
よ
り
三
島
の
龍
沢
寺
を
開
創
し
、

活
躍
す
。
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
十
二
月
十
一
日
に
示
寂
す
。
書
や
絵
画
に
秀
で
、
僧
俗
に
与
え
た
影
響
は
無
限
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

白
隠
の
著
の
中
で
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、﹃
坐
禅
和
讃
﹄
で
あ
ろ
う
。
そ
の
冒
頭
は
有
名
な
﹁
衆
生
本
来
仏
な
り
﹂
で
は
じ
ま
る
。
こ
の
語

に
よ
っ
て
道
元
禅
と
類
似
す
る
と
考
え
る
の
は
、
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。
既
に
﹁
道
元
の
﹃
坐
禅
儀
﹄
と
白
隠
の
﹃
坐
禅
和
讃
﹄
の
違
い
﹂（﹃
道

元
禅
の
成
立
史
的
研
究
﹄
所
収
、
五
九
七
頁
以
下
、
大
蔵
出
版
、
一
九
九
一
年
）
で
検
討
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
白
隠
の
﹁
衆
生
本
來

仏
な
り
﹂
の
語
は
、
前
述
の
中
で
注
目
し
た
大
慧
宗
杲
の
﹁
然
此
事
人
人
分
上
無
不
具
足
﹂
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
大
慧
宗
杲
の
禅
の
特
色
あ
る
語
と
し
て
﹁
大
疑
の
下
に
大
悟
あ
り
﹂
と
共
に
伝
わ
る
、
有
名
な
次
の
﹁
動
中
の
工
夫
は
静
中
に
勝
る
こ

と
百
千
億
倍
す
﹂
の
語
が
、
白
隠
の
﹃
遠
羅
天
釜
﹄
巻
之
上
に
よ
っ
て
創
唱
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
結
び
と
し
て
お
こ
う
。

然し
か

ラ
バ
則
チ
何
ヲ
指
シ
テ
カ
得と
く
り
き力
ト
云
ワ
ン
ヤ
。
去さ

ル
程ほ
ど

ニ
、
大
恵
禅
師
モ
動
中
ノ
工く

夫ふ
う

ハ
静
中
ニ
勝ま
さ

ル
事こ
と

百
千
億
倍
ス
、
ト
申
シ
置
カ
レ

侍
リ
。（﹃
白
隠
禅
師
法
語
全
集
﹄
第
九
冊
一
九
八
頁
。
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
）

　

そ
の
注
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

こ
の
と
お
り
の
言
葉
は
見
え
ず
。﹃
大
慧
書
﹄﹁
富
枢
密
に
与
え
る
第
三
書
﹂に﹁
但た只
だ
狗
子
無
仏
性
の
話
を
挙
せ
。
両
種
の
病
は
、力
を
用
っ
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て
排
遣
す
る
を
著え

ず
と
も
、
当
下
に
怗
怗
地
な
ら
ん
。
日
久
月
深
、
纔
か
に
省
力
を
覚
せ
ば
、
便
ち
是
れ
得
力
の
処
な
り
。
亦
た
静
中
の
工

夫
を
做な

す
こ
と
を
著え

ず
と
も
、
只
だ
這
れ
便
ち
是
れ
工
夫
な
り
﹂
と
い
う
趣
意
か
。

　

大
慧
の
著
作
に
見
出
せ
な
い
語
と
し
て
も
、
こ
の
語
が
従
来
述
べ
て
き
た
大
慧
禅
の
特
色
を
見
事
に
言
い
表
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ

故
に
、大
慧
禅
の
特
色
と
し
て
日
本
に
お
い
て
伝
承
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
既
に
富
枢
密
に
与
え
た
書
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
、﹃
宏
智
録
﹄
に
﹁
長

蘆
覚
禅
師
語
録
序
﹂
を
寄
せ
た
富
枢
密
が
大
慧
の
指
導
で
黙
照
邪
禅
を
克
服
し
て
大
悟
し
た
こ
と
は
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

［
付
録
］　　
　
　

駒
澤
大
学
福
建
省
曹
洞
祖
庭
巡
拝
記

（
一
）

　

二
〇
一
六
年
は
湖
南
省
・
江
西
省
に
引
き
続
き
、
駒
澤
大
学
福
建
・
広
東
省
曹
洞
祖
庭
巡
拝
団
（
団
長 

石
井
修
道
、
副
団
長 

程
正
、
秘
書
長 

小

早
川
浩
大
）
を
結
成
し
、
十
名
で
十
月
八
日
～
十
六
日
の
間
に
、
主
に
福
建
省
と
一
部
広
東
省
に
巡
拝
し
た
。
今
回
も
従
来
と
同
様
に
中
国
河
北

省
中
国
国
際
旅
行
社
の
張
鉄
民
さ
ん
に
全
行
程
通
訳
ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
、
日
本
の
旅
行
社
ベ
ル
モ
ア
の
神
宮
寺
将
雄
さ
ん
に
随
行
員
と
な
っ
て

い
た
だ
い
た
。

　

今
回
は
真し

ん
け
つ
せ
い
り
よ
う

歇
清
了
（
一
〇
八
八
│
一
一
五
一
）
の
雪
峰
寺
を
除
け
ば
、
曹
洞
祖
庭
と
密
接
に
関
係
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
地
方
で
は
あ
る
が
、

今
後
報
告
す
る
よ
う
に
、
禅
宗
史
を
考
え
る
に
は
重
要
な
多
く
の
寺
院
が
含
ま
れ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

今
年
は
台
風
の
影
響
も
あ
っ
て
、
日
本
も
中
国
も
雨
が
心
配
さ
れ
た
。
十
月
八
日
に
厦
門
航
空
八
一
〇
便
で
成
田
か
ら
一
四
時
五
五
分
発
に
出

発
し
、
福
州
空
港
に
一
七
時
四
五
分
に
到
着
し
た
。
そ
の
日
は
移
動
の
み
で
福
州
市
台
江
区
五
一
広
場
高
橋
路
二
六
号
に
あ
る
福
建
陽
光
仮
日
大

酒
店
に
一
泊
し
た
。
そ
の
後
、
三
・
四
日
は
小
雨
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
日
程
上
で
は
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
。

　

ま
ず
、
十
月
九
日
に
、
ホ
テ
ル
を
出
発
し
て
、
福
州
市
晋
安
区
新
店
鎮
赤
星
村
に
あ
る
昇し

よ
う
ざ
ん山霊
巌
寺
を
訪
ね
た
。
山
の
麓
で
大
型
バ
ス
か
ら
普

通
乗
用
車
に
乗
り
換
え
た
が
、
九
月
十
五
日
未
明
に
上
陸
し
た
ス
ー
パ
ー
台
風
の
為
に
山
門
の
す
ぐ
近
く
の
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
ま

で
た
ど
り
着
い
た
後
は
一
部
徒
歩
で
行
っ
た
。
雪せ

つ
ぽ
う
ぎ
そ
ん

峰
義
存
の
法
嗣
の
玄げ
ん
し
や砂
（
沙
）
師し

び備
（
八
三
五
│
九
〇
八
）
の
住
持
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
玄
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砂
師
備
に
つ
い
て
は
、
道
元
禅
師
が
早
い
時
期
に
一
人
の
禅
者
の
み
を
取
り
上
げ
た
﹃
一
顆
明
珠
﹄
の
巻
が
あ
り
、﹃
行
持
﹄
に
も
取
り
上
げ
ら
て

い
る
。﹃
一
顆
明
珠
﹄
の
冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
て
重
要
な
禅
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

娑
婆
世
界
大
宋
国
、
福
州
玄
砂
山
院
宗
一
大
師
、
法
諱
師
備
、
俗
姓
者
謝
な
り
。
在
家
の
そ
の
か
み
釣
魚
を
愛
し
、
舟
を
南
台
江
に
う
か
べ

て
、も
ろ
も
ろ
の
つ
り
人
に
な
ら
ひ
け
り
。
不
釣
自
上
の
金
鱗
を
不
待
に
も
あ
り
け
ん
。
唐
の
咸
通
の
は
じ
め
、た
ち
ま
ち
に
出
塵
を
ね
が
ふ
。

舟
を
す
て
ゝ
山
に
い
る
。
そ
の
と
し
三
十
歳
に
な
り
け
り
。
浮
世
の
あ
や
ふ
き
を
さ
と
り
、
仏
道
の
高
貴
を
し
り
ぬ
。
つ
ひ
に
雪
峰
山
に
の

ぼ
り
て
、
真
覚
大
師
に
参
じ
て
、
昼
夜
に
辧
道
す
。（
岩
波
文
庫
本
Ⅰ
一
八
〇
頁
）

　

玄
砂
に
は
林
澂
が
撰
し
た﹃
碑
文
﹄が
あ
り
、﹁
其
の
年（
九
〇
八
）の
十
二
月
十
日
、霊
龕
は
閩び

ん
け
ん県
懐
賢
里
の
飛
山
の
原
に
帰
る
。
礼
に
従
う
な
り
﹂

（﹃
玄
沙
広
録
﹄
巻
下
所
収
、禅
文
化
訓
注
本
二
七
七
頁
）
と
あ
り
、昇
山
は
飛
山
と
喚
ば
れ
、玄
砂
の
墓
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

私
は
一
九
九
〇
年
に
尋
ね
、玄
砂
師
備
の
墓
だ
と
紹
介
さ
れ
た
の
で
、﹃
正
法
眼
蔵
行
事
に
学
ぶ
﹄（
禅
文
化
研
究
所
）
三
八
三
頁
に
﹁
玄
砂
師
備
の
塔
﹂

と
し
て
写
真
を
載
せ
た
が
、
今
回
確
認
す
る
と
、
文
字
は
解
読
不
明
な
が
ら
も
、
歴
住
の
墓
の
よ
う
で
、
師
備
個
人
に
断
定
は
で
き
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
玄
砂
師
備
が
歴
住
者
に
は
違
い
な
い
の
で
、
こ
の
墓
塔
の
前
で
舎
利
礼
文
を
読
誦
し
て
供
養
し
た
。
現
在
、
七
名
の
僧
侶

が
住
ま
い
し
、中
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
と
い
う
修
行
僧
に
出
会
っ
て
驚
か
さ
れ
た
。
詳
し
い
出
家
の
事
情
な
ど
を
伺
う
時
間
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、

﹃
宋
高
僧
傳
﹄
巻
一
三
の
﹁
玄
沙
師
備
伝
﹂
に
﹁（
師
）
備
、
三
十
年
化
を
演
べ
て
、
禅
侶
七
百
許ば

か
りの
人
あ
り
、
其
の
法
を
得
る
者
衆お
お

し
、
⋮
⋮
江

表
の
学
人
は
、
風
に
乗
っ
て
草
に
偃ふ

せ
ざ
る
は
無
し
﹂（
大
正
蔵
巻
五
〇
│
七
八
六
ａ
）
と
あ
る
の
に
、
こ
の
寺
が
玄
砂
師
備
と
関
係
が
あ
っ
た
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

次
い
で
晋
安
区
嶺
頭
郷
石
牌
村
の
林
陽
寺
（
林
陽
山
瑞
峰
院
）
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
道
路
も
台
風
の
為
に
寸
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
途
中
で
引
き
返
し
、
迂
回
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
寺
は
鼓
山
涌
泉
寺
、
雪
峰
崇
聖
寺
、
象
峰
崇
福
寺
、
怡い

さ
ん山

西
禅
寺
、
瑞
峰
林
陽
寺
の
福
州

五
大
禅
林
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
伽
藍
は
整
い
、
三
〇
人
の
僧
侶
が
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
晋
の
天
福
元
年
（
九
三
六
）
に
安
国
弘こ

う
と
う滔

（
嗣
雪
峰
義
存
）
の
法
嗣
の
瑞
峰
志
瑞
（
八
九
二
│
九
六
九
）
が
禅
寺
と
し
て
創
建
し
た
と
伝
え
る
。
中
興
は
塔
の
残
る
古
月
法
師
（
一
八
四
三

│
一
九
一
九
）
で
、
一
八
九
五
年
に
雪
峰
崇
聖
寺
に
住
持
し
て
以
来
、
象
峰
崇
福
寺
、
鼓
山
涌
泉
寺
、
怡
山
西
禅
寺
、
瑞
峰
林
陽
寺
を
復
興
し
、

現
在
の
福
州
の
仏
教
界
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
で
あ
る
。
中
国
仏
教
協
会
初
代
会
長
の
円
瑛
法
師
（
一
八
七
八
│
一
九
五
三
）
も

一
九
三
〇
年
に
住
持
し
た
と
い
う
。
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午
後
は
晋
安
区
鼓
鎮
に
あ
る
鼓
山
涌
泉
寺
を
拝
観
し
た
。
鼓
山
全
体
は
広
大
な
公
園
と
な
っ
て
お
り
、
涌
泉
寺
は
雪
峰
義
存
に
嗣
法
し
た
鼓く
ざ
ん山

神じ
ん
あ
ん晏
（
八
六
三
│
九
三
九
）
の
住
持
地
で
あ
る
。
鼓
山
は
、
当
時
、
こ
の
一
帯
を
支
配
し
た
十
国
の
一
つ
の
閩
の
王
審
知
（
忠ち
ゆ
う
い
お
う

懿
王
、
八
六
二
│

九
二
五
）に
庇
護
を
承
け
、語
録
も
存
在
し
て
詳
細
な
硏
究
は
こ
れ
か
ら
作
さ
れ
る
べ
き
人
で
あ
る
。﹃
宋
高
僧
傳
﹄巻
一
三
の﹁
漳
州
羅
漢
院
桂け

い
ち
ん琛
伝
﹂

（
大
正
蔵
巻
五
〇
│
七
八
七
ａ
）
に
よ
る
と
、
同
じ
雪
峰
義
存
下
の
鼓
山
神
晏
と
玄
砂
師
備
と
の
間
に
軋
轢
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
雪
峰
の
禅

風
を
巡
る
対
立
は
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
山
内
に
は
宋
代
の
経
塔
や
﹁
鼓
山
摩
崖
題
刻
﹂
と
喚
ば
れ
る
多
く
の
岩
壁
の
題
刻

の
中
に
朱
熹
の
も
の
な
ど
が
見
ら
れ
た
。
興
味
深
い
話
の
中
に
涌
泉
の
場
所
に
書
か
れ
た
﹁
知
恩
報
恩
﹂
の
文
字
の
中
で
、
最
初
の
﹁
恩
﹂
よ
り

最
後
の
﹁
恩
﹂
の
字
が
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
と
の
説
明
に
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
再
び
同
じ
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
。

　

十
日
は
高
速
道
路
を
通
っ
て
建
陽
市
に
向
か
っ
た
。
莒き

よ
こ
う
ち
ん

口
鎮
仏
迹
嶺
に
あ
る
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
│
七
八
八
）
の
初
開
道
場
の
聖し
よ
う
せ
き
じ

迹
寺
を
拝
観

す
る
為
で
あ
る
。
既
に
昨
年
の
江
西
省
で
、
馬
祖
の
重
要
な
住
持
地
の
贛か

ん
け
ん県
田
村
鎮
東
山
村
龔き
よ
う
こ
う
ざ
ん

公
山
の
宝
華
寺
と
南
昌
市
東
湖
区
民
徳
路
一
八
一

号
の
佑ゆ

う
み
ん
じ

民
寺
（
開
元
寺
）
と
示
寂
地
の
靖
安
県
宝
峰
鎮
宝
珠
峰
下
の
宝
峰
寺
（
泐ろ
く
た
ん
じ

潭
寺
）
は
拝
観
済
み
で
あ
る
。
献
本
し
て
い
た
だ
い
た
愛
媛
大

学
の
邢
東
風
先
生
の
﹃
馬
祖
語
録
﹄（
中
州
古
藉
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
で
聖
迹
寺
の
こ
と
を
知
り
、
是
非
、
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
五
月
十
三
日
に
花
園
大
学
で
行
わ
れ
た
﹃
臨
済
録
﹄
の
国
際
学
会
で
も
邢
先
生
に
出
会
い
、
訪
問
の
予
定
を
告
げ
て
い
た
。

　

早
速
、
邢
先
生
は
謝
道
華
先
生
（
前
建
陽
市
旅
行
局
局
長
）
に
電
話
下
さ
り
、
連
絡
が
つ
い
て
い
て
、
現
地
で
迎
え
て
い
た
だ
い
た
。
す
ぐ
に

朱
子
が
没
し
た
考
亭
村
へ
案
内
さ
れ
、
そ
こ
は
か
つ
て
朱
子
の
考
亭
書
院
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
は
ダ
ム
建
設
の
為
に
移
築
し
た
考
亭

書
院
の
門
が
あ
り
、
や
が
て
書
院
も
復
元
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
完
成
図
を
門
の
と
こ
ろ
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
に
昼
食
中
に
予
定
の

朱
子
の
墓
（
建
陽
市
唐
石
里
（
黄
坑
鎮
）
大
林
谷
）
へ
の
お
参
り
は
時
間
的
に
厳
し
い
と
の
話
に
な
っ
た
。
謝
先
生
は
建
陽
市
博
物
館
館
長
の
経

験
が
あ
り
、
中
で
も
中
国
で
は
兎と

ご
う
さ
ん

毫
盞
（
日
本
で
い
う
禾の
ぎ

目め

天
目
）
と
呼
ば
れ
る
有
名
な
建け
ん
さ
ん盞
（
茶
盞
）
の
宋
代
の
建
窯
の
研
究
の
専
門
家
で
、

そ
の
関
係
の
著
書
も
多
く
あ
る
方
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
建
窯
跡
へ
の
見
物
の
時
間
は
な
い
が
、
予
定
を
変
更
し
て
現
在
の
黒
磁
器
の
名
工

の
謝
松
青
氏
の
工
場
を
参
観
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
謝
道
華
先
生
が
建
窯
の
専
門
家
で
あ
る
こ
と
は
、
邢
先
生
か
ら
も
知
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
計
画
に
余
裕
は
な
か
っ
た
訳
で
、
陶
磁
器
工
場
へ
の
予
定
変
更
は
結
果
的
に
は
参
加
者
か
ら
は
よ
か
っ
た
と
感
謝
さ
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
日
の
主
目
的
の
聖
迹
寺
も
訪
れ
た
。
わ
ず
か
な
距
離
で
は
あ
る
が
、
寺
の
近
く
は
謝
先
生
が
前
も
っ
て
用
意
さ
れ
た
普
通
乗
用

車
に
乗
り
換
え
て
到
着
し
た
。
伽
藍
は
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
が
、
釈
本
印
尼
（
八
三
歳
）
と
釈
沢
長
法
師
（
九
三
歳
）
が
紹
介
さ
れ
た
。
近
く
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に
あ
る
﹁
佛
跡
嶺
﹂
と
岩
壁
に
刻
ま
れ
た
場
所
ま
で
は
、足
下
が
悪
い
の
で
、希
望
者
の
み
の
見
学
に
な
っ
た
が
、半
分
以
上
が
希
望
し
、私
は
残
っ

て
薬
草
に
詳
し
い
婦
人
の
話
を
伺
っ
た
。
こ
の
日
の
建
陽
の
日
程
を
終
え
て
、
場
所
を
移
動
し
て
武
夷
山
遠
華
国
際
大
飯
店
に
宿
泊
し
た
。

　

十
一
日
の
午
前
中
は
、
山
水
の
名
勝
と
し
て
有
名
な
世
界
遺
産
の
武ぶ

夷い

山さ
ん

を
訪
れ
、
武
夷
山
観
光
最
大
の
目
玉
の
九
曲
渓
を
竹
の
イ
カ
ダ
で
下
っ

た
。
中
国
の
河
は
黄
色
く
濁
っ
て
い
る
の
が
、
一
般
的
な
印
象
で
あ
る
が
、
日
本
人
に
と
っ
て
こ
の
地
の
清
流
の
大
河
を
見
る
だ
け
で
も
大
変
楽

し
い
思
い
出
と
な
っ
た
。

　

午
後
は
福
州
へ
の
帰
途
に
つ
き
、
今
回
の
最
大
の
目
的
地
で
あ
る
閩
侯
県
西
北
雪
峰
鳳
凰
山
南
麓
の
雪
峰
山
崇
聖
寺
を
参
拝
し
た
。
首
座
の
明

深
法
師
か
ら
案
内
を
う
け
た
。
こ
こ
で
は
歴
住
の
中
の
雪
峰
義
存
（
八
二
二
│
九
〇
八
）
を
中
心
に
述
べ
、
丹た

ん

霞か

子し

淳じ
ゆ
んの
法
嗣
の
真
歇
清
了
は

大だ
い
え
そ
う
こ
う

慧
宗
杲
と
絡
め
て
後
に
述
べ
て
み
よ
う
。

　

雪
峰
義
存
の
詳
し
い
行
状
は
、
既
に
﹃
正
法
眼
蔵
行
持
に
学
ぶ
﹄
に
も
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
私
は
禅
宗
史
を

研
究
し
て
き
て
、
最
も
好
き
な
禅
者
の
一
人
で
あ
る
。
雪
峰
の
大
悟
は
﹁
鰲ご

う
ざ
ん山
成
道
﹂
の
話
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
雪
峰
が
遍
参
に
出
て
、

巌が
ん
と
う
ぜ
ん
か
つ

頭
全
豁
と
二
人
で
朗
州
（
湖
南
省
）
の
鰲
山
に
行
き
、
雪
に
阻
ま
れ
て
留
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、
巌
頭
は
、
毎
日
毎
日
も
っ
ぱ
ら
居

眠
り
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、雪
峰
は
ひ
た
す
ら
坐
禅
を
つ
づ
け
た
（
雪
峰
一
向
坐
禅
）。
そ
の
雪
峰
は
最
終
の
悟
り
の
決
着
が
つ
い
て
い
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
巌
頭
か
ら
か
つ
て
学
ん
だ
塩え

ん
か
ん
さ
い
あ
ん

官
斉
安
（
嗣
馬
祖
道
一
）
の
色
空
の
義
も
洞
山
良
价
の
過
水
の
偈
の
教
え
も
、
所
詮
は
﹁
門
か
ら
入
る

も
の
は
、
家
の
宝
で
は
な
い
（
従
門
入
者
、
不
是
家
珍
）﹂
と
諭
さ
れ
、﹁
一
つ
一
つ
自
己
の
胸
の
う
ち
か
ら
言
葉
を
ほ
と
ば
せ
よ
（
一
一
従
自
己

胸
襟
流
出
将
来
）﹂
と
言
わ
れ
た
時
に
悟
る
の
で
あ
る
。﹃
雪
峰
年
譜
﹄
に
よ
る
と
、
雪
峰
寺
は
﹁
乾
符
二
年
乙
未
（
八
七
五
）、
師
年
五
十
四
﹂
の

項
に
、﹁
観
察
使
韋い

こ
う公
（
岫し
ゆ
う）、
銭
三
百
緡
を
捨
て
て
建
造
費
と
為
す
。
庚
寅
（
八
七
〇
）
よ
り
こ
の
山
に
至
り
、
凡
そ
六
載
に
し
て
、
寺
乃す
な
わち
大

い
に
備
わ
る
﹂
と
あ
る
。
そ
う
し
て
や
む
を
得
ず
大
刹
の
雪
峰
に
住
持
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
あ
く
ま
で
も
素
願
は
宿
院
で
旅
僧
の
お
世
話
を
し

て
一
生
を
過
ご
し
た
か
っ
た
と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
ん
な
ま
じ
め
さ
に
私
は
惹
か
れ
て
、
授
業
で
よ
く
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。﹃
宋
高
僧
伝
﹄

巻
一
二
の
﹁
雪
峰
義
存
伝
﹂
に
は
、﹁
雪
峰
、
衆
を
化
す
る
に
、
杜と

も
く黙
禅ぜ
ん
ざ坐
を
切
に
す
﹂
と
あ
る
の
で
、
道
元
禅
師
も
﹁
坐
禅
と
同
死
す
﹂
と
ま
で

表
現
さ
れ
て
行
持
を
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雪
峰
は
﹁
九
た
び
洞
山
へ
上の

ぼ

り
、
三
た
び
投
子
（
大
同
）
に
到
る
﹂
と
言
わ
れ
、
洞
山
良
价
の

宗
風
が
密
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。﹃
祖
堂
集
﹄
の
雪
峰
義
存
に
つ
い
て
は
、
禅
文
化
研
究
所
唐
代
語
録
研
究
班
編
﹃﹃
祖
堂
集
﹄

巻
七
雪
峰
和
尚
章
訳
注
﹄（
衣
川
賢
次
発
行
、﹃
禅
文
化
研
究
所
紀
要
﹄
第
三
一
・
三
二
号
合
併
）
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
禅
籍
の
訳
注
研
究
の
高
い
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レ
ベ
ル
を
示
し
た
見
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
雪
峰
を
後
に
し
て
、
同
じ
福
州
の
ホ
テ
ル
に
こ
の
日
は
戻
っ
た
。

（
二
）

　

十
二
日
の
午
前
中
は
残
さ
れ
て
い
た
福
州
市
内
の
西
禅
長
慶
寺
と
開
元
寺
を
参
観
し
た
。
ま
ず
、
鼓
楼
区
工
業
路
四
五
五
号
の
怡い
さ
ん山
西
禅
寺
と

も
言
わ
れ
る
西
禅
長ち

よ
う
け
い
じ

慶
寺
を
参
拝
し
た
。
知
客
の
普
燁
法
師
の
案
内
で
、
現
在
、
僧
侶
は
五
〇
名
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
長
慶
大
安
（
七
九
三

│
八
八
三
。
嗣
潙い

さ
ん山
霊れ
い
ゆ
う祐
）
や
長
慶
慧え
り
よ
う稜
（
八
五
九
│
九
三
二
。
嗣
雪
峰
義
存
）
の
住
持
地
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
八
月
三
十
一
日
に
井
戸
か
ら

発
見
さ
れ
た
﹁
唐
福
州
延
寿
禅
院
故
延
聖
大
師
塔
内
真
身
記
﹂
の
碑
文
を
紹
介
さ
れ
、
か
つ
て
﹁
潙
山
教
団
の
動
向
に
つ
い
て
│
福
州
大
安
の
﹁
真

身
記
﹂
の
紹
介
に
因
ん
で
│
﹂（﹃
印
仏
研
﹄
第
四
〇
巻
第
一
号
、
一
九
九
一
年
）
で
取
り
上
げ
て
、
福
州
大
安
は
百
丈
懐
海
の
法
嗣
よ
り
潙
山
霊

祐
の
法
嗣
と
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
﹁
真
身
記
﹂
と
の
久
し
ぶ
り
の
対
面
で
あ
る
。﹃
雪
峰
年
譜
﹄
の
﹁（
咸

通
）
九
年
戊
子
（
八
六
八
）、
師
年
四
十
七
﹂
の
項
に
、﹁
是
の
歲
、
潙
山
懶
安
、
徒
を
領ひ

き

い
て
至
る
。
上
廉
帥
李
景
温脱
カ

、
書
を
以
て
師
を
請
し
て
、

城
西
の
怡
山
に
開
創
せ
し
む
、
王
真
人
の
上
昇
の
所
に
し
て
、
今
の
西
禅
寺
是こ

れ
な
り
﹂
と
あ
る
。
大
安
は
懶
安
と
も
言
わ
れ
る
。

　

次
に
鼓
楼
区
開
元
路
七
八
号
の
開
元
寺
に
参
観
し
た
。
山
門
を
入
る
と
、
右
手
に
空
海
の
立
像
・
空
海
入
唐
の
地
の
碑
が
あ
っ
た
。
八
〇
四
年

第
一
六
次
遣
唐
使
の
船
団
に
乗
っ
た
空
海
は
途
中
で
嵐
に
会
い
、
二
个
月
間
漂
流
の
末　

福
州
の
長
渓
県
の
赤
岸
鎮
に
漂
着
し
た
。
そ
の
後
五
〇

日
間
、
開
元
寺
に
滞
在
し
て
、
長
安
へ
旅
立
っ
た
と
さ
れ
る
。　

　

ま
た
、
開
元
寺
は
宋
版
大
蔵
経
で
有
名
で
、
前
日
の
バ
ス
の
中
で
﹁
鎌
倉
仏
教
の
名
僧
と
大
蔵
経
﹂（
印
仏
研
第
四
一
巻
第
二
号
、
一
九
九
三
年
） 

の
論
文
の
あ
る
、
元
金
沢
文
庫
長
の
高
橋
秀
栄
先
生
が
同
行
し
て
い
た
の
で
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。
今
年
は
八
月
十
七
日
に
二
万
点
余
の
金
沢
文

庫
の
古
文
書
が
一
括
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
記
念
の
年
で
も
あ
っ
た
。
開
元
寺
版
は
、
北
宋
時
代
の
政
和
二
年
（
一
一
一
二
）
か
ら
南
宋
時
代
の

紹
興
二
十
一
年
（
一
一
五
一
）
に
か
け
て
開
板
さ
れ
た
大
蔵
経
で
あ
る
。
ま
た
、
福
州
に
は
東
禅
寺
版
も
あ
り
、
元
豊
年
間
（
一
〇
七
八
～
）
か

ら
政
和
二
年
（
一
一
一
二
）
ま
で
の
三
〇
余
年
間
に
開
板
さ
れ
た
。
金
沢
文
庫
に
も
開
元
寺
版
と
東
禅
寺
版
の
混
合
版
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
東

禅
寺
（
東
禅
等
覚
院
）
の
遺
址
は
塔
頭
路
の
福
州
鍋
炉
廠
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
そ
の
地
を
確
認
す
る
こ
と
は
見
送
っ
た
。
現

在
の
開
元
寺
を
一
度
出
て
か
つ
て
の
寺
の
宋
代
の
石
塔
を
探
し
当
て
た
。
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次
に
私
個
人
に
と
っ
て
は
、
念
願
で
あ
っ
た
大だ
い
え
そ
う
こ
う

慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
│
一
一
六
三
）
の
重
要
な
長
楽
市
洋よ
う
し
よ嶼
村
の
雲
門
寺
の
参
拝
で
あ
る
。
住

持
は
尼
僧
の
伝
源
法
師
で
あ
り
、
自
ら
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
境
内
の
左
側
に
、﹁
宋
宗
杲
禅
師
記
念
堂
﹂
の
建
物
が
あ
り
、
祀
ら
れ
る
大
慧
像

は
穏
や
か
な
相
で
あ
る
。
こ
こ
は
真
歇
清
了
（
一
〇
八
八
│
一
一
五
一
）
と
も
深
い
関
係
が
あ
る
。

　

真
歇
が
雪
峰
山
崇
聖
寺
の
第
一
六
代
の
住
持
と
な
っ
た
の
は
、
宣
和
五
年
（
一
一
二
三
）
十
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
真
歇
は
、
阿
育
王
寺
に
紹

興
六
年
（
一
一
三
六
）
に
住
す
る
ま
で
、
四
三
歳
よ
り
四
九
歳
ま
で
の
間
、
こ
の
雪
峰
山
に
住
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
間
の
大
慧
は
紹
興
四
年
に
江
西
省
か
ら
福
建
省
に
入
り
、
大
慧
の
伝
記
上
に
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
大
慧
は
夏
安
居
を
終

え
る
と
、
林
遵
善
（
字
適
可
）
が
洋
嶼
に
創
建
し
た
雲
門
庵
に
招
か
れ
た
。﹃
大
慧
年
譜
﹄
の
紹
興
四
年
の
条
に
次
の
よ
う
に
示
す
。

（
Ａ
）　

林
適
可
司
法
、庵
を
洋
嶼
に
剏は

じ

め
、師
を
延ひ

い
て
之こ

れ
に
居
せ
し
む
。
時
に
宗
徒
は
妙
悟
を
撥は
つ
ち置
し
、学
者
を
し
て
寂
黙
に
困こ
ん

ぜ
し
む
。

因
み
に
﹃
弁
正
邪
説
﹄
を
著
わ
し
て
之
れ
を
攻
め
、
以
て
一
時
の
弊
を
救
う
。

（
Ｂ
）　

庵
に
居
す
る
こ
と
纔わ

ず

か
に
五
十
三
人
に
し
て
、
未
だ
十
五
日
に
な
ら
ざ
る
に
、
得
法
の
者
十
三
輩
な
り
。

　
（
Ａ
）
の
﹁
時
に
宗
徒
は
妙
悟
を
撥
置
し
、
学
者
を
し
て
寂
黙
に
困
ぜ
し
む
﹂
の
指
導
者
こ
そ
雪
峰
山
の
真
歇
で
あ
る
こ
と
が
、
当
時
の
大
慧
の

参
禅
者
の
行
状
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、（
Ｂ
）
の
指
導
方
法
は
、
た
と
え
ば
尼
僧
の
妙
道
の
大
悟
へ
の
導
き
の
中
に
見
ら
れ
た
看
話

禅
（
不
是
心
不
是
仏
不
是
物
の
話
）
で
あ
っ
た
。
公
案
を
使
用
し
て
学
人
を
指
導
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
慧
の
場
合
、
黙
照
邪
禅
の
攻
撃
を
通

し
て
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
は
誠
に
興
味
深
い
。（
Ｂ
）
は
そ
の
効
果
を
語
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
指
導
方
法
に
大
き
な
自
信
を
与
え
た
と
い
え

よ
う
。
そ
し
て
、
大
慧
は
そ
の
後
に
何
と
言
っ
た
か
を
﹃
大
慧
年
譜
﹄
は
次
の
よ
う
に
記
す
の
で
あ
る
。

山
僧
、
こ
れ
よ
り
話
頭
方は

じ

め
て
行
い
、
毎つ
ね

に
人
の
与た
め

に
説
く
。

　

雲
門
寺
が
な
ぜ
重
要
で
あ
る
か
は
、
大
慧
の
黙
照
禅
の
攻
撃
の
時
期
と
場
所
と
相
手
は
、
こ
う
し
て
紹
興
四
年
、
洋
嶼
の
雲
門
庵
で
、
真
歇
清

了
の
集
団
に
な
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
看
話
禅
の
成
立
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
来
、
大
慧
が
黙
照
邪
禅
を
攻
撃
す
る
時
、
こ

の
時
の
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
福
州
で
の
曹
洞
禅
の
攻
撃
を
し
ば
し
ば
く
り
か
え
し
た
の
で
あ
る
。
真
歇
に
は
長
蘆
時
代
の
﹃
劫こ

う

外が
い

録ろ
く

﹄
と
雪

峰
時
代
の
﹃
一い

つ
し
よ
う
ろ
く

掌
録
﹄
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
前
者
に
カ
ラ
ホ
ト
文
献
が
近
年
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
が
、
後
者
は
逸
書
で
あ
る
。

詳
し
く
は
若
山
悠
光
氏
の
﹁﹃
真
州
長
蘆
了
和
尚
劫
外
録
﹄
底
本
作
成
の
試
み
│
カ
ラ
ホ
ト
本
を
底
本
と
し
、
訓
読
文
を
付
す
│
﹂（﹃
駒
澤
大
学
禅

研
究
所
年
報
﹄
第
二
五
号
、二
〇
一
三
年
）
と
﹁
大
慧
宗
杲
の
黙
照
禅
批
判
と
真
歇
清
了
﹂（﹃
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
﹄
第
四
八
号
、
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二
〇
一
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

雲
門
寺
の
伝
源
法
師
に
別
れ
を
告
げ
た
と
こ
ろ
、
法
師
の
師
匠
の
広
禅
法
師
が
近
く
の
鶴
上
鎮
沙
京
村
の
百
丈
懐
海
（
七
四
九
│
八
一
四
）
の

受
業
寺
で
あ
る
龍
泉
寺
の
住
持
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
立
ち
寄
る
こ
と
に
し
た
。
山
門
に
は
い
る
と
﹁
百
丈
懐
海
禅
師
記
念
堂
﹂
が
あ
り
、
大

伽
藍
で
あ
っ
た
。
情
報
に
よ
る
と
、
確
か
に
百
丈
は
長
楽
の
出
身
で
あ
り
、
懐
海
が
出
家
し
た
西
山
寺
の
こ
と
と
伝
え
る
が
、
潮
州
西
岩
寺
（
海

潮
寺
）
と
の
関
係
は
検
討
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

　

午
後
は
予
定
の 
福
清
市
漁
渓
鎮
聯
華
村
の
黄
檗
山
万
福
寺
へ
向
か
っ
た
。
日
本
の
黄
檗
宗
の
開
山
の
隠い
ん
げ
ん
り
ゆ
う
き

元
隆
琦
（
一
五
九
二
│
一
六
七
三
）
は

福
清
県
で
生
ま
れ
、
黄
檗
山
万
福
寺
で
出
家
し
た
。
費
隠
通
容
（
嗣
密
雲
円
悟
）
の
法
嗣
と
な
る
。
一
六
五
四
年
に
、
長
崎
県
の
興
福
寺
の
逸
然

性
融
ら
の
招
請
に
よ
り
長
崎
に
渡
っ
た
。
そ
の
後
、
徳
川
幕
府
の
援
助
を
得
て
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
宇
治
市
に
新
寺
を
開
創
し
、
故
郷

と
同
名
の
黄
檗
山
万
福
寺
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
私
達
の
団
は
住
持
の
悲
昇
蓮
智
法
師
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
こ
の
日
に
訪
れ
た
の
を
最
後
に
、

三
日
後
に
全
面
建
て
直
し
の
計
画
を
知
り
、
助
言
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
程
正
先
生
が
古
記
録
を
基
本
に
復
興
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ
と

を
伝
え
た
。
そ
の
後
、
泉
州
市
に
移
動
し
、
鯉
城
区
百
源
路
に
あ
る
泉
州
華
僑
大
廈
に
宿
泊
し
た
。

　

十
三
日
は 

衣
川
賢
次
先
生
の
﹁﹃
泉
州
千
仏
新
著
諸
祖
師
頌
﹄
と
﹃
祖
堂
集
﹄
│
附 

省し
よ
う
と
う僜
（
文
僜
）
禅
師
を
め
ぐ
る
泉
州
の
地
理
﹂（﹃
禅
学
研
究
﹄

第
八
八
号
、二
〇
一
〇
年
）
を
参
考
に
、﹃
祖
堂
集
﹄
の
関
係
の
寺
々
を
参
拝
し
た
。
私
も
﹁
泉
州
福
先
招
慶
院
の
浄
修
禅
師
省
僜
と
﹃
祖
堂
集
﹄﹂（﹃
駒

澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
﹄
第
四
四
号
、
一
九
八
六
年
）
と
﹁﹃
泉
州
開
元
寺
志
﹄
の
招
慶
省
僜
の
伝
に
つ
い
て
﹂（﹃
印
仏
研
﹄
第
三
四
巻
第
一

号
、一
九
八
五
年
）
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
閩
の
王
審
知
の
兄
の
王
審
邦
の
子
の
泉
州
刺
史
の
王お

う
え
ん
ぴ
ん

延
彬
が
こ
の
地
方
の
禅
宗
を
庇
護
し
、﹃
祖
堂
集
﹄

は
保
福
従
展（
嗣
雪
峰
義
存
）の
法
嗣
の
招
慶
省
僜（
八
八
四
│
九
七
二
）と
深
く
関
係
し
て
成
立
す
る
。﹃
祖
堂
集
﹄の
成
立
は
、保
大
十
年（
九
五
二
）

で
、
そ
の
前
の
保
大
四
年
に
は
閩
は
南
唐
に
滅
ぼ
さ
れ
、
当
時
の
泉
州
刺
史
は
留

り
ゆ
う
じ
ゆ
う
こ
う

従
効
で
、
こ
の
人
が
消
失
し
た
招
慶
院
を
再
興
し
、
こ
こ
で
﹃
祖

堂
集
﹄
は
編
纂
さ
れ
た
。
現
在
の
承
天
寺
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
﹃
祖
堂
集
﹄
の
成
立
時
は
、
閩
の
滅
亡
も
加
わ
り
、
現
在
の
寺
院
と
の
関
係
は

不
明
な
こ
と
が
多
い
。
た
だ
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
﹃
祖
堂
集
﹄
に
は
、﹃
景
徳
伝
燈
録
﹄
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
曹
洞
宗
関
係
の
興
味
深
い
物
語
を

沢
山
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
実
質
的
な
編
者
の
省
僜
の
下
に
い
た
静
・
筠
二
禅
徳
は
、
曹
洞
宗
の
禅
者
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

　

そ
の
日
の
最
初
は
名
勝
地
区
の
清
源
山
の
豊
沢
区
清
源
街
道
（
も
と
北
山
招
慶
院
の
所
在
地
）
の
楳
巌
を
訪
れ
た
。
看
板
の
絵
図
に
は
唐
代
の

招
慶
院
跡
は
存
在
し
た
が
、
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
近
く
に
あ
る
三
世
仏
の
あ
る
碧
霄
岩
を
訪
れ
た
。
帰
途
に
こ
の
地
で
有
名
な
老
君
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岩
の
座
高
五
・
六
三
メ
ー
ト
ル
の
老
子
の
石
像
を
見
学
し
た
。

　

泉
州
市
内
の
鯉
城
区
に
は
開
元
街
道
崇
福
路
の
崇
福
寺
と
鯉
中
街
道
南
俊
南
路
の
承
天
寺
と
開
元
街
道
西
街
の
開
元
寺
の
三
大
叢
林
が
あ
る
。

崇
福
寺
は
千
仏
庵
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
招
慶
省
僜
が
開
元
寺
の
子
院
の
千
仏
院
に
住
し
た
と
さ
れ
る
が
、
関
係
が
あ
る
あ
る
か
ど
う
か
を

尋
ね
た
か
っ
た
が
答
え
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
招
慶
省
僜
に
は
敦
煌
文
献
の
﹃
泉
州
千
仏
新
著
諸
祖
師
頌
﹄
が
残
り
、
題
名
に
あ
る
﹁
千
仏
﹂
と

は
開
元
寺
の
子
院
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
献
を
含
め
て
、
旅
の
最
終
日
の
バ
ス
に
中
で
程
正
先
生
か
ら
現
在
の
敦
煌

禅
籍
の
研
究
状
況
を
詳
し
く
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

　

更
に
承
天
寺
は
﹃
祖
堂
集
﹄
の
成
立
し
た
招
慶
院
だ
っ
た
寺
で
あ
る
。
開
元
寺
は
招
慶
省
僜
の
住
持
地
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
寺
も
衣
川
賢
次
先

生
の
報
告
よ
り
以
上
の
こ
と
は
、
何
も
聞
け
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
一
二
三
七
年
に
建
立
さ
れ
た
開
元
寺
の
仁
寿
塔
（
西
塔
）
の
第
四
層
南
面
に

は
﹁
梁
武
帝
﹂
に
向
き
合
っ
て
経
文
を
捧
げ
る
﹁
唐
三
藏
﹂
と
、
東
北
面
に
は
刀
を
手
に
し
た
孫
悟
空
（
猴
行
者
）
と
如
意
棒
（
金き

ん
こ
ぼ
う

箍
棒
）
を
手

に
し
た
﹁
東
海
火
龍
太
子
﹂
の
浮
き
彫
り
が
あ
り
、﹃
西
遊
記
﹄
の
関
係
で
有
名
に
な
っ
て
い
た
の
で
、そ
れ
ら
を
み
ん
な
で
確
認
す
る
の
に
興
じ
た
。

ま
た
、
北
宋
時
代
の
甘
露
戒
壇
の
存
在
は
貴
重
な
見
聞
で
あ
っ
た
。
泉
州
は
東
西
の
貿
易
港
と
し
て
の
長
い
歴
史
が
あ
り
、
同
じ
鯉
城
区
の
紓
涂

門
街
中
段
に
あ
る
清
浄
寺
（
イ
ス
ラ
ム
寺
院
）
に
も
立
ち
寄
っ
た
。

　
﹃
祖
堂
集
﹄
の
関
係
の
確
か
な
遺
跡
は
聞
け
な
か
っ
た
の
で
、
豊
沢
区
の
東
湖
街
道
伊
斯
蘭
教
聖
墓
の
霊
山
は
、
承
天
寺
の
歴
住
の
墓
が
あ
る
と

い
う
の
で
、
省
僜
の
瑞
光
塔
の
存
在
を
確
認
し
た
か
っ
た
が
、
そ
の
入
り
口
ま
で
行
っ
て
、
時
間
の
関
係
で
引
き
返
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
泉

州
か
ら
移
動
し
て
漳
州
に
向
か
い
、
薌
城
区
勝
利
路
二
号
に
あ
る
漳
州
大
飯
店
に
宿
泊
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）

　

十
四
日
は
朝
の
散
歩
か
ら
始
ま
っ
た
。
判
明
す
れ
ば
、
雪
峰
義
存
の
法
嗣
の
保ほ

ふ
く福
従じ
ゆ
う

展て
ん

（
？
│
九
二
八
）
の
住
持
地
の
漳
州
保
福
院
を
確
認
し

た
い
と
申
し
出
て
い
た
。
前
夜
、程
正
先
生
と
張
鉄
民
さ
ん
と
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、ホ
テ
ル
近
く
の
芝
山
の
南
麓
の
唐
代
建
立
の
開
元
寺
跡
、

東
麓
の
五
代
時
代
の
建
立
の
浄
衆
寺
（
普
利
隆
寿
院
）
跡
、
西
麓
の
南
唐
時
代
の
法
済
寺
跡
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
内
、
浄
衆
院
は
万
寿
保
福

浄
衆
禅
寺
と
呼
ば
れ
、
寺
名
に
﹁
保
福
﹂
が
含
ま
れ
て
い
て
、
現
在
の
漳
州
第
一
中
学
の
場
所
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
こ
で
そ
の
辺
り
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を
散
歩
し
て
み
た
。
雲う
ん
ご
せ
い
し
や
く

居
清
錫
（
嗣
法
眼
文
益
）
の
法
嗣
の
浄
衆
伝
先
な
ど
の
住
持
地
で
あ
り
、
従
展
の
住
持
地
の
保
福
院
が
浄
衆
寺
と
呼
ば
れ

た
こ
と
は
無
い
よ
う
な
の
で
、
直
接
は
関
係
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
玄
砂
師
備
の
法
嗣
で
法
眼
文
益
の
師
の
羅ら

か
ん
け
い
ち
ん

漢
桂
琛
（
八
六
七
│
九
二
八
）

の
地
蔵
院
や
羅
漢
院
も
漳
州
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
場
所
が
特
定
で
き
な
い
で
い
る
。

　

こ
の
日
は
漳
州
第
一
中
学
を
バ
ス
か
ら
眺
め
、
新
た
に
大
伽
藍
の
そ
ろ
っ
た
漳
州
市
薌
城
区
薌
城
南
山
路
の
南
山
寺
を
参
拝
し
た
。
南
山
寺
は

唐
の
開
元
二
五
年
（
七
三
七
）
の
建
立
と
伝
え
ら
れ
、
報ほ

う
く劬
崇す
う
ふ
く
じ

福
寺
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
禅
寺
と
し
て
の
開
山
で
あ
る
昇
山
白

龍
道
希
（
嗣
玄
砂
師
備
）
の
法
嗣
の
報
劬
玄
応
（
九
一
〇
│
九
七
五
）
や
二
世
と
な
っ
た
そ
の
法
嗣
の
報
劬
仁
義
が
知
ら
れ
て
い
る
。
大
雄
宝
殿

の
前
の
左
右
の
宋
代
の
経
塔
の
二
基
が
芝
山
の
旧
寺
か
ら
移
動
さ
れ
た
と
聞
い
て
参
観
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、﹃
行
持
﹄
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
漳
州
市
平
和
県
文
峰
鎮
の
三さ

ん
ぺ
い
ぎ
ち
ゆ
う

平
義
忠
（
七
八
一
│
八
七
二
）
の
住
持
地
の
三
平
寺
に
立
ち
寄
っ

た
。
義
忠
は
潮

ち
よ
う
し
ゆ
う
だ
い
て
ん

州
大
顛
（
嗣
石
頭
希
遷
）
の
法
嗣
で
あ
り
、
寺
内
に
は
義
忠
の
ミ
イ
ラ
が
祀
ら
れ
、
交
通
安
全
の
御
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
大

勢
の
参
拝
者
が
来
て
い
た
。
一
大
観
光
地
で
あ
っ
て
、今
回
は
参
観
団
と
し
て
拝
観
料
を
払
っ
た
場
合
は
、寺
側
と
相
談
す
る
の
は
無
理
し
な
い
で
、

今
ま
で
と
異
な
り
本
尊
上
供
を
中
止
し
て
い
た
が
、
一
人
も
住
僧
が
い
な
い
と
聞
い
て
、
特
に
義
忠
に
報
恩
供
養
の
読
経
を
し
た
。
こ
こ
で
の
爆

竹
は
駒
澤
大
学
の
団
の
一
種
の
通
過
儀
礼
と
な
っ
て
い
た
。

　

再
び
、
バ
ス
で
移
動
し
て
、
中
で
も
有
名
な
永
定
県
の
世
界
遺
産
の
福
建
土
楼
あ
る
い
は
客は

つ
か家
土
楼
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
建
築
物
を
観
光
し
て

楽
し
ん
だ
。
そ
の
夜
は
広
東
省
の
梅
州
市
梅
江
区
東
門
路
三
五
号
に
あ
る
梅
州
皇
家
名
典
酒
店
に
宿
泊
し
た
。

　

十
五
日
は
最
後
の
参
拝
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
広
東
省
の
梅
州
市
を
訪
れ
た
の
は
、
大
慧
宗
杲
の
流
罪
の
場
所
と
も
関
係
し
、
私
の
念
願
の
訪
問

地
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

大
慧
が
一
一
二
五
年
に
大
悟
し
た
北
宋
の
都
の
東と

う
け
い京
（
開
封
）
は
、
や
が
て
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
十
一
月
に
金
に
陥
れ
ら
れ
、
翌
年
、

徽き
そ
う宗

・
欽
宗
以
下
の
皇
族
と
官
僚
な
ど
、
数
千
人
は
北
方
へ
拉
致
さ
れ
て
、
北
宋
は
滅
ぶ
こ
と
に
な
る
（
靖
康
の
変
）。
一
一
二
七
年
五
月
に
、
幸

い
北
従
を
免
れ
て
い
た
、
徽
宗
の
第
九
子
、
康
王
趙
構
が
、
南
京
（
応
天
府
）
で
即
位
し
て
高
宗
と
な
り
、
宋
の
王
朝
は
再
興
さ
れ
た
。
南
宋
の

成
立
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
南
下
し
て
い
た
大
慧
が
、
後
に
同
じ
く
南
下
し
た
圜え

ん
ご
こ
く
ご
ん

悟
克
勤
に
雲
居
山
で
出
会
っ
た
の
が
、
一
一
二
八
年
十
月
の
こ

と
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
一
个
月
前
に
宏わ

ん
し智
正し
よ
う
が
く
覚
（
一
〇
九
一
│
一
一
五
七
）
が
、
江
州
能
仁
寺
よ
り
わ
ず
か
夏
安
居
中
の
住
持
を
離

れ
て
同
じ
雲
居
寺
の
圜
悟
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
時
、
圜
悟
と
趙ち

よ
う
れ
い
き
ん

令
衿
は
、
住
持
を
欠
い
て
い
た
長
蘆
寺
に
住
持
す
る
こ
と
を
勧
め
、
そ
れ
が
同
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年
の
九
月
に
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
大
慧
と
宏
智
の
出
会
い
は
無
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
慧
が
宏
智
と
強
い
ラ
イ
バ
ル
意
識
を

も
っ
た
の
で
は
無
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
年
、
圜
悟
は
故
郷
の
四
川
に
帰
る
時
に
、
大
慧
に
は
政
情
不
安
を
理
由
に
、
大
寺
に
住
し
て
修
行
者

を
指
導
す
る
こ
と
を
し
ば
ら
く
と
ど
ま
る
よ
う
に
伝
え
て
い
た
。﹃
圜
悟
語
録
﹄
巻
一
五
に
は
、﹁
示
杲
書
記
﹂（
大
正
蔵
巻
四
七
│
七
八
三
ａ
）
が

あ
り
、
圜
悟
が
大
慧
を
嗣
法
の
門
人
と
し
て
認
め
た
法
語
で
あ
る
。
そ
の
法
語
は
﹃
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
﹄
巻
上
之
下
で
は
、﹁
臨
済
正
宗
記
﹂
と
呼

ば
れ
、
建
炎
三
年
（
一
一
二
九
）
四
月
十
七
日
の
圜
悟
の
跋
が
存
在
す
る
。
大
慧
の
大
悟
の
経
過
の
後
に
、﹁
予
、
人
を
得
る
を
喜
ば
ず
、
但
だ
此

の
正
法
眼
蔵
の
覰
得
透
徹
底
有
り
て
臨
済
正
宗
を
起
こ
す
こ
と
の
可で

き以
る
こ
と
を
喜
ぶ
。
遂か
く

て
稠
衆
に
於
て
指
出
し
て
分
座
訓
徒
せ
し
む
﹂（
続
蔵

巻
一
一
六
│
四
七
一
左
下
）
と
あ
る
の
は
、
門
下
の
数
が
増
え
る
の
を
喜
ぶ
の
で
は
な
く
、﹁
人
﹂
を
得
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
こ
の
文
は
、
い

か
に
圜
悟
が
大
慧
に
将
来
を
期
待
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
後
の
雲
居
首
座
寮
秉
払
は
﹃
大
慧
語
録
﹄
巻
九
に
記
録
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
ば
ら
く
圜
悟
の
指
示
通
り
江
西
省
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
大
慧
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
に
福
建
省
を
訪
れ
る
の
で

あ
る
。
圜
悟
の
訃
報
が
届
い
た
の
が
一
一
三
六
年
で
、
大
慧
が
泉
州
の
雲
門
庵
に
住
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
、
大
慧
は
圜
悟
の
遺

言
を
知
る
の
で
あ
る
。
や
や
政
情
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
の
で
、
大
寺
に
住
持
し
て
参
禅
指
導
し
て
楊
岐
の
禅
を
伝
え
て
欲
し
い
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
慧
は
一
一
三
七
年
七
月
二
十
一
日
に
径き

ん
ざ
ん山
の
受
請
上
堂
を
行
う
の
で
あ
る
。
大
慧
の
四
九
歳
の
時
で
あ
る
。
当
時
の
平

和
は
秦し

ん
か
い桧
（
一
〇
九
一
│
一
一
五
五
）
の
結
ん
だ
金
の
臣
下
と
な
る
屈
辱
的
な
条
約
で
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
に
不
満
を
も
っ
た

金
と
の
戦
い
を
も
辞
さ
な
い
主
戦
論
者
も
い
た
が
、
秦
桧
は
こ
れ
ら
の
人
々
へ
の
弾
圧
を
加
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
一
一
四
一
年
に

五
三
歳
の
大
慧
が
交
流
し
て
い
た
主
戦
論
者
の
張
九
成
と
の
関
係
が
密
議
と
疑
わ
れ
て
、
僧
籍
剥
奪
さ
れ
て
流
罪
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

﹁
神じ

ん
ぴ
き
ゆ
う

臂
弓
事
件
﹂
と
呼
ぶ
。
最
初
の
配
所
は
衡
州
（
湖
南
省
）
で
あ
り
、
六
二
歳
と
な
っ
た
一
一
五
〇
年
に
流
罪
地
が
梅
州
へ
と
移
る
の
で
あ
る
。

こ
の
地
方
は
風
土
病
も
あ
り
、
随
行
し
た
僧
も
多
く
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
東
京
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
国
宝
の
﹁
与

無
相
居
士
尺
牘
﹂
を
参
加
者
に
コ
ピ
ー
し
て
差
し
上
げ
、
梅
州
時
代
の
大
慧
の
存
在
を
確
認
し
て
お
い
た
。
無
相
居
士
と
は
鄧
靖
（
字
子
立
）
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
流
罪
が
終
わ
っ
た
の
は
、
一
一
五
五
年
十
月
二
十
二
日
に
秦
桧
が
没
し
た
為
に
、
翌
年
の
一
一
五
六
年
に
、
復
僧
が
許
さ
れ

る
の
で
あ
り
、
大
慧
は
既
に
六
八
歳
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
年
十
一
月
、
天
童
寺
に
住
持
し
て
い
た
黙
照
禅
の
大
成
者
の
宏
智
正
覚
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
大
慧
は
育
王
寺
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
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あ
る
。
宏
智
が
長
蘆
寺
に
住
持
し
た
の
は
建
炎
二
年
（
一
一
二
八
）
九
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
金
の
攻
撃
の
為
に
急
遽
、
長
蘆
寺
を
退
い
て
、
真

歇
の
住
持
す
る
補
陀
洛
迦
山
の
観
音
霊
場
へ
向
か
わ
ん
と
し
て
、
そ
の
時
に
住
持
を
欠
い
て
い
た
天
童
寺
に
請
わ
れ
て
住
持
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。﹃
宏
智
録
﹄
巻
三
は
建
炎
三
年
十
一
月
二
日
の
天
童
寺
の
受
請
上
堂
か
ら
記
録
さ
れ
て
い
る
。
紹
興
八
年
に
一
月
ほ
ど
臨
安
府
の
霊
隠
寺

に
住
持
す
る
が
、
再
び
天
童
寺
に
戻
り
、
お
よ
そ
三
〇
年
近
く
一
六
代
の
住
持
と
し
て
、
天
童
山
の
復
興
に
努
力
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

大
慧
が
紹
興
二
六
年
十
一
月
二
十
三
日
（
年
譜
は
十
三
日
と
な
る
）
に
育
王
に
住
持
す
る
に
当
た
っ
て
は
、﹃
大
慧
語
録
﹄
巻
五
の
明
州
報
恩
光

孝
禅
寺
の
開
堂
の
上
堂
が
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る
が
、
宏
智
が
白
槌
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
時
、
共
に
年
老
い
て
い
た
の
で
、
先

に
遷
化
し
た
ら
、
残
っ
た
者
が
そ
の
葬
礼
を
司
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
年
少
の
宏
智
が
一
一
五
七
年
十
月
八
日
に
六
七
歳
で

先
に
示
寂
す
る
の
で
あ
る
。
約
束
通
り
、
大
慧
が
宏
智
の
葬
儀
を
行
い
、
天
童
寺
一
七
代
に
宏
智
の
法
嗣
の
法
為
を
住
持
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
宏

智
に
は
、
大
分
県
の
泉
福
寺
に
、
近
年
、
重
要
文
化
財
と
な
っ
た
﹃
宏
智
録
﹄
六
冊
が
あ
る
。
私
は
一
九
八
四
年
に
幸
い
な
こ
と
に
名
著
普
及
会

か
ら
そ
の
影
印
本
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
大
学
の
授
業
で
、
宏
智
の
﹁
黙
照
銘
﹂
は
、
大
慧
の
批
判
に
逆
ら
わ
ず
に
著
さ
れ
た
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
や
は
り
逆
で
、
宏
智
の
﹁
黙
照
銘
﹂
を
知
り
、
黙
照
禅
の
性
格
を
知
っ
た
上
で
、
大
慧
が
黙
照
邪
禅
と
批
判
し

た
こ
と
は
確
か
で
、
直
接
の
批
判
者
が
真
歇
清
了
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
私
は
﹁
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
の
研

究
（
上
）（
中
）（
下
）﹂（﹃
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
﹄
第
三
七
号
～
四
〇
号
、
一
九
七
九
年
・
一
九
八
〇
年
・
一
九
八
二
年
）
を
発
表
し
た
が
、

補
正
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
た
。
幸
い
に
中
西
久
味
氏
が
﹁﹃
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
﹄
訳
注
稿
（
一
）
～
（
四
）﹂（﹃︿
新
潟
大
学
﹀
比
較
宗
教
思
想

研
究
﹄
第
一
四
輯
～
一
七
輯
、
二
〇
一
四
年
～
二
〇
一
七
年
）
で
発
表
継
続
中
な
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
参
照
さ
れ
た
い
。

　

今
回
訪
れ
た
梅
州
の
大
慧
の
流
罪
地
と
因
縁
の
あ
る
寺
に
関
し
て
、
最
初
は
梅
州
市
豊
順
県
湯
西
鎮
坪
城
馬
山
寨
の
西
岩
寺
と
希
望
を
出
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
張
鉄
民
さ
ん
か
ら
そ
の
寺
は
近
年
の
創
建
で
大
慧
と
は
関
係
な
い
の
で
は
と
の
返
事
を
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
張
さ
ん
よ
り
梅
江

区
城
北
鎮
黄
留
村
平
遠
路
口
の
西
岩
古
刹
が
大
慧
と
関
係
が
あ
り
、
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る
﹁
梅
江
区
高
西
岩
考
記
﹂
と
共
に
出
発
以
前
に
知
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
。
大
慧
関
係
の
寺
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
、
こ
こ
を
尋
ね
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
当
日
の
朝
も
張
さ
ん
は
バ
イ
ク

で
現
地
を
確
認
し
て
下
さ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
団
が
到
着
後
に
住
持
の
釈
綱
宏
法
師
が
来
ら
れ
、
こ
の
寺
の
復
興
の
苦
労
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。
寺
の
後
に
特
に
高
い
洞
が
あ
り
﹁
高
西
岩
﹂
と
呼
ば
れ
、寺
名
が
﹁
高
西
岩
寺
﹂
と
も
言
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、住
持
に
﹁
梅

江
区
高
西
岩
考
記
﹂
の
写
真
見
せ
て
確
認
し
た
が
、
こ
ち
ら
の
意
図
が
通
じ
な
か
っ
た
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
の
返
事
で
、
そ
の
場
所
は
訪
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れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
っ
た
。

　

西
岩
古
刹
を
後
に
し
て
、
厦
門
市
へ
移
動
し
た
が
、
厦
門
に
宿
泊
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
是
非
、
閩
南
仏
学
院
を
訪
問
し
て
欲
し

い
と
の
希
望
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
夕
方
に
な
っ
た
が
、
南
普
陀
寺
の
住
持
の
則
悟
法
師
や
副
住
持
の
清
安
法
師
、
共
に
閩
南
仏
学
院
の
学
長
や

教
務
長
も
兼
務
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
他
の
仏
学
院
の
要
職
の
方
々
か
ら
大
歓
迎
を
受
け
、
参
加
者
に
お
み
や
げ
ま
で
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
も
ち

ろ
ん
南
普
陀
寺
の
山
内
も
案
内
を
受
け
た
。
話
に
よ
る
と
、
程
正
先
生
は
そ
の
後
二
日
滞
在
し
、
大
学
院
生
に
講
義
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
日
は
思
明
区
新
華
路
に
あ
る
厦
門
華
僑
大
廈
に
一
泊
し
た
。
今
回
は
久
し
ぶ
り
に
フ
ラ
ン
ス
の
極
東
学
院
の
ジ
ラ
ー
ル
先
生
も
駒
澤
大
学

の
訪
中
団
に
参
加
さ
れ
、
楽
し
い
思
い
出
の
多
い
訪
中
と
な
っ
た
。
十
六
日
に
厦
門
空
港
九
時
十
分
発
の
厦
門
航
空
便
に
乗
り
、
十
三
時
四
十
五

分
に
無
事
に
成
田
空
港
に
着
い
た
。

　［
付
記
］
五
月
十
一
日
に
浙
江
工
商
大
学
東
方
言
語
文
化
学
院
・
径
山
禅
宗
文
化
研
究
院
の
江
静
先
生
よ
り
、
十
一
月
九
・
十
日
に
、
中
国
仏
教
協

会
と
浙
江
大
学
の
共
催
す
る
﹁
中
国
禅
宗
祖
庭
文
化
論
壇
﹂
が
杭
州
径
山
禅
寺
に
て
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
招
待
状
と
共
に
参
加
依
頼
が
届

い
た
。
参
加
は
日
程
上
に
お
い
て
個
人
的
に
無
理
で
あ
っ
た
。
既
に
径
山
禅
宗
文
化
研
究
所
編
﹃
韓
日
両
国
大
慧
宗
杲
研
究
訳
文
選
編
﹄（
杭
州
経

山
禅
寺
、
二
〇
一
三
年
）
に
、
筆
者
の
論
文
﹁
大
慧
宗
杲
と
そ
の
弟
子
た
ち
（
一
）
～
（
九
）﹂（﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
一
八
巻
第
二
号
～

第
二
六
巻
第
二
号
、
一
九
七
〇
年
～
一
九
七
八
年
）
と
﹃
大
慧
語
録
の
基
礎
的
研
究
﹄（﹃
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
﹄
第
三
一
～
三
三
号
、

一
九
七
三
～
一
九
七
五
年
）
を
幸
い
に
中
国
語
訳
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
。
私
の
そ
の
後
の
大
慧
研
究
は
、
特
に
廣
田
宗
玄
氏
の
新
研
究
を
踏

ま
え
て
一
部
補
正
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
新
た
に
論
文
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
の
二
〇
一
六
年
十

月
八
日
か
ら
十
六
日
ま
で
福
建
省
を
訪
中
し
、
大
慧
の
看
話
禅
の
成
立
し
た
洋
嶼
の
雲
門
庵
を
含
む
訪
中
記
を
﹁
駒
澤
大
学
福
建
省
曹
洞
祖
庭
巡

拝
記
﹂
に
ま
と
め
て
お
い
た
。
い
わ
ば
こ
の
論
文
内
容
の
一
部
の
要
旨
に
当
た
る
の
で
、
関
連
論
文
と
し
て
﹁
付
録
﹂
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
と

し
た
。
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洋嶼雲門寺の大慧宗杲像（撮影 小早川浩大）
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